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　その夏、死を恐れる新しん聞ぶん記者は殺さつ人じん鬼きと出会い────




　死にたがりの少年は、不ふ死し者しやと出会った。













余話Ａ







１９３２年　某ぼう月某日　闇やみ酒さか場ば『蜂の巣アルヴエアーレ』




「ねえねえアイザック！　大変だよ！　アイスピック・トンプソンが出たんだって！」




　閉店後ごの闇酒場に、禁きん酒しゆ法ほうの時代性も、その場所の空気も全く読まない明るい声が響ひびき渡る。

　もっとも、明るいのは声せい質しつだけで、その声の中には怯おびえや驚きといった感情が込められていたのだが。

　そして、そんな若い女性の声に応じて、アイザックと呼ばれた男が大おお仰ぎように振り返る。

「なにい!?　そいつは本当か、ミリア！」

　彼らは共に英国イギリス海かい軍ぐんの水兵セーラー服を纏まとっており、開店中ちゆうの店内ならば何か店の出し物で小こ芝し居ばいをする役やく者しやと思われる事だろう。だが、彼らは役者でもなければ闇酒場のスタッフというわけでもなく、何な故ぜ二人がそんな格かつ好こうをしているのかは誰だれにも解わからない。

　奇き妙みような格好をした二人は、それこそ小芝居のように絶ぜつ妙みような呼吸で会話を紡つむぐ。

「本当だよ、ほら、新聞に書いてある！」

「なんてこった……恐れていた事が起こっちまったな……」

　店の隅すみで、飾りである酒さか樽だるの上に新聞を広げる男女。真剣な表情で会話を続ける彼ら──アイザック・ディアンとミリア・ハーヴェントを見て、通りかかった童どう顔がんの青年が問いかける。

「……なんだ？　お前ら、アイスピック・トンプソンについて何か知ってるのか？」

　眉まゆを顰ひそめながら問う青年──フィーロ・プロシェンツォに対し、アイザックとミリアは互いに顔を見合わせる。

「そういえば、アイスピック・トンプソンって何だっけ、ミリア」

「ううん？　知らないよ？　でも大変だって新聞に書いてある」

「何が『恐れていた事が』だ。何も知らないで騒さわいでたのかよ、お前ら……」

　呆あきれて呟つぶやくフィーロに、アイザックは力強く反はん論ろんする。

「何を言ってんだフィーロ！　ミリアが何だか知らないけど大変だって怯えてるんだぞ！　充分に『恐れていた事』じゃないか！」

「わあ、アイザック、凄すごぉい！」

「何が凄いんだ、何が」

　更さらに呆あきれて溜ため息いきを吐くフィーロだが、この二人をまともに相手しても疲れるだけだと解っているので、基本的に嚙かみ合わない部分は無む視しして会話を続ける事にした。

「アイスピック・トンプソンってのはな、殺さつ人じん鬼きだよ」

「殺人鬼！　さ……殺人鬼ってことは、もしかして人を殺すのか!?」

「もしかしなくても殺してるから殺人鬼なんだよ」

　淡たん々たんと説明するフィーロに、アイザックは顎あごに手をやりながら真剣な表情で呟つぶやいた。

「なんてこった……恐れていた事が起こっちまったな……」

「怖こわい！　どうしようアイザック！　大変だよ！」

　──本当に、何も解わからないで騒さわいでたのか。

　フィーロはある意味で二人の生き様ざまに感かん慨がいを覚えつつ、樽たるの前に立ったまま暫しばし二人の会話を聞く事にした。

「大だい丈じよう夫ぶだミリア！　殺人鬼って事はターゲットは人間だ！　つまり、人間以い外がいの物に変へん装そうすれば狙ねらわれる事はない！」

「そっか！　アイザック、凄すごい！」

「東とう洋ようの伝でん説せつによれば、滝たきを駆かけ上って壁に目め玉だまをかけばドラゴンに変へん身しんできるらしい！　ドラゴンになって身を潜ひそめていれば、きっと見み逃のがして貰もらえるに違いない！」

「画が竜りよう点てん睛せいだね！　竜りゆう頭とう蛇だ尾びだね！」

　──ガリョー……なんだって？

　ミリアの言っている外国語ごの意味が解らず混乱するフィーロだが、気にしてもまともな答えは返って来ないだろうと、敢あえて無む視しする事にした。

　さりとて完全に黙もく殺さつもできず、フィーロは別の部分で茶ちや々ちやを入れる事にした。

「つーか、ドラゴンになりゃ殺人鬼なんか返り討うちだろ」

　しかし、アイザックは真剣な目でフィーロを見返し、首を振る。

「何を言ってるんだフィーロ！　考えてみろ、ドラゴンはジークなんとかさんって人間に倒されたりしてるんだぞ！　つまり、ドラゴンになったら人間に狩かられちまうってわけだ！」

「ファフニールだね！　コモドドラゴンだね！　カヤノヒメだね！」

「悪い、何を言ってるのかさっぱり解らん」

　どうも何かの伝説と現実がごっちゃになっているようだが、そもそも竜になるという発想自じ体たいが本ほん気きなのかどうかも解らない。

　これ以上話についていけそうもないと諦あきらめ、フィーロは助け船を求めようと、彼の所しよ属ぞくする組織──カモッラ『マルティージョ・ファミリー』の幹かん部ぶであるマイザーかロニーの姿すがたを探し始めたのだが──

　そこに現れたのは、組織とは直接関かん係けいの無い、小さな客きやく人じんの姿だった。

「北ほく欧おう神しん話わでシグルズに倒された竜がファフニールだよ。ワーグナーの楽がく劇げきだとシグルズじゃなくて『ジークフリート』って名前だったかな？　コモドドラゴンは20年ぐらい前に存在が確かく認にんされた実在のオオトカゲだね。カヤノヒメは、『ノヅチ』っていう蛇へびみたいな草の精せい霊れいと同どう一いつ視しされてる日本の神様かな。勉強になった？　フィーロお兄にいちゃん」

　ミリアの言葉についての蘊うん蓄ちくを述べた後、フィーロに対してからかい混じりの笑顔を向けたのは、フィーロの家に住む、幼い外がい見けんの居候いそうろうだ。

「そんな事こと知ってたって、一セントの稼かせぎにもなりゃしないさ。チェスももっと人生の役に立つ事を覚えた方がいいぞ」

　明らかに年下に見える少年に対しての言葉だったが、チェスと呼ばれた少年は、ハア、と溜ため息いきを吐き出した。

「そうだね、ごめんなさい。フィーロお兄ちゃん」

「……おいおい、そんなマジに謝る事ないだろ」

　チェスの反応は、フィーロの想そう像ぞうとは違うものだった。

　──どうも、壁を作られてる気がするなあ。

　目の前の少年が心を開いているのは、アイザックとミリア、それに昔むかし馴な染じみのマイザーだけではないのだろうか？　表面上はフィーロや他の人間達にも笑顔で接しているが、どこか噓うそ、あるいは大人おとなびた気き遣づかいの混じる表情ような気がしてならない。

　そう感じる事がしばしばあったものの、時間が解決するだろうと判はん断だんしたフィーロは、自から相手の心に踏み込むような真ま似ねはしなかった。




　一方、心の壁など考えた事もなさそうな男女は、いつも通りの会話を続けている。

「でも、確かに人間より弱いドラゴンに変へん身しんするってのは不安だな」

「不安だね、サスペンスだね！」

「人間より強い奴やつ……人間が絶対に勝てないようなもの……。人間が死ぬ時……人間はいつかかならず死ぬ……そうか！　時間だ！　人間は時間に勝てない！　つまり、俺おれ達たちは時間になればいいんだ！　そうすれば殺さつ人じん鬼きに殺されないぞ！」

「すごいすごい！　アイザック、アイディアマン！」

　真剣に考えた結果、とても本気とは思えない答えに辿たどり着く二人。

　フィーロはそろそろ止めるべきかどうか迷っていたが、それよりも先に、チェスが傍そばにあるテーブルの椅い子すに座りながらアイザック達の会話に加わった。

「時間になるって言っても、具体的にどうするつもりなの？　時計でも体中につけるの？」

　少し意い地じの悪そうな笑顔で尋たずねるチェスに、アイザックとミリアは考え込む。

「そういえばそうだ。時間になるってどうすればいいんだ？」

「難なん問もんだね！　世界の七なな不ふ思し議ぎだね！」

「時間……時間は……時間とは……タイム・イズ……？」

「マネーだね！」

「そうか！　時間ってのは金なんだから、殺さつ人じん鬼きに勝つには金が一番ってわけだ！」

「マネー・イズ・タイムだね！」

「しかし、金になるってどうすればいいんだ？」

「難なん問もんだね！　メアリー・セレスト号だね！」

　──とりあえず、放っておこう。

　無む意味な会話を繰り返す二人を生なま暖あたたかい目で眺ながめた後、店のカウンターに腰こし掛かけるフィーロ。

　そして、カウンターに置いてあった水差しを手にとり、新しいコップを勝かつ手てに取って注つぎ込む。この店は元もと々もと彼らの組織の持ち物なので、フィーロ達は営業時じ間かんの内外を問わず、自分達の第二の家のような感覚を持ち合わせていた。

　そんな落ち着ける空間の中で、どこか胸に不安を覚えながら、フィーロは『アイスピック・トンプソン』という『仮かり初そめの人名』に思いを寄せる。

　──殺人鬼か。

　──何が目的なんだろうな？

　彼の心に去きよ来らいするのは、あくまでも他ひ人と事ごとの延長であるというゴシップ的な感覚と、自分の住む町に殺人鬼がいるという気持ち悪さだ。だが、同じ町に住む一般人が感じるような『自分や周囲の人間が殺されるかもしれない』という恐きよう怖ふは感じていない。

　それは、彼自じ身しんと、彼が大事に思う人間達たちの身体からだが少々特とく殊しゆな事に起き因いんするのだが──フィーロ自身もその自覚を持ったまま、それでもなお今回の事件と自分の関わりについて考える。

　──今の所、事件が起こってるのはキース達とルノラータの縄なわ張ばりか。

　──マルティージョ俺達の縄張りで事件が起こったら、完全に他人事じゃあ無くなるな。

　──殺人鬼、か。

　──こんな事を口にしちゃ、殺された連れん中ちゆうには悪いけど……。




　──殺される事の無い俺達にとっちゃ、なんとも皮ひ肉にくに満ちた相手だよな。




　心の底にある薄うす気き味みの悪さを払ふつ拭しよくするように、フィーロは氷入りのグラスを手の中で揺らす。

　カラリ、と音を鳴らして氷が崩くずれ、カモッラ幹かん部ぶの青年の心を潤うるおした。




　そして、彼の心の届かない、さりとて、とても近しい場所で──

　狭はざ間まの物語は、今、静かに幕を開ける。
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１９３２年　夏




　アメリカ合がつ衆しゆう国こくにとって、１９３２年とはどんな年だったのか。

　単たん純じゆんに出で来き事ごとだけを並べるのならば、二つのオリンピックが代表的だろう。

　２月に開かい催さいされたレークプラシッドオリンピック、そして７月の末から開催されたロサンゼルスオリンピック。

　冬とう季き・夏か季き合わせて１１５個ものメダルがアメリカ合衆国にもたらされ、まさにゴールドラッシュとも呼べる快かい進しん撃げきに、全ぜん米べいが沸わき上がっていた。

　また、女性飛ひ行こう士しのアメリア・イアハートが女性初はつの単たん独どく大たい西せい洋よう横おう断だん飛ひ行こうに成功するなど、社会的な成功が人々の心に大きな希望を与える事となる。

　その一方で──そうした希望が無ければ立ちゆかない現状もあった。

　１９２９年に端たんを発した大だい恐きよう慌こうは、アメリカ経済を徹てつ底てい的てきに叩たたきのめし──この１９３２年は、まさにその恐きよう慌こうがピークに達しようという年である。

　一千万人にんを超える失しつ業ぎよう者しや。

　ドミノ倒しのように閉へい鎖さする銀行。

　稼か働どうしない工場。

　社会主しゆ義ぎへの転てん換かんまで懸け念ねんされた不ふ景けい気きの中──この時代の象しよう徴ちようでもある禁きん酒しゆ法に対し、次し第だいに人々の目が向けられ始める。

　この状況で、当たり前のように作られている密みつ造ぞう酒しゆ。密造ゆえに当然非ひ課か税ぜいであるのだが──もしもそれが、通常に出回るもので、通常通どおりに酒しゆ税ぜいを掛けられるものだったとしたら──

　多くの人々が、その経済効こう果かに目を向け始めた。そして実際、翌よく年ねんには禁酒法の廃はい止しを示すブレイン法が可か決けつされ、一部の酒しゆ造ぞうの製造と販売が許きよ可かされる結果となるのである。

　光り輝く偉い業ぎようと、恐慌の生み出した大きな影。

　その板いた挟ばさみの状況の中──影の中では、小さな事件が蠢うごめいていた。

　ＮＹの街を、一いち時じ期き恐慌とは別べつ種しゆの恐怖に陥おとしいれた奇き怪かいな事件。




『アイスピック・トンプソン』




　それは、ある人物を指し示す名前だった。

　アイスピックとは本来、その名の示す通りに氷に突き立てるものだが──その鋭えい利りなイメージは、もう一つの用よう途とを思い起こさせる。

　本来の用途でアイスピックを使うバーテンダーや、アイスピックを製造する職しよく人にん達は決して良い顔はしないだろう。だが、それを言えばナタやノコギリも同じ事だろう。

　ナタやチェーンソーは山さん林りんの切り出し場などにあれば問題無ない代しろ物ものだが。例えばそれらを持ってビーチサイドをうろついている者がいれば、それは充分に狂きよう気きを孕はらんだ凶きよう器きと受け取られ、人々に不安を通り越した『恐怖心』を植え付ける。

　本来それが存在すべき場所──バーや金持ちの寝室といった場所ならば、人はアイスピックという存在に何の疑問も抱かない。だが、それ以外の『不ふ釣つり合い』な場所で見かけた場合──人々はそれを明確な恐怖として受け取るだろう。

　そして──実際、『アイスピック・トンプソン』は、本ほん来らい決して使ってはならない用途にそれを用いた。

　これ以上ない程ほどに、アイスピック職人と『法』を侮ぶ辱じよくする用途。




　即すなわち『道具』ではなく──人を殺さつ傷しように至らしめる『凶器』として。





⇔






８月某ぼう日じつ　夜　ＮＹ某ぼう所しよ




　雨が、降っていた。

　大量の水みず飛沫しぶきが路ろ地じ裏うらを覆おおい尽くし、ドラムを搔かき鳴らすような雨音は、路地を駆かけ抜ける人々の雑ざつ踏とうを搔き消していく。

　ＮＹの気き候こうは、夏は暑く冬は寒い。

　しかし、夏なつ場ばといえども昼と夜の温度差さは大きく、熱ねつ帯たい夜やとなる事は滅めつ多たになかった。

　そんな闇やみ夜よに降る雨は、涼すずしさを冷たさへと変え、夜の街を往ゆく人々に襲おそい掛かる。

　水のカーテンは夜の中で視し界かいを遮さえぎり──一人歩あるきする者達の不安を駆り立て、自然と家いえ路じに急がせた。

　本来ならば不安を払ふつ拭しよくするために大通りを行くのが普通なのだろうが──何人かは、それぞれの理由を持って路地裏を駆ける。

　急な雨だったからか、中には傘かさを持たない者も多く、雷かみなりすら響ひびく中をまるで何かから逃げるように走り続けた。

　と──そんな走る者達を横よこ目めに見ながら、閉店した店てん舗ぽの裏うら口ぐち、申もうし訳わけ程てい度どに作られたひさしの下で雨宿りする影が一つ。

　年とし頃ごろは40前後といった所だろうか。所々に白はく髪はつの交じった髪かみを雨に湿らせた男が、仏ぶつ頂ちよう面づらで空を睨にらみ上げている。

　街がい灯とうからも離れた薄うす暗くらがりで、雨も相あいまって視し界かいは非常に狭くなっていた。

　男は舌した打うちしながら空を見上げ、忌いま々いましげにポケットを探り、その中から古めかしいマッチを取りだした。

　そして、先せん刻こくからくわえていた煙草たばこに火を点つけようと思ったのだが──男がいくら擦すってもマッチに火の点く気け配はいが無い。

　どうやら、この場所に着くまでに打たれた雨で湿し気けってしまったようだ。

「ちッ……」

　苛いら立だたしげに煙草を嚙かみしめ、そのまま地面に吐き捨てる。

　そして、男は地面に落ちた未み使用の煙草を踏み躙にじり──

　顔を上げたところで、雨の中に立つ影に気付く。

　少し前方に立っているその影は、こちらの様よう子すを窺うかがっているように思えた。

　が──次の瞬しゆん間かん、小こ走ばしりにこちらに向かって駆け寄ってくるではないか。

　傘も差さずに濡ぬれ鼠ねずみとなっていた相手の姿すがたを見て、男はシッシと追い払うように手を振り、

「悪いな、ここは一人ぐらいしか入れな……」

　と、言いかけて──動きが止まる。

　小こ走ばしりに駆かけ寄ってきた人ひと影かげが、目もく前ぜんで止まる事なく、そのまま自分の体にぶつかってきたからだ。

　ぶつかった瞬しゆん間かん、相手の体が背中に突き抜けたような錯さつ覚かくを受ける。

　そう錯覚した理由は、痛み。

　体の中心に深く突き抜ける、鋭く重い痛みだった。

「あ……？」

　今までに体験した事の無い痛みだった。

　それ故ゆえに、悲鳴が遅れた。

　どう反応してよいのか、全身の神しん経けいが一いつ瞬しゆんだけ混乱する。

　まるで、その痛みの根こん元げんである事実を拒きよ絶ぜつするかのように。




　自分の腹ふく部ぶに視線を落とし、ようやく痛みの原因を突き止めた男の理り性せいが悲鳴をあげようとしたのだが、それすらも叶かなわない。

　一瞬早く男の腹部から引き抜かれた銀ぎん色いろの棒ぼう状じようが、自分の喉のどに向かって来たのだから。




　自分の喉に何かが突き抜ける違い和わ感かん。

　そして、違和感の小ささに反はん比ぴ例れいする絶ぜつ大だいな痛み。

　喉に染しみ渡る痛みは瞬しゆん時じに周辺の感覚を覆おおい隠かくし、それ故に、またも男は気付くのが遅れてしまう事となった。

　内部に溢あふれ出た血が、気き道どうから肺へと侵しん入にゆうしていくという絶ぜつ望ぼう的てきな事実に。

「……ッ」

　悲鳴すら上げられなくなった男は、空から逃げるように地面に崩くずれ落ち、そのままジタバタと藻も搔がき始める。

　まるで雨に溺おぼれているかのような滑こつ稽けいな姿すがただったが、彼の姿を見下ろしていた『加か害がい者しや』にとっては、背中に虫ピンを刺されて必ひつ死しに蠢うごめく昆こん虫ちゆうのように見えたのかもしれない。

　そして、その手足すらも全て地面に縫ぬいつけるかのような勢いで──

　片かた膝ひざをつき、血と雨に濡ぬれた凶きよう器き──アイスピックを思い切り振り下ろした。

　何なん度ども、何度も

　何度も　何度も　何度も

　何度も　何度も　何度も　　　　　　何度も　　　　何度も　何度も　　　何度も　何度も何度も　　　何度も　何度も　　何度も　　何度も　　何度も　　　　何度も　　　　　　　　何度も　　　　何度も　　　何度も　　何度も　　何度も　　　　何度も　　何度も　　何度も　　　　何度も　　何度も　　　　何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度もグサ　グサ　グサ　グサ　グサ　グサ　グサ　グサ　グサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサグサクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクザク　ザク　ザク　ザク　ザク　ザク




　そんな無む機き質しつで些さ細さいな破は壊かい音おんも、雨あま音おとは平等に消し去った。

　空は地上の惨さん劇げきの事情など見下ろす事すらせず、ただ、淡たん々たんと雨を降り注そそがせる。

　血も死し臭しゆうも、殺さつ人じん鬼きの殺意すらも、雨はただ平等に押し流す。




　ザアザア　ザアザア

　やがて──シトシト




　弱まった雨の中に遺のこされたのは、絶ぜつ命めいした男の体だった。

　その全身には、アイスピックによって穿うがたれた穴が広がっていた。

　疵きず同どう士しが繫つながってより大きな疵となり、死体の大部分を無む残ざんなミンチへと変えている。




　それはまるで、銃じゆうの威い力りよくを知らない者が見れば軽けい機き関かん銃じゆうで執しつ拗ように撃うたれたようにも受け取られ──ゴシップ好きの新聞は、その様よう子すをギャングの間で流行していた短たん機関銃の名めい称しようになぞらえ、謎なぞのままとなった加か害がい者しやに名前を付ける。




『アイスピック・トンプソン』




　それが──この年としＮＹに現れ、ＮＹ市民を恐きよう怖ふに陥おとしいれた、連続殺さつ人じん鬼きの俗ぞく称しようだった。







[image: 第一章　記者は自分の人生に事件を求めない]






















ＮＹ　ウォール街　某ぼうビル３Ｆ




「それにしても、アイスピック・トンプソンたぁな。巫ふ山ざ戯けた名前が流は行やっちまったもんだ。最初に書いたのはどこの新聞社だ？」

「ＤＤだとよ」

「デイリーデイズか……。あそこは弱小の癖くせして、こういうゴシップネタにだけは強いからな」

「違いねえ」

「つーか、先週ので四人目だろ？　そろそろ切り裂さきジャックに並ぶか？」

「並ばれても困る」

「警察はなんて？」

「手がかり無し、だとよ」

　昼ひる飯めし時どきのとある新聞社オフィス。

　書類や写真、原げん稿こう用紙の山に囲まれた男達が数人、休きゆう憩けいがてらに事件に関する会話を続けている。かといって彼らは休憩時間というわけではなく、他の記者達たちは仕事を終えた時が昼ひる飯めし時どきとばかりにせわしなく資料の山や電話と格かく闘とうしている最さい中ちゆうだった。

　つまり、彼らは記者の中でもとりわけ暇ひまな時を持て余している集団だったのだが──

　そのだらけた空気を引き裂さく為ために、事務所の奥からやってきた上じよう司しが声をあげる。

「お前ら、自分の担たん当とう以外の仕事の話をしてるたあ随ずい分ぶん余よ裕ゆうじゃねえか」

　軽い感じだが冷たさも含んだ言葉に、記者達は慌あわてて口を噤つぐみ──一いつ瞬しゆんの間をおいて、誤ご魔ま化かすように言葉を返した。

「だ、だってねえ、部長。しょうがないじゃないすか。担当のレスターがあんな調子じゃ……」

「他人の愚ぐ痴ち言う前にとっとと自分の仕事しろ。そっちをきっちりこなしたらお前らもあの糞くそ下らない殺さつ人じん鬼き様さまとデートさせてやる」

　そう言いながら笑顔を浮かべる編へん集しゆう部長。50歳さいを超えているが、体つきはガッシリとしており、年ねん季きの入った風ふう格かくのようなものを漂わせている。

　だが、その独どく特とくな笑えみが口くち元もとだけのものであると気付き──記者件けん編集部員達たちは我われ先さきにと部屋から出て行った。

　編集部ぶ長ちようはヤレヤレと溜ため息いきをつきながら事務所内ないを振り返り、雑ざつ多たな環かん境きようの中で一人の男に目を向ける。

　そして、その若い記者の前まで歩み寄り、肩に手を置きながら声をかけた。

「どうしたレスター。取しゆ材ざいにいかなくていいのか？」

　その重みのある声に、レスターと呼ばれた男はビクリと肩を震わせる。

　年の頃はまだ20代の半なかばと思われた。

　ブロンドの髪かみの男は静かに呼吸を整え、背後に立つ上司を睨ねめ上げる。

「……脅おどかさないで下さい。ただでさえここ数日、神しん経けいをすり減らしてるんですから」

「そうは言うがな。用心深ぶかいお前が一番適てき任にんだと思ったんだが──」

「用心してますよ。だから事件の真相にも迫れない」

　溜息をつきながら、『アイスピック・トンプソン』の担当となった記者は首を振る。

「大体、こんな事件……この不ふ況きようで頭がどうにかなっちまった奴やつの犯罪ですよ。解わかってる事といえば、凶きよう器きは恐らくアイスピックのようなもの、そして財さい布ふが取られていないから金目当てじゃない……これだけ。たったこれだけですよ！　これじゃ取材も何もあったものじゃない」

「調べる事はいくらでもあるだろう。被ひ害がい者しやの家族を当たるとか、何か被害者同どう士しに繫つながりがあるんじゃないかとかよ」

「一ひと通とおりは調べましたけどね。その程てい度どじゃ記事にもして貰もらえないじゃないですか」

「仕方ないだろう。せっかくアメリカが金メダルの快かい進しん撃げきをしてるんだ。景けい気きの悪い記事ばかり連れん日じつ書くわけにもいかないだろう。もっとも、ゴシップ誌の連れん中ちゆうは毎日のように新しいでっち上げを載のせてるがね。おかげで殺さつ人じん鬼きの名付け親はＤＤの連れん中ちゆうに取られちまったが」

　上じよう司しは静かに笑いながら、レスターの横の空くう席せきに腰を掛ける。

「正直、うちの新聞の購こう買ばい層そうなら、今はオリンピックの結果を書いた方が売れる。せいぜいお前は、その後に事件の経けい過かを纏まとめて連れん載さい記事にでもしてくれればいいのさ。それまでに犯人が捕まっててくれれば安心して靴くつ屋やに行けるがね」

　部長の言う靴屋というのは、闇やみ酒さか場ばの事だとレスターは知っている。

　靴屋の地下にまで闇酒場ができている時代である。不ふ況きようのピークに達しつつある現在では、本ほん業ぎようの収入では追いつかずに密みつ造ぞう酒しゆに手を出す者が後を絶たなかった。

　更さらに、レスターは知っている。

　被ひ害がい者しやは全て、闇酒場に向かう時やその帰り道、路ろ地じ裏うらで一人になった所を狙ねらわれて殺されたのだという事を。

　それは事実として新聞でもラジオでも報じられているのだが、人々の多くは、それでも闇酒場に通う事を止めなかった。

　レスターはそんな事を上司と語りたいわけではないので、黙だまって話を聞き続ける。

「そもそもレスター、この殺人鬼の事を追いたいって言ったのは、他の誰だれでもない……お前だろう？　お前がこの手の取しゆ材ざいに手を挙げるなんて思ってなかったから正直驚おどろいたもんだが。なんなら今からでも誰かと変わるか？」

「……すいません。それは続けます。続けさせて下さい。進しん展てんが得られないもどかしさがありました。二度と愚ぐ痴ちは吐きません」

「いや、愚痴ならいくらでも吐け。そもそも警察自じ体たいに進展が無いんだから仕方ない」

　編へん集しゆう部長は腕を組みながらレスターを見み据すえ、一つの提案を持ちかけた。

「なあ、レスター。警察と街の路地裏を往おう復ふくするついでと言っちゃなんだが、もう一つ記事を担当してみる気はないか？」

「……」

「お前も面白く無いんだろ？　この殺人鬼のゴシップに関しちゃ、カールの奴やつに出し抜かれっぱなしだもんな」

「……奴の話は止めて下さい」

　カール。

　その名前を出されて、レスターは露ろ骨こつに表情を曇くもらせた。

「あいつはうちを飛び出してＤＤみたいな小さい所に移った負まけ犬いぬですよ。どうして俺おれがあんな奴の事を……」

「だが、そのカール・ディグニスこそが『アイスピック・トンプソン』の名付け親だ。ちょっとした歴史の文ぶん献けんに名前を遺のこす事になるかもな」

「……」

「それに、奴やつは不ふ始し末まつをしでかして飛び出したわけじゃない。確か娘むすめさんが病気か何かで、その関係でＤＤに移い籍せきしただけだからな。まあ詳しい事は俺おれも知らんが、少なくとも、奴が負まけ犬いぬと呼ばれる正式な謂いわれはないだろう」

　随ずい分ぶんと相手の肩を持つ編へん集しゆう部長に、レスターは不満げに何か言おうとしたが、それを抑えるように、部長は言葉を紡つむぎ出す。

　力強く、そして穏おだやかに。

「だがな、レスター。そもそもこんな事は勝ち負けだのなんだの言う事じゃあない、ってのは置いといてよ……このまま、お前自じ身しんが負犬になって過ごすつもりも無いんだろう？　だからお前は、この殺さつ人じん鬼きの記事担たん当とうに手をあげたんじゃないのか？」

「……」

　黙だまり込むレスターに、それ以上檄げきを飛ばすような事はせず──部長はゆらりと立ち上がり、レスターに新たな仕事を与える事にしたようだ。

「テーマは街の路ろ地じ裏うらに溢あふれ出す若者達だ。最近、ギャングとまでは言わないが、愚ぐ連れん隊たいみたいな連れん中ちゆうが増えてるのは知ってるだろう？　この大だい不ふ況きようを迎えて、街の表と裏の狭はざ間まにいる少年少女が何を思い、何を憂うれうのか。今後の社会を背負って立つ連中が、この先の見えない不況の中で何を考えてるのか──そんなことを記事に組もうって話になってな……とりあえず、こいつの所にでも取しゆ材ざいに行ってこい」

　部長はレスターの肩をポンと叩たたいた後、懐ふところから一枚のメモを取りだした。

　そこにはいくつかの住所が走り書きされており、どうやらその『少年少女』のたまり場を表しているようだった。

「なに、多た少しようやんちゃとはいえ、ガキはガキだ。過か大だい評ひよう価かも過か小しよう評価も無む用ようだが──」




「殺人鬼に比べれば、話しやすいだろう？」





⇔






夕刻　ＮＹ某ぼう所しよ




　──面白くない。

　レスターは、仏ぶつ頂ちよう面づらをしながら表おもて通どおりを歩いていた。

　──くそ、なんであそこでカールの名前が出てくるんだ。

　数時間前の上じよう司しとの会話を思い出しながら、レスターは歯を無意識の内にギチリと鳴らす。

　カールとは、数年前まで同じ職場で働いていた新しん聞ぶん記者だ。

　向こうの方が５年程ほど先せん輩ぱいに当たり、レスターにとっては目もく標ひようであり、憧あこがれでもあった。

　だが、仕事を続ければ続ける程ほど、相手との明確な差──経験では埋められない何かの差を明確に感じ取り、徐じよ々じよにそれは疎うとましさに変わっていく。

　自分は、何をしても追いつけないのだ。

　そう思ったレスターは、それが間違いであると証しよう明めいするために躍やつ起きになって仕事に励はげんだが──結果は惨ざん敗ぱい。何もかもが裏うら目めに出る結果となった。

　かつてレスターは、上じよう司しに『お前は記者として自分の命を大事にしすぎる』と言われた事がある。記事を持ち帰る時には身の安全を何よりも考えねばならないのだが、レスターの場合は、例え特とくダネを得るためだろうと、欠片かけらも身を危険に晒さらす事を良しとしない。

　無む論ろん、記者が命知らずの集団というわけではない。ただ、レスターの場合は慎しん重ちよう過すぎるきらいが確かにあった。記者としてだけではなく、生き方そのものにその傾向があると言える。

　──記事の為ために命を懸かける、か。

　──俺おれにはそんな連れん中ちゆうの気がしれない。

　──俺達は事件を追う側だ。自分が被ひ害がい者しやになって、他人にネタを渡すなんてのは恥はじだ。

　──やっぱり基本は……世の中は自分が全すべてだろう。

　──一万の命があれば、そこにはそれぞれの自分って奴やつがあって、みんなその為に生きてる筈はずだ。

　──……いや、カールの奴は違ったかな。

　──娘むすめが病気だとかで、それを治す金を稼かせぐ為に無む茶ちやをやってたって話だが……。なんの事はない。奴は自分の命を病気の家族と共きよう有ゆうしてただけだ。女によう房ぼうの為って言いい訳わけを作って、あいつは危険な取しゆ材ざいも淡たん々たんとこなしてやがったな。

　一方で、レスター自身は記き事じ自体はそつなくこなしていたが、今ひとつという所で事件の真しん相そうまで踏み込めない記事を書く事が続いていた。もう一歩『踏み込んだ』取材ができないとして、社内では臆おく病びよう者ものと笑われた。

　そんな所をカールに窘たしなめられた事もあって、彼はますますカールに対する嫉しつ妬と心しんを膨ふくらませ、そして、そのわだかまりが解けぬまま現在に至る。

　──それにしても……路ろ地じ裏うらの少年少女、ねえ。

　──また厄やつ介かいな仕事を押しつけられたもんだ……。

　編へん集しゆう部長から渡されたメモには、幾いくつかの廃はい工場や闇やみ酒さか場ば、人のいなくなった教会や潰つぶれたホテルの場所などが記されている。

　更さらに、一人だけ人名が書かれており、『要よう注意』という注意書がきが添えられている。

　──『グラハム・スペクター』か……。

　──……聞いたこと無いな。

　路地裏にたむろす不ふ良りよう少年達の間では有名なのかもしれないが、所しよ詮せんは一いつ介かいのチンピラ未満。さして気に掛ける程の相手ではないだろう。

　──ああ、でもガキはガキで色々と厄やつ介かいだからな……。

　──糞くそ……こんな……なんのネタにもならなさそうな話を追ってる場合か？

　──俺おれは、あの忌いま々いましい殺さつ人じん鬼きを追わないと……。

　──そうだ、俺は……俺は臆おく病びよう者ものなんかじゃねえ。

　──カールより先にネタを摑つかんで、それを証しよう明めいして見せてやる。

　そんな事を考えながら歩いていると、レスターは自分の腕に冷たい刺し激げきが走った事に気が付いた。

「？」

　もしやと思って見上げると、今度は顔面に冷たい水すい滴てきが付着する。

　最初は徐じよ々じよに、そして激しく──水滴は勢いを増してレスターの体に襲おそい掛かる。

　この時間にしては空が暗すぎると気付いた時にはもう遅い。

　突とつ然ぜんの夕ゆう立だちはあっという間に街を包み込み、通りから瞬しゆん時じに人々を追いだした。

　──夕立、か。

　──……出るかもな『アイスピック・トンプソン』が……。

　『アイスピック・トンプソン』による死体が発見されるのは、きまって夕立の後だ。

　血も全すべて洗い流された状態で発見されるため、その傷きず痕あとがより一いつ層そう生なま々なましく見える、というのが特とく徴ちようの一つだった筈はずだ。

　──一人で歩いてたら……俺も、被ひ害がい者しや候こう補ほの一人ってわけか。

　そう思いながら背せ筋すじを震わせたが──それでも彼は足を止めず、自分の思うままに歩を進める事にした。

　傘かさも差さず、ズブ濡ぬれになりながら、小こ走ばしりで暗い路ろ地じを駆かけ抜ける。

　その先に、何も無い事を信じていたのだが──

　駆け出してから暫しばし後、彼の予想は、あっさりと裏切られる事となった。




　目的に向かって狭い路地を曲がり、周りから人の気け配はいが薄らいだ次の角に差し掛かった時、彼は一つの人ひと影かげを見つける。




　そして──命を惜おしむ新しん聞ぶん記者は、殺人鬼と出会う結果となった。
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　新しん聞ぶん記者が殺さつ人じん鬼きと出会っているのと同どう時刻──

　一人の少年が、橋の上で小さな溜ため息いきをついた。

　ＮＹを代表する橋の一つ、ブルックリン橋。

　全長は１８００メートルを超え、一いち時期は世界最さい長ちようの長さを誇ったと言われている。

　橋は二に層そう構こう造ぞうとなっており、広い車しや道どうの上に、歩ほ行こう者しやと自転車用ようの道路が屋根のように覆おおい被かぶさっていた。

　覆い被さっている、と言っても歩ほ道どうの幅の方が遙かに狭く、後は鉄てつ骨こつの骨ほね組ぐみが横に張り出している状態である。

　鋼こう鉄てつ製せいのワイヤーによって吊つり下げられたこの橋は、自由の女め神がみが見える事も重なり、ＮＹの名所として人々に愛され続けていた。

　と──そんな橋の上に、世界から愛されないと思っている存在が一人佇たたずんでいた。

　それが、先せん刻こく溜息をついていた少年なのだが──降りしきる豪ごう雨うの中、橋を歩く人々は誰だれも少年の存在に気付かない。

　なにしろ彼は、普ふ段だん歩ほ行こう者しやが足を踏み出さない場所に佇たたずんでいたからだ。

　柵さくを越え、屋根代がわりの鉄てつ骨こつの上を橋の外に向かって歩んだ場所──

　早い話が、橋の縁へりの部分、吊つり橋の端はしから、ワイヤーを摑つかんで下を見下ろしている。

　橋の下は、川に差し掛かるまでは地面が続いている。それでも高さは煉れん瓦が造づくりのアパートなどを軽く超え、少し離れた場所を走る車がまるでミニカーのように感じられる。

　少年は、そんな状況で、ただ橋の下を見つめていた。

　年はまだ15にも満たないだろうか。どこか幼さすら感じさせる顔立ちの少年は、目の下にクマを作り、雨の幕まく越ごしに広こう大だいな景色けしきを目の前にしても、視線はただ、下に落ちる。

　少年は──早い話が、死ぬつもりだった。

　この高さから飛び降りれば、まず間違い無く死ぬ。少年はそう確信していた。

　川の部分ならばまだしも、下は硬い地面だ。この橋より低い位置に見えるアパートの屋上から飛び降りても死ぬ可能性が高いのだから、ここから飛び降りればより確実だ。少年は、ただなんとなくそう考える。

　即そく死しはしないかもしれないが、ただでさえこの下は人ひと通どおりの少ない場所だ。呻うめき声も豪ごう雨うが隠かくしてしまうだろう。

　それは苦しんで死ぬ事を意味していたが、少年はそれすらも覚かく悟ごして死のうとしていた。

　身を投げ出す。それだけだ。

　足を踏み出す。それだけだ。

　背後に握るワイヤーから手を離す。それだけでいいかもしれない。

　空を落ちるというのはどのような感覚なのだろう。少年がこれまでに飛び降りたのは、家の近所に生はえていた木ぐらいのものだ。その時ですら全身を打ち付けて痛い思いをしたのだから、ここからならば痛みを感じる暇ひますら無いかもしれない。

　少年はそんな事を思いながら、頭の中に浮かんだ木き登のぼりの記き憶おくを思い出し、無む表情だった顔を僅わずかに歪ゆがませた。

　それは悲しみというよりも、どこか悔くやしさの混じった表情。

　少年は泣くのが辛つらいのか、堪こらえるように唇くちびるを嚙かみしめると、いよいよ地面に意識を集中し始めた。

　そして、同時に少年は考える。

　──今、俺おれは何分ぐらいこうしていたんだろう。

　橋の柵を乗り越えてから暫しばらく経たつ。だが、誰だれも自分には気付かない。

　あるいは、気付いても特に気にかけなかったのかもしれないが。

　落ちた後とて、自分の死に対し、どれだけの人間が目を向けるだろう。

　この不ふ況きようで自殺者しやは後を絶たない。ましてや事故とも自殺ともつかない死に方では、新しん聞ぶん記事になるかどうかも怪あやしい所だ。

　──俺おれが、消える。

　──ああ、そうか。俺は死ぬんじゃなくて、消えるのか。

　誰だれも自分の死を悲しむ者はいない。友人もいない。家族もいない。

　一いつ瞬しゆん、『ただ消えるだけならば、生きるも死ぬも変わりないのではないか？』と考えたが、それは臆おく病びよう者ものの言いい訳わけなのだろうと考えた。

　かといって、自殺が勇ゆう敢かんな行動とも思えない。考えようによっては、今いま自分がやろうとしている事こそが臆病者の逃とう走そうと言えるだろう。

　──でもまあ、どっちでもいいか。

　どうせ自分は死ぬのだ。今更勇敢だの臆病だの、他人からの評ひよう価かを気にしても仕方がない。

　そう思いながら、更に意識を集中させる。

　──地面に生はえる草の一本まで見分けられそうだ。

　そのまま、自分が地面と一体化するような感覚に囚とらわれ始める。

　地面に吸い込まれそうだ。

　いや、実際にこれから吸い込まれるのだ。

　周囲から一切の音が消え、ただ一つ、自分の世界が生まれたような気がする。

　──ああ、そうだ。俺は一人だ。

　──やっと、本当に一人になるんだ。

　そして、地面と融ゆう合ごうして地球と自分を結びつけようとした刹せつ那な──

「やあ」

　彼だけの筈はずだった世界に、あまりにも唐とう突とつで、あまりにも不ぶ躾しつけな客が現れた。

「何やってるのさ。そんなとこで。気付いてないと大変だから一応言っておくけれど……その、危ないよ？　そこ？」

　その声は、土足で少年の世界を踏み荒らす。

　少年は、余りにも近い位置から聞こえた声に、最初は幻げん聴ちようかと思った。

　だが、その声の方を振り向き──それが幻聴でも何でもないことを確かく認にんする。

　自分の真ま横よこ──

　ほんの一メートル程ほど離れた場所、当然ながら同じ橋の縁へりに、一人の男が傘かさも差さずに立っていた。

「落ちるとまず死ぬかな。もしも君がポパイやターザンぐらい頑がん丈じようだっていうのなら解わからないけれど、それでも痛いと思うから、その、なんていうのかな、止めた方がいいんじゃない？」

　余りにも緊きん張ちよう感かんの無い声なので気が付かなかったが、どうやら自分を止めようとしているらしい。

　それに気付いた少年は、一いつ瞬しゆん頭の中が真まっ白しろになったが──

　すぐに気を取り直し、拒きよ絶ぜつするように一ひと言こと告げた。

「く、来るな！」

「来るなもなにも、俺おれの方が先にここにいたんだけど」

「!?」

　男の言葉に、少年は少なからず動どう揺ようする。

　確かに自分はここに来た時とき一人だった筈はずだが、周りの人間が自分に気付かなかったのではなく、自分こそが周りに意識を向けていなかったのだろうかと。

「そんな……噓うそだ」

　すると、男は爽さわやかな笑顔で頷うなずいた。

「うん、噓。本当は今いま来たとこ」

「……」

　あまりと言えばあまりな言葉に、少年は暫しばし口をぱくつかせる。

　そんな少年を見て、男はニコリと笑いながら──

「面白かった？」

　と、悪戯いたずら小こ僧ぞうのように首を傾かしげて来た。

「だ、誰だれだよ、お前」

「誰かと聞かれれば、通りすがりの……うん、この場合なんて名乗れば面白いかな……通りすがりのドンファンとでも名乗ってみるべきかな？　どう思う？」

　怒るべきなのかどうかも解わからず、少年は目の前の男を観察する。

　服装は、今いま時どきの若者が纏まとう私し服ふくで、特に目立った点は無い。

　年は自分よりも５歳さいから10歳ほど上だろう。美び形けいというわけでも不ぶ細さい工くというわけでもなく、極ごく々ごく普通の顔立ちをした男だったが、特とく徴ちよう的な事が一つだけあった。

　男は、笑っていたのだ。

　少年と同じ橋の端はし。一歩足あしを踏み外せば自分も死ぬ状況。

　それにも関わらず、男の顔には満まん面めんの笑えみが広がっている。

　──なんだ……こいつ。

　目の前に現れたあまりにも唐とう突とつな特とく異い点に、少年は暫し目を瞬またたかせ──何か言い返さなくてはと言葉を探し、ようやく思いついた事を口にする。

「……そこ、危ないよ」

「……言われてみればその通りだね」

　おやおやと自じ虐ぎやく的てきに呟つぶやき、笑顔は崩くずさぬまま、男は少しだけ真ま面じ目めな声を出す。

「で、君はこんなにも危ない所で何をしてるのかな？」

「……」

「眺ながめのいい特等席せきって見方もあるけど、俺の長年生いきてきた知識から判はん断だんすると──どうやら君は、これから自殺する所なのかい？」

「……そうだよ」

　毒どつ気けを抜かれたようになりながらも、少年は静かに言葉を返す。

　なんなのだこの男は。

　少し不ふ思し議ぎな感覚に囚とらわれながらも、少年は淡たん々たんと口を開き続ける。

　無む視ししてとっとと飛び降りなかったのは、僅わずかながら横に立つ男に興きよう味みを持ってしまったからだろうか。

「言っておくけど、止めても無む駄だだよ」

「どうして？」

「止められた所で、俺おれは死ぬのをやめるつもりは無いんだから」

　気付けば、雨あま音おとは先せん刻こくよりも幾いく分ぶん弱まっており、思ったよりもクリアに会話が成立している。

　少年は最後に言葉を交わす人間がいてもいいだろうと判はん断だんし、少しばかり相手の話に付き合う事にしたようだ。

　だが──笑顔の男から返ってきたのは、少年にとって少し意い外がいな言葉だった。

「そっか。でも、それって無駄とは限らないよね」

「えッ……？」

「ここで君を止められずに失敗したとしても、それは確かな経験となって、次に自殺しようとしてる人に話しかけた時に役立つかもしれない。あるいは、俺はそうは思わないけれど……結局救すくえなかったけれど、自殺しようとする人を止めようとした、っていうのを、ちょっとした自じ己こ満まん足ぞくに受け取る人もいるだろうし、そう受け取らないで落ち込む人は、それはそれで人生の一つの経験になるわけだしね。まあ、無駄になるかどうかは、少なくともこれから死のうとしてる君が心配する事じゃないんじゃないかな？」

　後ろ手にワイヤーを摑つかみながらビヨンビヨンと身を乗り出す笑顔の男。

　手が滑すべればあっという間に地上に向けて真まっ逆さかさまだというのに、この男は一いつ体たい何を考えているのだろうか。

　少年は訝いぶかしげにその様よう子すを見つめていたが、笑顔の男は不ふ意いに動きを止め──

「まあ、でも、君を止めるかどうかはこれから決めるんだけどね？」

　と、一ひと言こと漏もらす。

「えッ……？」

「ああ、いや、単純な話っていうか、疑問なんだけどさ……君のその、なんで死ぬのかは聞かないけれど……」

「けれど？」

　──おかしな男だ。

　──こういう場合、何よりも死ぬ理由を聞くものではないんだろうか。

　──別に、聞いて欲しいわけでもないから……どうでもいいか。

　そう思った瞬しゆん間かん、男は静かに言葉の続きを吐き出した。

「死ぬと、幸せになれるのかい？」

「……」

　もしも、普通に自殺を止めに来た人間がそんな事を言ったのならば──少年は鼻で笑っていた事だろう。そんな言葉で死を覚かく悟ごした者を止められるものかと思っていた事だろう。

　だが──少年は、そうは思えなかった。

　その言葉が、完全な笑顔と共に語られていたからだ。

　皮ひ肉にくでもなんでもない、子供のような純じゆん粋すいな笑顔。

　それはまるで、諫いさめるというよりも、純粋に期待しているような声だった。

　幼い子供が純粋な気持ちで「本当に良い子にしてるとサンタクロースが来るの!?」とでもいうかのような、そんなニュアンスを含んだ『問いかけ』だった。

「ねえ、どんな風ふうに幸せになるのかな。やっぱりあれ？　死んだら天国に行けると思ってるのかな？　いや、それなら自殺ってのもおかしいか。無意味な自殺を否定する宗しゆう教きようは多いしね。それとも、完全な無になるのが待ち遠しいとかそういうアレなのかな？」

　ペラペラと無責任な事を言い続ける男に、少年は苛いら立だちを覚えながら言葉を返す。

「なれるわけ……ないだろ」

「え？」

「俺おれなんかが……死んで……幸せになれるわけないだろ」

　すると、笑顔の男はなるほど、と一度頷うなずいた後、淡たん々たんとした調子で口を開いた。

「そっか、じゃあ君が死ぬのを止める事にするよ」

「あんたが何を言ってるのかさっぱり解わからないけれど、放っておいてくれよ」

「放っておけば君が幸せになるっていうなら、喜んでそうするけど」

　やはり笑顔を崩くずさない男に、少年は呆あきれながら呟つぶやいた。

「……何かの宗教の人？　それとも麻ま薬やくでもキメてるのかい？」

「それって宗教の人に物もの凄すごく失礼じゃない？」

「……なんで、俺なんかが死ぬのを止めるんだよ」

「可哀かわい想そうだから」

「なッ……！」

　あっさりと紡つむがれた言葉に、少年は怒りを覚えて男の顔を睨にらみ付ける。

　──何が可哀想だ。結局哀あわれみかよ！

　激げき情じようが沸わき上がり、死ぬ前にせめてこの男に罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴びせようとしたのだが──

　それを潰つぶすような形で、笑顔の男が声をあげた。

「説せつ教きよう臭くさい事を言うみたいだけどさ、この下の道路とか公園とか、そういうのも誰だれかが誰かを笑わせる為ために作ったんだと思うよ。例えば子供達を笑わせたいから、あるいはお金の為に働いて自分自じ身しんや家族を笑わせる為とか。それをね、中ちゆう途と半はん端ぱな理由で血ち塗まみれにしたら可哀かわい想そうだ」

「えッ……？」

　──可哀想って……俺おれじゃなくて？
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「それとね、もしも下に人がいて、その人に当たったりしたらその人が可哀想だろ？　それで君が死んだらケガをしたり巻き込まれて死んだ人の遺い族ぞくは誰だれに怒りを向ければいいのかって話になるじゃない。君からすれば、これから死ぬんだから遺のこされる人達の事は気にしてないのかもしれないけど」

「……」

　黙だまり込む少年に気付き、笑顔の男は不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげる。

「あれ、どうしたの、キョトンとしちゃって」

「……うるさい」

「ははーん。さては、自分が可哀想だと思われてると思ったのかな？　それとも、そんな他人よりも自分の方を可哀想だと思って欲しかったの？」

「……ッ！」

　図ず星ぼし。

　あまりにも的てき確かくだった男の言葉に、少年は自分が如い何かに恥はずかしく愚おろかな事を考えていたのかと自己嫌けん悪おに陥おちいり──同時に激しい怒りが湧わき起こる。

「お、お前……お前は一体なんなんだよ！　どうして……糞くそ！　お前が先に落ちろ！」

　泣きそうな顔をしながら叫ぶ少年に、男は元々の笑顔をさらに嬉うれしそうに緩ませる。

「ああ、やっと子供らしい事を言ってくれたね」

　そして、改めて眼がん下かに広がる風景を見ながら、男は淡たん々たんと言葉を紡つむぎ出す。

「いやね、知らないままっていうのもあれだからさ……君、この高さから飛び降りた事こと無いんだろうけど、痛いよ。この距離だと多分途と中ちゆうで意識を失うのも無む理りじゃないかな。首から落ちれば即そく死しだろうけど、落ちながら体勢を整えたりできないでしょ？　普通は頭が重いから頭から落ちるって言うけど、本当かどうか怪あやしいしねえ」

　──結局、どっちなんだ、こいつ。

　──俺おれを止めたいのか？　止めたくないのか？

　──糞、こんな奴やつのせいで、こんな奴のせいで死ぬのを……邪じや魔まされ……

　集中が途と切ぎれ、素すに戻りつつあった少年は、改めて下を見て全身に緊きん張ちようを走らせる。

　先刻までは死を覚かく悟ごしていたつもりだった。既すでに死んだような気持ちで心を閉ざしていた。

　だが、今こうして、誰だれかと会話した状態で下を見ると──

　──怖こわい。

　足が竦すくむ。

　先せん刻こくまで感じなかった『死』への恐きよう怖ふがムクムクと湧き起こり、下した腹はらから背せ骨ぼねを突き上げる。

　少年は、その怖おそれから目を逸そらす為ために、強がりの言葉を隣となりの男に投げかけた。

「……お前だって、落ちたことは無いんだろ。なんでそんな事が解るんだよ」

　明らかに年上の人間に対して無ぶ礼れいな言葉だとは思ったが、少年はもはやそんなことを気にしている様よう子すは見られない。ただ、目の前の相手を人間として打ち負かしてやろうと思う。

　そんな思いで皮ひ肉にくを言い返したつもりだったのだが──

「あるよ？」

　と、男は余りにもあっさりと答えを返す。

「何度かあるけど、あれはやっぱりね、やるもんじゃないよ。俺はもう慣れたけどさ」

「お前……何を言って……」

　冗じよう談だんにも程ほどがある。

　少年は再び心に怒りの炎ほのおを灯ともそうとしたのだが──

「そうだ！　試しに俺が今いま落ちてみるからさ、見ててみなって！　どんだけ酷ひどい事になるか、それを見てからでも遅くないだろ？　……よし、今なら下に人はいないな」

「え？」

　と、尋たずね返した時には──既すでに遅かった。

「てやー」

　男は気の抜けるような叫びと共にワイヤーから手を離し、勢いよく橋の下へとダイブする。

「なッ……」

　水泳の飛び込み競技のように、軽やかに、迷い無く──

　そして──頭から。

　想そう像ぞう以上に長く落ち続ける。

　ぼんやりとそんな感想を抱いてしまった少年の眼がん下かで、男は赤い花はな火びを散らせて飛び散った。





⇔






　──ああ、あああああああああああああああああああああああ。

　──どうして、どうして！

　──そんなつもりじゃ……そんなつもりじゃなかったのに！

　少年は慌あわてて橋の歩ほ道どうに戻ると、そのまま橋の入口まで駆かけ戻る。

　そして、大だい分ぶ遠とお回まわりとなる道を辿たどって、男が落ちた場所へと向かってガムシャラに走った。

　あの血の飛び散りようでは生きている筈はずはない。ないのだが──それでも、少年は走る事を止めない。

　──いやだ、いやだ。

　──俺おれのせいで、死ぬ、死、死ぬなんて。

　息を切らせながらその場所にたどり着く。

　人ひと気けのない路ろ地じ。ただそこに、よこたわる男の屍しかばねだけが見えた。

「いや……いやだ」

　悲鳴のように呟つぶやきながら、少年はその死体に駆け寄り──周りに飛び散っていた血が無くなっている事に気が付いた。

　恐らく雨で流れたのだろうという事で納なつ得とくし、少年は男の体を確かく認にんする。

　腕が千ち切ぎれたり目め玉だまや脳のう漿しようが飛び出したりしていないことを確認し、一いち抹まつの望みを持って男の体を揺さぶった。

　もしかしたらまだ生きているかもしれないという、自分でも馬鹿げていると思う望みに縋すがりながら。

　もっとも、激しく揺さぶるのは怪け我が人にんにとって逆ぎやく効果だったかもしれないが。

　それでも、少年は他に何も思いつかず、ただ綺き麗れいな骸むくろを揺さぶり続けた。

「しっかり……しっかりして！　だ、駄だ目めだ！　死んじゃ……死んじゃだめだ！」

　すると──




　男はパチリと目を開き、少年を見て先せん刻こくと同じ顔で笑う。




「やあ」

「うわぁッ!?」

　あまりと言えばあまりの事に、少年は驚いて全身を硬こう直ちよくさせる。

　そんな少年に対し──男はゆっくりと起きあがり、首をコキリと鳴らして口を開いた。

「君はあれだ、良い子だね。会ったばかりで、しかも君の事を苛いらつかせちゃった俺おれなんかの為ために……自分が死ぬのを後あと回まわしにして助けに来てくれたんだ」

「……あ……ああああ」

「それにね、本ほん気きで死にたがってるなら、一いち々いちあんなに俺の会話の相手なんかしてくれないって。うん、やっぱり君はまだ生きてた方がいいんじゃないかな？」

　どういう手て品じなを使ったのか。

　少年は驚きの余り声も出せずにいたのだが──

　そんな少年の緊きん張ちようをほぐすように、男は笑顔のまま、ゆっくりと少年に手を差し伸べた。

「俺はエルマー。エルマー・Ｃ・アルバトロス」




「ちょっとばかし不ふ死じ身みなんだ。よろしく！」







[image: 第三章　解体人は驚喜で凶器をクルクルと回す]






















夜　ＮＹ某ぼう所しよ　闇やみ酒さか場ば







　とある場所の地下に作られた、やや手て狭ぜまな印いん象しようを受ける闇酒場。

　電球の明かりが揺らめく店内で、隅すみの席に座る青年が口を開く。

「悲しい……悲しい話をしよう」

　それは、実に良く透すき通っていて、どうしようもなく陰いん鬱うつな声だった。

「今日きようは実にいい夜だ……注文した牛乳も適てき度どに冷えていて、俺おれの口と喉のどと胃いを白い幕で包んでくれる……そう、まるで、降り積もる雪のように、だ」

　年は二は十た歳ちに少し満たないといったところだろうか。青年は、ただただ悲しげな溜ため息いきを吐き続ける。

「いい夜……そう、いい夜なのにどうして悲しい話をしなくてはならない？　それが何よりも悲しくて仕方がない……。ならば黙だまれと言われそうだが……悲しい事にそれはできない。俺おれはこの悲しみを自分の内に止めておくことができないからだ。だからせめて、他者にこの悲しみを打ち明けて『俺の悲しみを知ってくれている仲間がいる』という気分になりたい。それは弱い弱い弱い人間としては極ごく自然な行為だろう……」

　そして──青年は、工場地ち下かの闇やみ酒さか場ばという場所に、ピッタリとも似に合あわないとも受け取れる外がい観かんをしていた。

　全身を包む真まっ青さおな作業服ふくは、男をなんらかの工こう員いんだと思わせる。

　だが、その青は通常の作業服ではありえない程ほどに鮮あざやかな青に彩いろどられ、町中を歩いたら目立つ事この上ない外観であると言えよう。

　そして、真に奇き妙みようだったのはその色ではなく、男が牛乳を飲みながら片手で弄もてあそんでいるものだった。

　ナットなどを締しめる時に使うモンキーレンチ。

　その名前だけを聞けば、作業員の男が持っていて当然と思おぼしき代しろ物ものだが──異常な点が三つあった。

　一つは、大きさ。

　決して大おお柄がらとは言えない男の手に握られている銀色の棒ぼう状じようは、どう見ても子供の腕よりも長く、工具というよりも中ちゆう世せいの戦せん士しが使っていたメイスといったフレーズがしっくりとくる。

　もう一つは、こんな場所でそれを弄いじりながら牛乳を飲むというアンバランスさ。

　そして、最後の一つは──

　レンチの表面が、赤くこびりついた血と錆さびによって浸しん食しよくされているという点だ。

　一いつ見けんすると、男は優やさ男おとこのように見えた。意い外がいと筋きん肉にくはがっちりしているが、艶つやのある金きん色いろの髪かみが前髪に垂れ、その下では寝ぼけているかのような半はん開びらきの目が浮かんでいるのが印いん象しよう的てきである。

　艶やかな髪と白い肌はだだけを見ていれば美び青年と言ってもいいかもしれないが、その瞳ひとみに湛たたえられた色はどこまでも淀よどんでおり、見る者を必ひつ要よう以上に不安な気持ちにさせた。

　もっとも──その瞬しゆん間かん、彼の瞳を見ていた者達は、そんな彼の外がい見けんに大だい分ぶ慣なれているのだが。

　中でも一番彼かれと会話経けい験けんの多い青年は、彼の正面に座ってオレンジジュースを飲みながら適当な相あい槌づちを打っている。

「ああ、そうっすねえ。人間は弱いですね。殺されたら死ぬなんて最さい弱じやくっすよ」

「そう……人間はどうしようもなく弱い。たとえ神と同じ万ばん能のうの力を得た所で、心の悲しみは止められない……。ならばどうしろと？　俺達は……俺達は……自ら流した涙で溺おぼれて死ぬしかないのか……」

　聞いている方の気が滅め入いってくるような事を言う男の言葉に、周りにいた仲間達はやれやれと溜ため息いきをついていたのだが────

　そんなテーブルに、乱らん入にゆう者しやが現れた。

「うるせえぞ、このガキ共どもが！　ここは手前てめえらみたいなお子様の来る所じゃねえ！」

　酔よっぱらった大おお男おとこが青年達たちの前までやってきて、手にした酒さか瓶びんを振り上げる。

　ガシャン、という音がして、テーブルに叩たたきつけられた空から瓶びんの欠片かけらが四し散さんする。

　黙だまり込む青年達。

「なんだぁ？　この程てい度どでビビってんのかぁ？　何を話してたのか知らねえが、壊こわれた俺おれの気分はどうしてくれるんだ？　ああ？」

　周りの反応を見て、男はますます強気になって『騒さわいでいた』という罪を殊こと更さらに責め立てる。

　確かに内容は聞いていて気持ちの良いものではなかったが、作業着ぎの男の声はそれなりにトーンが落とされ、周囲の雑ざつ談だんに溶け込む程度のものでしかなかった。

　それにわざわざ文もん句くを付けに来た男は、赤く酔った顔でいやらしい笑えみを浮かべると──

「こんな所で飲んでるってこたぁそれなりに金だって持って……」

　最後まで言えなかった。

　突然、男は自分が膝ひざから崩くずれ落ちている事に気が付いたからだ。

「あ、あん……？」

　何が起こったのかと思って足あし下もとを見ると──大男は、自分の足首が奇き妙みような方向を向いている事を確かく認にんできた。

　そして、その足首に巨きよ大だいなレンチの先が嚙みついているという事も。

「ひ、あ？」

　酒に酔って鈍くなっていた神しん経けいが、徐じよ々じよに足首からの痛みを伝え始める。

　同時にそれは恐きよう怖ふとなって、男の酔いを瞬しゆん時じに冷まし──

「悲しみに……悲しみに悲しみを上うわ塗ぬりされた俺はどうすればいい？　こんないい夜に、全すべてをぶち壊す酔っぱらいのカツアゲ野や郎ろうに絡まれるという事実を！　ああ、『いい夜』というのはたったこれだけで壊れる程ほどに脆もろいのか……どうなんだ？　待て待て、そもそも夜にいいも悪いもない、それを決めるのは所しよ詮せん弱い人間の感かん性せいなんだから弱くて当然……ああ……なんてこった……俺は……俺が弱いから素す敵てきな夜まで弱くなったッ！　つまり俺は！　夜を汚けがしてしまった！　畜ちく生しよう……畜生畜生畜生畜生ううううああああああああああぁぁぁぁぁぁぁあ」

　眼がん前ぜんに座る作業着の青年の言葉が、静かに、そして残ざん酷こくに、男の脳のう髄ずいに染しみこんでいった。

「や、やめ……」

　大男は、気付く。

　自分は今、決して絡んではいけない相手に絡みつき、絡みかえされてしまったのだと。

　周囲の青年達が黙だまったのは、自分に怖おそれを成したからではない。

　これから、何が起こるか知っていたからだという事を。

　そして、作業着の男はクルクルとレンチを勢いよく回し始め──

「ああああああああああああああああぁぁぁぁぁぁぁッ！」

「ぎゃああああああああああああああぁぁぁぁぁぁあッ！」

　酒場の中に、苛いら立だちと恐きよう怖ふの叫びが全く同時に響ひびき渡った。





⇔






数分後




「お待たせしました。カール……ＤＤ新聞社の、カール・ディグニスです」

　その男は、まだ若くも見えるが、やけに年ねん季きが感じられる男だった。

　威い風ふう堂どう々どうとしているようだが、それでいて周りに上う手まく溶け込んでいる。

　礼れい儀ぎ正しい銀行マンのエリートに、どこか庶しよ民みん臭くささを加えたような男だ。

「何か……あったのですかな？」

　カールと名乗った男は、そう言いながら少し離れた床に目を降ろす。

　そこには、両りよう手足の関かん節せつを全すべて外され、蛸たこのようにグニャリと崩くずれ落ちて呻うめいている大おお男おとこの姿すがたがあった。

　すると、青い作業着でクルクルとレンチを回している男──その前に座っていた普通の外がい見けんの青年が立ち上がり、握あく手しゆの為ための手を差し出してくる。

「あ、どうも、私がお電話を頂いたシャフトです。そこで寝てる人は体のあらゆる関節を机つくえの角にぶつけて呻いてるだけなので気にしないで下さい」

「なるほど」

　本当に納なつ得とくしたのかどうかは解わからないが、カールはさして気にせずに『こちら、宜よろしいですかな』と許きよ可かを取ってから隣となりの席に腰を下ろした。

「どうぞどうぞ。……で、ＤＤの新しん聞ぶん記者さんが、俺おれ達たちに聞きたい事っていうのはなんですか？」

「はい、実は……」

　言いかけた所で、それまで沈ちん黙もくしていた作業着の男が唐とう突とつに声を上げた。

「そうか……それは楽しい！　今日きようは最高に機き嫌げんがいいから、楽しい話をしよう！」

「え？」

「それにしても、たかが大男の関節を一人分解かい体たいするだけでこんなにも晴れやかな気持ちになるとは！　俺は確信した！　人間は強い！　無限に湧わき上がる悲しみの海を泳ぎ切る力を持っている。乗り越える船を造る知ち恵えと勇気を持っている……そう思わないか？」

「少なくともグラハムさんに知恵は……グフッ」

　腹にレンチを軽くつきこまれ、シャフトと名乗った男が静かに呻く。

「マジで勘かん弁べんして下さいよグラハムさん……！　つーか、結局さっきの『悲しい話』の内容ってなんだったんですか？　本ほん題だいに入る前に話が終わっちゃいましたけど」

「ああ、俺おれが牛乳のつまみとして注文したジャーキーがまだ来ないなって話だ」

「心しん底そこどうでもいい……！」

　そんな若者達らしいといえばらしい会話をしている青年達たちを眺ながめながら、カールと名乗った新しん聞ぶん記者は静かに目を細め、作業着の男を観察した。

　──グラハム・スペクター。

　ＮＹにいくつか存在する不ふ良りよう少年達のグループの一つを取り仕切り、ちょっとした顔かお役やくとなっている青年。

　一ひと筋すじ縄なわではいかない輩やからだと聞いている。

　ガンドール・ファミリーの拷ごう問もん吏り、チック・ジェファーソンに並ぶ異常者だとも聞いている。

　逆げき鱗りんに触れればただでは済まないという事にも聞き及び──

　隣となりから聞こえる大おお男おとこの呻うめき声と、その規き則そく正しく逆ぎやく方向に曲がった手足の関かん節せつを見て、それが単なる噂うわさではないのだという事も理解した。

　そして──

　それでも、いや、だからこそ、新聞記者カール・ディグニスは口を開く。

　一つの事実を彼かの者に伝え、そして、新たな言葉を聞き出す為ために。

「グラハム君……だったね」

「ああ。そういうあんたは、ＤＤの新聞記者さんなんだろ？　俺達に何が聞きたい？　楽しい話で良ければいくらでもしよう！　楽しい話ができるなんてそれだけで楽しいなあオイ！　その理り屈くつでいけば、人間は永えい遠えんに楽しみ続けられる永えい久きゆう機き関かんなんじゃないのか!?　凄すごいな……俺、なんだかワクワクしてきたよ」

　ハイテンションでベラベラと喋しやべり続ける男に対し──新聞記者は、ある種の決意を込めた表情で言葉の続きを吐き出した。

「これから君達に話を聞くにあたって、最初に伝えておかなければならない情報がある」

「？」

　青年達が、何事かとばかりにこちらを見る。

　新聞記者は静かに息を吸い込み──彼らに叩たたきつけるように、はっきりと言った。

「アイスピック・トンプソン……知ってるよね」

「ああ」

「端たん的てきに言うと……警察は──君きみ達たちを疑ってるらしい」

　シン……と、一いつ瞬しゆんにして場が凍り付く。

　詳しい事を説明しようと、カールが口を開いた瞬しゆん間かん、パシリ、というレンチを手で叩たたく音が聞こえてきた。

「なるほど」

　それまでハイテンションだった男は、スッと目を細めながら──

　自分達に向けられた疑いを否定するでも肯こう定ていするでもなく、ただ一ひと言こと、彼にとっての確実な事実だけを口にした。




「楽しくなってきたよ」
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　翌よく日じつ──

　一つの新聞社が、特とくダネとなる記事を叩たたき出した。

　どの情報源げんよりも早く、『アイスピック・トンプソン』の新しい事件を報じたのだ。

　更さらに言うなれば、その記事の生なま々なましさはまるで現場を見て来たかのようだと、街の人々にショックを与え、同時にその記事は話題を呼んだ。

　またもＤＤ新聞社の特ダネかと思われたのだが、実際は別の大おお手て新聞社だった。

　その新聞は、今まで大たい衆しゆう紙しとしてオリンピックの結果を一面で伝え続けていた大手なだけに、人々により強く事件の印いん象しようを叩き込む。

　記事を書いた人間はレスターという若わか手て記者で、彼の名前は即そく座ざに世せ間けんに広まっていく。




　本来ならば、『アイスピック・トンプソン』の名付け親であるカールと同じ様ようにグラハム・スペクターに会っていたかもしれない新聞記き者しやだが──彼が出会ったのは、一人の異常な殺さつ人じん鬼きだった。




　そして、この事件をきっかけとして──

　街は今、蠢うごめき始める。













幕間







　そいつは、雨と共に現れる。

　降り注そそぐ雨の音に紛まぎれて忍しのびより、

　人の体に針はりの雨を浴びせかける。

　ザアザア、ザクザク、ザアザア、ザクザク。

　人を殺しに、現れる。




　一人目の被ひ害がい者しやは、小さな闇やみ酒さか場ばの店てん主しゆ。

　二人目の被害者は、不ふ動どう産さん屋やの主あるじ。

　三人目の被害者は、現げん役えきの警官。

　四人目の被害者は、貸かし倉そう庫こ業ぎよう者しや。







　そして五人目の被害者は、夜な夜な裏うら路ろ地じに立つ娼しよう婦ふの一人。




　女性の被害者は最後の一人だけだった。

　にも関わらず、それは街に絶ぜつ大だいな衝しよう撃げきを与える結果となった。

　たった一度娼婦が被害者になっただけで、無責任な人々は『切り裂さきジャック』との関連を声こえ高たからかに叫びだし、切り裂きジャックの信しん仰こう者しやであるという説から、果ては「実はまだ生きていた本ほん物もののジャックが、アメリカ大陸にやってきた』などという説まで飛び出す始し末まつ。

　警察はそうした噂うわさを払ふつ拭しよくしようと躍やつ起きになるが、雨は多くの証しよう拠こを洗い流した。

　唯ゆい一いつの目もく撃げき証しよう言げんも、目撃者が新しん聞ぶん記者であるという事もあり、本当に目撃したのかどうかという所から疑われている状況だった。




　華はなやかなオリンピックの栄えい光こうと、煤すすけた大だい恐きよう慌こうの暗あん部ぶの狭はざ間まで、アメリカン・ゴシップを僅わずかに騒さわがせた凶きよう悪あくな殺さつ人じん鬼き。

『アイスピック・トンプソン』

　切り裂きジャックや、後のゾディアックのように警察に挑ちよう戦せん状じようを出したわけでもない。

　だが、その通り名で呼ばれる殺人鬼は確かに存在し、人々の中に様々な犯はん人にん像ぞうを生み出した。

　人々は彼、あるいは彼女の存在を恐れつつも、不ふ況きようを誤ご魔ま化かす為ための刺し激げきとして静かに世の中に浸しん透とうしていく。

　犯人が捕まる気け配はいはない。

　凶きよう行こうが止まる気配も見られない。
















　そして、この夏──




　死ぬ筈はずだった少年は不ふ死し身しやの怪かい物ぶつと出会い、

　死を恐れていた筈の新しん聞ぶん記者は、殺さつ人じん鬼きと出会った。







[image: 第四章　本屋の店主は無知な少年に警告する]






















午後　ＮＹ某ぼう古こ書しよ店てん




『アイスピック・トンプソン、五度目めの襲しゆう来らい！　犯人は異い様ように腕の長い怪かい人じんか』




　巨きよ大だいな文字でそんな見出しが書かれいてる新聞を枕まくらに、本屋の店てん主しゆは午後の気だるい空気の中でまどろんでいた。

　色いろ褪あせたアパートの合間にある古書店のカウンター内。

　眼鏡めがねも外さぬまま机つくえの上に伏せるように寝ており、口から僅わずかに流れた涎よだれが新聞に小さな染しみを作っている。

「ふが……」

　本屋の入り口が開く音に合わせて、店主はゆっくりと目を覚ます。

「おお、いかんいかん……！」

　意識を覚かく醒せいさせる為ために慌あわてて首を振る初しよ老ろうの男。

　そんな店てん主しゆに対して、店の中に入ってきた客──まだ15に満たないであろう少年が声をあげた。

「不用心だよ、おじさん」

「む……？　おお、マークか。すまねえなあ、どうにも最近、眠ねむ気けに勝てなくなってきたようでな……寝てる間に何が起こるか解わからんから、なるたけ気を付けちゃいるんだが。……それよりも、お前の方こそ大だい丈じよう夫ぶか？」

　そう言って、店主はマークと呼んだ少年の顔をまじまじと見る。

　目の下には大きなクマができており、顔の血けつ色しよくも良くはない。

　何日も寝ていないかのような生せい気きの薄い表情に、店主は心配そうに尋たずねかけた。

「どうしたんだ、何か体の調子が悪いのか？」

「いや、俺おれは大丈夫だよ……」

　少年はそう言って笑うが、その笑顔にもどことなく覇は気きが無い。

　店主はなおも気にかけるように見つめるが、マークは気にせずに本ほん棚だなを見つめている。

　明らかに体調は良くなさそうなのだが、本棚を見つめる目は真剣だ。

　何を探しているのかは解わからないが、少年の視線は医い学がく書しよと民みん俗ぞく学がく──そして、たわいのないオカルト話を書きつづった本が並ぶ棚の間を行き来している。

　何かを探しているにしてはいささか節せつ操そうの無いルートだが、少年の視線は真剣そのもので、店主は眼鏡めがねを外して目やにを擦こすり取ったあと、今度は不ふ思し議ぎそうな声で尋ねかけた。

「なあ、マーク……一いつ体たい何を探してるんだ？」

「……」

　少年はしばし沈ちん黙もくしていたが、やがて困ったような表情を店主に向け──

「あのさ、……その、頭がおかしくなったとか思わないで、ちょっとした与よ太た話ばなしを聞いて欲しいんだけどさ」

「なんだ、水くさい。もう10年もここに通ってるお前さんだ。相談なら乗るぞ？　いや、正直な、例の事があってからどうにも元気が無いようだったからなあ、なんとかしてやりたいとは思ってたのさ」

　優しい笑顔を向ける初老の店主に、少年はなおも困った顔をして、恐おそる恐る口を開く。

「あのさ……本当に与太話として聞いて欲しいんだけど」

「ああ、かまわんよ」

「どう見ても死んだって怪け我がをした人が……目の前で生き返るって事は……あるかな？」

　それを告げた瞬しゆん間かん──店主の顔色がにわかに変わる。

　だが、それは少年の頭を案じた物でも、少年が噓うそをついているのだと思っている顔でもなく、純じゆん粋すいに、何かに対して怯おびえるような表情だった。

「な、なにを言い出すんだ、マーク！　お前、もしかして、何かを見たのか!?」

「えッ……」

「あぁ、あぁ、悪い事は言わねえ。この町で何か見たんだとしても……忘れることだ！　いいか、その話は、絶対に周りに広めちゃならん！　いいな！　誰だれにもだぞ！」

　突然声こえを大きくする店てん主しゆに面めん食くらう少年だが、相手が怒りなどではなく、本気でこちらの身を案じているような調子で喋しやべっていると気付き、ますます混こん乱らんの渦うずに落ちていく。

「どういうこと！　おじさん、何か知ってるの!?」

「い、いや！　知らん知らん！　いいか、病院に連れてかれるならいいさ、だが、下へ手たにその話を言いふらしてみろ！　お前さん、殺されるぞ！」




　その後も、何度も「いいか、忘れるんだぞ！」と念を押され、少年は結局なんの手がかりも得られずに本屋を後にする事となった。

　──忘れるんだぞ、か……。

　店主の言葉を思い出し、少年は静かに目を閉じる。

　──それができれば、どんなにいいことか！

　心の中で叫んで目を開くと──

「やあ」

　忘れなければならない筈はずの男が、目の前に立っていた。

「君、マークって言うんだ？　盗ぬすみ聞きするつもりはなかったんだけどさ、店主さんの声が大きくてついつい聞こえちゃって」

「……」

　目の前にあるのは、笑顔。

　世界に不幸など無いと言い切るような、力強く、そして優しい笑顔。

　たとえ少年が悪あく魔まだとしても許すと言い切りそうなその笑顔を見て──

「……ッ！」

　少年は無む言ごんのまま怯おびえたように顔を背そむけ、一いち目もく散さんに駆かけだした。





⇔






ＮＹ某ぼう所しよ　路ろ地じ裏うら




「悲しい……悲しい話をしよう」

　涼すずしげな風が吹く日ひ陰かげの中、青年は足あし元もとに視線を落としながらそう告げた。




　気持ちの悪いぐらいに晴れ渡った夏のＮＹ。

　一日前まえの激しい夕ゆう立だちの痕こん跡せきを消し去るかのように、路ろ上じように残っていた水分を蒸じよう発はつさせて空中を熱くしめらせる。

　そんなジトつく日差しを避ける為ためか、ブロードウェイから少し離れた路ろ地じ裏うらに数人の若者達たちがたむろしている。

　しかしながら、その中心にいる青い作業着ぎの青年──グラハム・スペクターは、涼すずしげな日ひ陰かげを不ふ快かいな闇やみに変えんとの勢いで、じめじめした言葉の羅ら列れつを紡つむぎ出した。

「俺おれ達は何な故ぜここにいる……？　そう、暑いからだ。敵てき意いむき出しの日光を避けて、俺達はどこに辿たどり着いた？　そう、ここ、日陰だ」

「はあ」

　周囲にいる若者達はその言葉を聞いているのかいないのか、だらだらと壁に寄りかかっていたり、ヒヤリとする煉れん瓦が壁へきに頰ほおをつけていたりしたのだが──そのうちの一人は、律りち儀ぎに青年の主張に合いの手を入れている。

　周りからシャフトという渾あだ名なで呼ばれているその青年は、まさにグルグルと空から回まわる作業着の男のテンションの『軸じく』ともいうべき腹ふく心しん的てき存在だったのだが──

「つまり俺達たちは……日光に背を向け、ここに逃げこんだわけだ！　悲しい！　なんて悲しい話なんだ！　太陽は俺達に喧けん嘩かを売るつもりなど毛もう頭とう無ないだろう！　太陽という巨きよ大だいな存在に比べれば俺達人間など宇宙に浮かぶ塵ちり芥あくたに過ぎない！　塵に敵意を向ける程ほど太陽は心の狭い存在じゃないと信じたい！　それなのに！　ああそれなのにだ！　俺達は逃げた！　何から？　そう、太陽からだ！　敵意の無い相手から逃げたんだ！　太陽が無ければ生きられないくせに！」

「はいはい、そうですね」

「くそ！　何なに様さまだ、人間とは一いつ体たい何様なんだ！　太陽は無む意識のうちに俺達の敵にも味方にもなる……あともうちょっと暑ければ人類は滅めつ亡ぼうだ！　寒ければやっぱり滅亡だ！　俺達は太陽の手のひらの上で踊らされているに過ぎない……つまり、人類の黒くろ幕まくは太陽なんだ！　悲しい……なんて悲しい話なんだ。あんなに堂々と黒幕が姿すがたを現しているというのに何もできないなんて、この悲しみを俺は一体どこにぶつければいい！」

「自分の脳みそにでもぶつけといたらどうですか」

　その時シャフトの頰に流れた汗あせは、果たして通常の物か冷ひや汗か。

「……」

「まったく、暑いからっていつもより余よ計けいにぶっ壊こわれるのは勘かん弁べんして下さいよグラハムさん。俺達だって暑さから逃げるのに忙いそがしくて暇ひまじゃあないんですから。大人おとなしく太陽に全面降こう伏ふくして、その辺の地べたにでも寝ね転ころがっていて下さい」

「……」

「あれ、ちょっとグラハムさん、どうしたんですかレンチなんか振り上げて」

　グラハム愛あい用ようの巨きよ大だいレンチ。

　子供の足ほどもあるその大きな工こう具ぐを振り上げ、グラハムは東とう洋ようの仏ぶつ像ぞうを思わせる静かな笑えみを浮かべ、言った。

「為ためになる……そう、為になる話をしよう」

「あの、ちょっと」

「涼すずしくなる方法だ……まず体から体温を奪うばう為に血を減らすというのはどうだろう」

「いや、グラハムさん？　グラハムさん？　それって根本的な解決になってな……」

　シャフトの声が聞こえているのかいないのか、グラハムは空あいている左手で仲間の首を摑つかみ、グイ、と壁に押しつける。

「ちょッ！　まッ！　洒落しやれに！　洒落になってないっすよグラハムさん！」

「そして安心しろ──俺おれの経験上だが──」

　ねじ切れる寸すん前ぜんまで巻き込んだゼンマイのように、背中の後ろ側まで振り上げたレンチの動きがピタリと止まった。

「死体は、みんな冷たい」

「いやそりゃ気温が体たい温おん以下なら死体は冷たく感じて当たり前ですから！」

　こんな状況でも冷静に、だが冷静すぎて捻ひねりの全く無いツッコミを入れるシャフトを見て、グラハムは天使のような笑顔を浮かべた後──

「ああ、知ってる」

　唐とう突とつに笑顔を消し去って、冷れい酷こくな仮か面めんを顔面に貼はり付ける。

「で、それがどうかしたか？」

「ままままままま待って待って待って待って待って下さいグララララララらああああああああああああああッッッ!?」

　悲鳴を合あい図ずとして、溜ために溜めた右腕うでのバネが開放され──

　赤あか錆さびのついた巨大なレンチが、路ろ地じ裏うらに轟ごう音おんを響ひびかせた。




「ああ……あッあ、あああああああああ」

　白しろ目めを向いてヒクついているシャフト。

　その顔面の真ま横よこに突き刺さったレンチを引き抜きながら、グラハムは爽さわやかに言う。

「涼しくなったか？」

　煉れん瓦がの壁にレンチを砕き刺す。

　明らかに常識の埒らち外がいである行動に、周囲の若者達たちは冷ひや汗あせを流すも、それほど驚いた様よう子すは見られない。恐らくはこれが彼らの『いつも通り』のやり取りなのだろう。

　膝ひざを震わせて朦もう朧ろうとしているシャフトを余よ所そに、グラハムはレンチを持つ手を水平に伸ばしてクルリラクルリラと日ひ陰かげの中を回り始めた。

　そして、高いテンションはそのままに、先せん刻こくとは感情の正負が逆ぎやく転てんした言葉を紡つむぎ出す。

「楽しい！　楽しい話をしよう！　駄だ目めだと言ってもするぞ！　無む理り矢や理りにでも楽しい話をするぞ！　これからは全すべて楽しい時間だ！　やばいね、わくわくしてきたよ俺おれ！　人を殺しに行く前のラッドの兄あに貴きと同じぐらいわくわくしてるぞ、きっと！」

　体を回転させたまま手にしたレンチをバトンさながらに回し始め、近づきがたい危険物となって周囲の若者達たちを一歩退しりぞかせた。

　物理的にも、精神的にも。

「そうそう、ラッドの兄貴だよ！　本当にもうラッドの兄貴は片かた腕うで無くして警官に捕まった後でも本当に俺らを退たい屈くつさせないぜ！　なあ！」

「退屈な方が良かったっすよ……！」

　先刻の状態から手早く復活したシャフトが、凶きよう器きの竜たつ巻まきをジト目で睨にらむ。

「あの人のおかげで、俺らが『アイスピック・トンプソン』って疑われてんじゃないっすか」

「そう！　それだ！　俺は今日きよう、その話をしたかったわけだよ！」

　半はん開びらきの目を輝かせる自分たちのグループのリーダーを見て、シャフトは心しん底そこ疲れたという調子のため息を吐き出した。

「あああ、ここに辿たどり着くまでになんで俺は白しろ目めを向く必要が」

「自じ業ごう自じ得とくだ。お前が俺に文句を言うのが悪い。そう……悪いのはシャフト自身！　もしくは俺！　乱らん暴ぼうな俺！　太陽は何も悪くない！」

「また始まった!?」

「太陽はただそこにあるだけだ。そこに善も悪もない。心もない！　ただそこにあるだけなのに俺らに全てを与え、時に苦しめる！　すげえぜ太陽、流石さすがはいろんな所で神様扱あつかいされてるだけの事はある！　なんて楽しいんだ！　そんな神に等しい太陽の圧あつ倒とう的てき攻こう撃げき、日光！　それに対たい抗こうするために日ひ陰かげを追い求める俺達の冒ぼう険けんはまだ始まったばかり……なのかッ!?」

「んなこと聞かれても」

　気だるげなまま答えるシャフトは、再びため息をつきながら話を元の方向に戻そうとする。




「とにかく、昨日きのうの新しん聞ぶん記者の話は聞いたでしょう？　いいから犯人が捕まるまでは大人おとなしくしときましょうよ」





⇔






一日前まえ　某ぼう闇やみ酒さか場ば




「あ、あのう、俺らが疑われてるって、どういう事っすか？」

　カール・ディグニスと名乗った新しん聞ぶん記者。

　グラハム達に話を聞きたいと言って接せつ触しよくしてきた彼が最初に告げたのは、若者達たちの酔よいと目を覚まさせるには十分すぎる言葉だった。

　──『君たちが殺さつ人じん鬼きだと疑われている』

　新聞記者の突きつけてきた唐とう突とつすぎる事実に、シャフトは驚いた表情を見せて問い返す。

　話がしたいというから、てっきり自分たちのような不ふ良りよう少年に関する記事でも書くのだろうと思っていた若者達は、グラハムを除いて誰だれもが狐きつねにつままれた表情になっていた。

　一方のグラハムは、どこか楽しそうな表情を浮かべ、手の中でレンチをパシリパシリと弄もてあそんでいる。

　そんな作業着の青年の様よう子すをチラリと見た後、ＤＤ新聞社の記者だという男は語り始めた。

　声のトーンを落とし、若者達だけに聞こえるような声で。

「グラハム・スペクター。元々はシカゴの自動車工こう場じようで働いていた解かい体たい工こう。子供の頃から解体が趣しゆ味みで、愛あい用ようのレンチで解体した自動車の数は三千台を超える。現在はＮＹに場所を移してマフィアに満たない少年少女の愚ぐ連れん隊たいを仕切っている……ということでいいのかな？」

　若者達はすらすらとグラハムの素す性じようを語る男を訝いぶかしげに眺ながめるが、当のグラハムはますます楽しそうにレンチを手しゆ中ちゆうで踊らせた。

「ほほう……これは楽しいぞ？　自己紹しよう介かいの必要が無いというのはなんて便利なんだ！」

　だが──

「ラッド・ルッソという男を知っているね」

「……」

　パシリ

　と、一ひと際きわ大きな音を立て、グラハムがレンチを弄いじる音が一いつ旦たん静まる。

「君達が……正確には君達のリーダーであるグラハム君がシカゴにいた時に、よく連つるんでいたという青年だ」

「連んでた、ってえのは正確じゃないな。俺おれが兄あに貴きの強さに惚ほれ込んでただけだ」

「彼がルッソ・ファミリーきっての殺し屋だという噂うわさは？」

「噂は噂さ」

　グラハムは椅い子すに深く座り直し、両手とレンチを膝ひざの上に載のせながらクスリと笑う。

「ラッドの兄貴は殺し屋なんかじゃない、殺人鬼だ。兄貴が金のために人の命を奪うばうような安い男だと思うなよ？　兄貴は快かい楽らくの為ために人を殺す、正しよう真しん正しよう銘めい最低の部類に入る人間さ」

「もう駄だ目めだ……この人、もう駄目だ……」

　両手で顔を覆おおうシャフトを余よ所そに、グラハムは自信に満ちた声で語り続けた。

「だが、兄貴はとにかく強い。人ひと殺ごろしだろうが英えい雄ゆうだろうが、強さってのはただそれだけで一つのステータスさ。そして、世の中には、その強ささえあれば、殺人鬼だろうがなんだろうが憧あこがれを抱く、最さい低てい以下の糞くそ野や郎ろうが存在する！　それは誰だれだ？　この俺おれだ！　……やばい、楽しくなってきた。俺最低？　最低ってすごいよな。いくらでも上うえ見上げ放ほう題だいだし、自分より下に人がいないとなると、追い越される心配が無い！　これ以上堕だ落らくする心配がないなんて、神は俺をこれ以上楽しくしてどうする気だ!?」

「見み捨すてる気満まん々まんなんじゃないっすかね」

　シャフトの冷静な声を無む視しし、グラハムは楽しそうにレンチを回し始め──

　それを不ふ意いに止めると、やや真剣な顔つきになって新しん聞ぶん記者に尋たずねかけた。

「で、まあそんな『噂うわさ』はどうでもいいとして、どうして俺達が殺さつ人じん鬼きって事になるんだ？」

「警察は、最初はこの事件を怨えん恨こんによるもの、と踏んでいたんだ。何しろアイスピックをあれだけ執しつ拗ように刺すんだからな。まともな人間のやる事じゃない」

「ほう……」

「だが、二人目、三人目と被ひ害がい者しやが出た時点で、被害者同どう士しの繫つながりが無い事から、警察は猟りよう奇き殺人……しかも複数の人間が関わっているという見方も出てきてね……。アリバイも無く、雨さえ降ればある程てい度ど自由に動き回れる人間として、君達のような愚ぐ連れん隊たいも容よう疑ぎ者しやとしてあがっているわけだ」

　淡たん々たんと語りながら、記者はテーブルに運ばれた紅こう茶ちやをすする。

「まあ、ここまでならまだ無数にいる容疑者の一人という所だが──四人目の被害者がちょいと特とく殊しゆでね」

「特殊？　確か、新聞にゃ倉そう庫こ業ぎよう者しやって書いてなかったか？」

「表おもて向むきはそうさ。この国じゃ、今のところ『マフィアなどというものは存在しない』って事になってるからね」

　あっさりという記者に、グラハムは苦く笑しようしながら言葉を返した。

「つまり、その四人目の被害者ってのは、マフィアの一員だったってわけかい？」

「ガンドール・ファミリー」

「……」

「聞いたことがある筈はずだね？」

　冷静に言葉を紡つむぐ新聞記者に、若者達は顔を見合わせ、グラハムは苦く笑しようしながら首を振る。

「……今は、あんまり聞きたくない名前だ。だが、待て、これは段だん々だん楽しくなってきたぞ」

「楽しくなんか無いっすよ」

　シャフトの抗こう議ぎの声を合図に、記者は説明の続きを口にした。

「そう、君達は過去に、ガンドールの縄なわ張ばりで彼らと何度かトラブルを起こしている。その殺された男は新入りだそうだが、警察は君きみ達たちを参さん考こう人にんとして見ている」

「そんな！」

　軽い調子で言う新聞記者に、シャフトが目を丸くして抗議する。

「だって……そんな！　理り不ふ尽じんですよ！　その四人目だけの話でなんで俺おれらが！」

「一人目の闇やみ酒さか場ばの店てん主しゆは、最近ガンドールの縄なわ張ばりに店を移したばかりでね」

「……」

「二人目の不ふ動どう産さん屋やも、土地の売ばい買ばいのごたごたで最近ガンドールと取引を始めていた。三人目の警官は、ガンドールの縄張りがパトロールの管かん轄かつでね。何かしら賄わい賂ろを受け取っていた可能性もある」

　次々と紡つむがれる『状況』の羅ら列れつに、シャフトの顔色はみるみる青ざめ、周りの若者達たちも困こん惑わくした顔で記者の話に聞き入っていた。

「最初は、半年前まえにゴタゴタを起こしたルノラータか、過去に抗こう争そうしかけたマルティージョあたりの仕し業わざとも考えられたが──アイスピックで執しつ拗ように刺すなんてやり方、脅おどしにしてもわざわざやる必要がない。ルノラータなら、それこそ本物のトンプソン軽機関銃を撃うち込んで終わりだし、マルティージョは短期決けつ戦せんが得意だから、最初から組の幹かん部ぶを直接狙ねらう」

「なるほど、一いち理りある」

　再びレンチを回し始め、やや興こう奮ふんしたように歯を食いしばって笑うグラハム。

　すでに事の次し第だいを予想し終えて、答え合わせをしたくて仕方がないという表情だ。

　子供のように目を輝かせるグラハムを見て、記者は小さく息を吸い込み、苦く笑しようを返しながら結果を告げる。

「そこで警察が注目したのは、異常性せいの高い人間……まあ、そっちは証しよう拠こが摑つかめていないんでまだ罪には問えていないらしいが……殺さつ人じん鬼きのラッド・ルッソ。その彼と兄弟分であり、同じく異常性のある要よう注意人じん物ぶつとして捜そう査さ局きよくから通つう達たつの来ている人間──」




「つまり、君だ」




　沈ちん黙もく。

　テーブルの周囲に重い静せい寂じやくがのしかかり、酒場の反対側がわから聞こえる喧けん噪そうも素す通どおりするように、冷たい空気だけが若者達の間を取り巻いていた。

「……一つ、聞きたい」

　珍めずらしく重い調子で声をあげるグラハムに、シャフトをはじめとした仲間達はギョっとした調子で目を向ける。

「何な故ぜ、俺達にそんな事を話す？」

　一いつ瞬しゆんの間。

　その僅わずかな時間でグラハムの意い図とを酌くみ取り、記者は紅こう茶ちやをひとすすりしてから言った。

「私は知っているからさ。君が犯人ではない事を」

「ほう？　何故そう言い切れる？」

「我がＤＤ新聞社の情報網もうは私にとって絶対だ。君は、危き険けん人物ではあるが殺さつ人じん鬼きではない」

「そりゃ今までの話だろ？　先月から突とつ然ぜんラッドの兄あに貴きの左腕うでの霊れいが俺おれにとりついたかもしれないぜ？」

　挑ちよう発はつするように顔を寄せ、レンチの先を相手の喉のど元もとに突きつける。

　前まえ髪がみの隙すき間まから覗のぞく目は怪あやしい表情を輝かせており、本当に殺人衝しよう動どうを起こしていると言っても納なつ得とくできる表情だ。

　だが、記者は苦く笑しようしながら身を退ひき、闇やみ酒さか場ばの店てん主しゆに紅こう茶ちやのおかわりを促うながした。

「失礼。紅茶にはうるさくてね。ここの店は実にいい。闇酒場なのに、まっとうな葉を使っているよ」

「ああ、俺らが散さん々ざんうるさくしたからな。この酒場のノンアルコールはどれも一級品だぜ？」

「それは感謝せねば。……そうそう、君を疑わない理由だが……」

　記者は顔を寄せ返し、グラハムのレンチを指で押し返しながら──

　全く変わらぬ口く調ちようで、声の大きさだけを絞しぼって一ひと言こと告げる。




「真しん犯人に、心当たりがあるからさ」





⇔






翌よく日じつ　昼　某ぼう路ろ地じ裏うら




「結局、真犯人っての誰だれだったんすかねえ」

　昨さく晩ばんの事を思い出しながら、シャフトは肩を竦すくめて呟つぶやいた。

　相変わらずクルリラクルリラと回り続けるグラハムは、その呟きにハイテンションのままで答えを返す。

「さあなあ！　それを教えろと言ったら『ここから先は記者じゃなくて情報屋としての仕事になる』とか言ってたからな！　なかなかに楽しい奴やつだった！　こりゃあ今度、あのＤＤ新聞社に強ごう盗とうに入って情報を根こそぎ強ごう奪だつしてこなけりゃな！」

「情報を強奪って、なんに使うんですか？」

　呆あきれつつも相手をするシャフトに、グラハムは体と目を回しながらも答えを返す。

「……。例えばあれだ。次の競けい馬ばで勝つ馬の情報とか！　やべえ、そんなの知ったら俺達大おお金がね持もちだぞ！　タネ銭せんが必要になるな……シャフト今、いくら持ってる？」

「グラハムさんを医者に連れて行くぐらいの金ならあると思うっすけどね。フレッド先生のとこなら割と安くすみそうですし」

「そうか……医い者しやか、医者はいいな。外げ科か手術で人じん体たいを解かい体たいするプロだからな。それはそうと、なんだか知らんが目が回ってきた。風か邪ぜでもひいたかな」

　クルクルと回転し続けるグラハムの言葉に、シャフトは再び両手で顔を押さえて俯うつむいた。

「ああぁ、駄だ目めだこの人、やっぱり駄目だぁぁ」




　回り過ぎて路ろ上じように寝ころんだグラハムを囲みつつ、日ひ陰かげで涼すずむ若者達たち。

　そんな異い様ような光景の中心で、倒れているリーダーは再び負の感情をさらけ出す。

「悲しい……悲しい話をしよう……いつもは３０００回転は楽らく勝しようだというのに、今日きようは何な故ぜたったの２３１７回転で目を回してしまうとは」

「グラハムさんが馬ば鹿かだからじゃないですかね」

　あからさまにやる気の無いシャフトの皮ひ肉にく。だが、グラハムもまた、体を動かす気き力りよくが無い。

「くッ、シャフトの頭ず蓋がい骨こつを解体する気力も無いとは、やはり太陽！　この暑さのせいか！　おのれ太陽、意志もないくせにここまで俺達を苦しめるとは！」

「忙いそがしい人だなあ」

「ああ、駄だ目めだ、気力が保もたない。俺達の冒ぼう険けんは今いま始まったばかりでしたがネバーランドに着く前に落ちて死にました。まさにそんな気分だ……太陽め……怨うらんでも消す事はできないし、本当に消えられたら困る……くそ、太陽の奴やつ、自分が絶対優ゆう位いだと解わかっているからこその好き放ほう題だい……まるで多くの武ぶ器きを持ち込んでこの大陸を蹂じゆう躙りんした俺達の先せん祖ぞのようじゃあないか……まさかこれがアステカとインカの怒りなのか……畜ちく生しよう……コルテスやピサロ提てい督とくのせいで俺らにとんでもないとばっちりだ！　ケツアルクァトルが……ケツアルクァトルが来る……」

「なんか変なところで博はく識しきですよね、グラハムさん」

　古こ代だい文明の神の名前をうめき始めたリーダーを余よ所そに、若者達は昨日きのうの記者から聞いた話で盛り上がる。




「今け朝さの新聞に載のってた五人目めの被ひ害がい者しやってよ、やっぱりガンドールと関係あんのかね？」

「さあなあ。でも、真しん犯人に心あたりがあるとか言ってたよな」

「それなのに止められなかったわけだ」

「結局あの後で俺らに聞いたのって、俺らの過去とか普ふ段だんの生活とかそんな感じだったもんな」

「ぐぐ……ケツアルクァトルが……ケツアルクァトルが来る……」

「そういや、別の新聞社からも似たような取しゆ材ざいがあるとか言ってなかったっけか、シャフト」

「あー、そういえば、近々話はなしが聞きたいとかなんとか。昨日のＤＤ新聞社と違って、大おお手ての新聞社だから礼れい金きんもたっぷりだって楽しみにしてんだけどなあ」

「俺らの事なんか書いて、誰だれか喜ぶのかね？」

「世の中って解わからねえなあ」

「ビラコチャが……ビラコチャの津つ波なみがぁ……」

「グラハムさんの言ってる事も何一つわからねえぞ、オイ」

「ビラコチャってのは、コン・チキ・ビラコチャって言うインカ帝てい国こくの神様っすよ」

「……何気に凄すげえな、シャフト」

「解らねえっていえば、ダラスの野や郎ろう、もう２年近く見ねえよな」

「田舎いなかに引っ込んだんじゃねえか？」

「あいつら、グラハムさんには会ったこと無いよな確か」

「もし会ってたら、ますます田舎に引っ込むだろ」

「うーん……テスカトリポカが……テスカトリポカが生いけ贄にえを……」

「そういや、マルティージョだっけ、あそこに女みてえな面つらの幹かん部ぶがいるって知ってるか？」

「ああ、女みてえだなって笑うと、散さん々ざんボコられた後に喉のど仏ぼとけとタマぁ踏み潰つぶされて『女みたいだな』って言われちまうらしい」

「おっかねえ」

「ああぁ……アマテラスオオミカミが……アマテラスオオミカミが引き籠こもる……」

「おい、グラハムさんが壊こわれてるぞ」

「元からだ」

「駄だ目めだ……イザナミの姿すがたを見たら駄目だ……来る……ヨモツシコメが来る……！」

「おい、なんだシャフト、グラハムさんは何言ってるんだ？」

「なんでこんな無む駄だな部分で博はく識しきなんだろうこの人」




　気だるい夏の午後、そんなダラダラとした会話で時を過ごす不ふ良りよう達。

　このまま日にち没ぼつまでそうして過ごす事になる。

　彼ら自身も今日きようはそれでいいと諦あきらめかけていたのだが──

　そんな彼らの生ぬるい空気を、突然の乱らん入にゆう者が打ち破る。




「わわッ、ご、御ご免めん！　ど、どいてどいて！」

　突然路ろ地じに駆かけ込んできた少年が、シャフト達の間をすり抜けて路地の奥へと駆け込もうとする。

「あ、おい」

　シャフトが止める間も無く、少年は勢い良く間を駆け抜け──

「ぐぶぉはぁッ!?」

　路地裏うらの真まん中なかに寝ね転ころがっていたグラハムのみぞおちを踏み抜いた。

　数歩進すすんだ所で、自分がとんでもない事をしでかした事に気付く少年。

「あッ、あ、ああ、ご、ごめんよ……ッ！　い、いま、俺おれ、急いでるから！　ごめん」

　振り返り様ざまに慌あわただしい謝しや罪ざいの言葉を述べ、あとはそのまま路ろ地じの奥へと姿すがたを消した。

　ポカンとしているシャフト達の下では、グラハムがゴロゴロと転がりながら呻うめき続けている。

「……ッ！　……ッ！　……くぁッ……！　がぁはッ！　ぐおぉ……やられた！　畜ちく生しよう！　なんだ俺は今どうなった！　ぐうぁあぁ！　オーディンにロンギヌスの槍やりで貫つらぬかれたか!?」

「何を大げさな。あと、ロンギヌスの槍はオーディンの武ぶ器きじゃないですよ」

　冷静なシャフトの指し摘てきを余よ所そに、グラハムは激しく咳せき込みながら身を起こす。

「思い出した……今いま俺はあのガキに踏みつけられた！　くそ……怒りだ！　俺は今激はげしい怒りを感じている！　怒りとは果たして悲しい話なのか楽しい話なのか！　ああ、解わからなくていらいらしてきたぞシャフト！　答えろ……悪いのは誰だれだ？」

　沸ふつ々ふつと感情を煮に立たてるグラハムの問いに、シャフトは、

　──道の真まん中なかで寝てたあんたでしょ。

　と口にしかけたが、今それを言うと今度は自分が道の真ん中に寝る羽は目めになるという確信があったので、無ぶ難なんに答える事にした。

「ちゃんと謝らずに逃げたあのガキのしつけが悪いですね」

「そう……それだ！　俺の言いたかったのはまさにそれだ……人を踏みつぶしておいて、ろくに謝りもせずに逃げるとはどういう教育だ？　くそ！　悲しい、この国はとうとう人を踏みつぶす子供が生まれるようになったというのか！　これも全すべて古こ代だい文明の呪のろいというわけか！」

「元気だなあ」

　古代文明に謂いわれのない罪をなすりつけているグラハムを見て、とりあえず無事なようで何よりだと安あん堵どする仲間達たち。

　しかし、そんな彼らとは裏うら腹はらに、レンチを振り回しながら徐じよ々じよにテンションを溜ためていくグラハム。

　このままでは大通りに出て自動車を手当たり次し第だい解かい体たいしかねないと、再びシャフト達が不安に思い始めた時──

　彼らの空間である路地裏うらに、再び侵しん入にゆう者しやが現れた。




「ええっと、ちょっといいかな、君達」




　不ふ良りよう達が一いつ斉せいに振り返ると、路地の入り口には一人の青年が立っていた。

　歳としはグラハム達より少し上ぐらいだろうか、垢あか抜ぬけた服装で、会社員のようには見えない。そもそも会社員ならば今時じ分ぶんは路地裏に来たりしないだろう。

　かといって無む職しよくの人間や警官の類たぐいにも見えず、その他の職業とも思えない。

　ただ、あからさまにまともではないグラハム達を見ても、顔色一つ変えずにニコニコと笑っているという点が奇き妙みようといえば奇妙だ。

　青年は、きょろきょろと路ろ地じの中を見渡した後、笑顔のままで肩を竦すくめて口を開く。

「こっちに、君きみ達たちより５歳さいぐらい年下の男の子が逃げてこなかった？」

　刹せつ那な──

　ガキリ、という音を伴って、闖ちん入にゆう者しやの首にレンチが嵌はまる。

「悲しく……そして楽しい話をしよう」

　身に纏まとう空気を怪あやしく揺らめかせ、青い作業着の男はゆっくりと首を振りながら──

「事情はよく解わからない……。だが、お前があのガキを追っていた事は確かだ。つまり、あのガキが急いでいたのも俺おれの腹を踏み抜いたのも今日きようという日が暑いのも全すべてお前に帰き結けつする。そして俺は悲しみ、そして楽しみながら断だん言げんしよう！」




「お前が……お前が全ての悪の根こん元げんか！」





⇔






夜　本屋




　猛もう威いを振るった太陽が沈み、ＮＹには昼間と違った光が溢あふれ出す。

　町を夜の闇やみが包み込み、それに対たい抗こうするように大通りの明かりが灯ともり始める。

　俄にわかに夜の顔を見せ始めたマンハッタン。

　だが、今日はいつもに比べて些いささか活気が薄らいでいた。

　例の殺さつ人じん鬼きを警けい戒かいしているのか、大通りはともかく、裏うら通どおりには殆ほとんど人が見られない。

「……今日はもう、閉めても良さそうだな」

　そんな裏通りに位置する本屋の店てん主しゆは、溜ため息いきを吐きながら店の外に置いた古こ書しよの棚たなを中にいれようとしたのだが──

　店の外に踏み出した瞬しゆん間かん、目の前に人ひと影かげが現れる。

「わひゃぁっ！」

　思わず悲鳴をあげるが、その人影が思ったよりも小さい事に気付き──眼鏡めがねをかけ直して、それが昼間に見たばかりの顔だと気が付いた。

「おじさん」

「な、なんだ、マークか。やれやれ、年とし寄よりを脅おどかすもんじゃあねえよ……アイスピック・トンプソンかと思ったじゃあないか」

　安あん堵どして笑う店主とは対たい照しよう的に、少年の表情は暗いままだ。

「どうしたんだ」

「昼間の話を、詳しく聞きたいんだよ」

「……忘れろと言ったろう」

　困ったように溜ため息いきをつく店てん主しゆ。

　だが、マークは真剣な目をして尚なおも老ろう人じんに食い下がる。

「頼むよ、忘れようにも……そいつに付きまとわれてるんだって！」

「な、何？　どういう事なんだ、マーク」

　ギョっとして尋たずね返す店主に、少年は暫しばし無む言ごんだったが──

　やがて、言葉を選びながら一つの事実を口にする。

「お、俺おれ、人が死んでさ……それで、生き返る所を見ちゃったんだ……。そしたら、それからその男に付きまとわれて……。夕方、ようやく逃げ切れたけど……きっとまだ俺の事を探してるんだ」

「……」

　店主は難しい顔をして黙だまり込む。

　人が生き返る所を見た、などという与よ太た話ばなし、本来ならば人に話せるようなものではない。

　少年もそれは解わかっていた。

　だが、昼間の店主の反応を見て、縋すがるなら彼しかいないと、こうして自分の見た事実を話す事にしたのだ。

　肝かん心じんの、自分が死のうとしていたという事実だけは隠かくしながら。

　店主はその話を聞いて暫しばらく考え込む。

「ううむ……」

　やがて、周囲をキョロキョロと見回し、路ろ地じに誰だれもいないことを確かく認にんしてから少年に告げた。

「とりあえず入った入った、話はそれからにしようや」




　店の中に入ったマークは、そのまま本ほん棚だなの奥にあるカウンターまで案内された。

　初しよ老ろうの店主はカウンターの奥にある椅い子すに座り、もう一度だけ店内を見回してから口を開く。

「し、仕方がない……。いいか、私がこんなことを言ったなんて、絶対に周りには内ない緒しよにしておいておくれよ？」

「う、うん」

「実はなあ……私もつい半年ほど前に、見てるんだよ。人が生き返る所を」

「えッ」

　息を吞む少年。

　老ろう店主は執しつ拗ように周りを気にしながら小こ声ごえで告げる。

「こんな事を人に言ったら病院送おくりにされるって思ってたのもあるが……口止めされててねえ、誰にも言う事ができんかったよ。たとえ、酒の席の与太話としてもだ」

　自分の目にした、未いまだに信じられない真実を。

「その人は、私も良く知ってる顔でね……」

「え……知り合いなのかよ」

　ますます混乱していく少年に対し、店てん主しゆは眼鏡めがねを外し、目め頭がしらを両手で押さえながら一つの結けつ論ろんを吐き出した。

「あれは……この辺を仕切ってるマフィアの人でな」

「……マフィ……ア？」




「たとえ怪かい物ぶつだろうが吸きゆう血けつ鬼きだろうが人間だろうが関係無ない……お前さんみたいな子供は絶対に関わっちゃいけない、そんな類たぐいの人達さ」







[image: 第五章　新聞記者達は己の思惑を社会の中に叩き込む]






















ＮＹ　ウォール街　某ぼうビル３Ｆ




「よう、レスター。人気者は辛つらいな」

「やめてください」

　扉とびらを開いて現れた若わか手て記き者しやに、周囲の記者達が一いつ斉せいに冷やかしの言葉を投げかける。

　大おお手て新聞社の編へん集しゆう部ぶが入るこのビルの中では、一人の記者が話題の中心となっていた。

『アイスピック・トンプソン』事件初はつの目もく撃げき者しや。

　レスターと呼ばれるその若い新聞記者は、疲れた顔をして自分の席に腰を下ろす。

　周りの記者達は彼に話しかけるべきかどうか暫しばし迷っていたが、編集部ぶ長ちようが近づくのを見て、自分達は後あと回まわしにしようと各おの々おのの仕事に戻り始めた。

「レスター、大だい丈じよう夫ぶか」

「いえ……問題はありません」

「警察の取り調べはどうだ？　いつもは中の様よう子すを聞く側だからな」

「気持ちのいいもんじゃありませんでしたよ……。あいつら、俺おれを犯人じゃないかって疑ってましたからね」

　ハン、と軽く息を吐き出し、取とり調しらべ室での事を思い出すレスター。

　その表情は苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶした後に舌したの上で転がしているようで、その表情だけでどのような扱いを受けたのか想そう像ぞうに難くない。

「まあな。警察の取り調べの前に記事を差しこんじまったからな……。うちの社長も警察に厳げん重じゆう抗こう議ぎを受けてたぜ」

「それは悪い事をしましたね」

「なに、おかげで今け朝さの朝刊の売り上げは、昨日きのうまでの三割増しだって喜んでたぜ」

　苦く笑しようしながら肩を竦すくめる上じよう司しを見て、レスターの顔に幾いく分ぶん生せい気きが戻る。

　それを確かく認にんした編へん集しゆう部ぶ長ちようは、柔らかい表情のまま会話の続きを切り出した。

「しかしなあ。こっちもお前さんのアリバイを根ね掘ほり葉は掘ほり聞かれたぜ。前の四件のヤマの時、お前がどこで取しゆ材ざいしてたかとかな」

「ええ、それでようやく疑いが晴れたと思ったら、今度は私の目もく撃げき情報を疑い始めましたからね……新聞を売る為に、咄とつ嗟さにでっち上げた噓うそなんじゃないかって」

「まあな、そりゃ向こうも情報の真しん偽ぎについては必ひつ死しだろうよ。何しろ初めての具体的な目撃証しよう言げん。うちの新聞社にも匿とく名めいのハガキは山ほど来てるが、そのどれもが眉まゆ唾つばもんばかりなんだからな。中には『線路の影をなぞるものレイルトレイサー』の仕し業わざに違いない、なんてのもあったよ。ここは線せん路ろの上じゃないってのにな」

　呆あきれた笑いを浮かべる上司に対して、レスターは苦笑しながら首を振る。

「ええ、気持ちは解わかりますよ。私だって昨日まではそのガセネタに悩まされてたわけですから」

「違いない」

　再び笑った後、上司は僅わずかに笑いを抑えて、今朝方がた発行された自分達の新聞を手に取った。

　そこに書かれている、レスターの目撃した『アイスピック・トンプソン』の特とく徴ちよう。


　・異い様ように手足が長い

　・傘かさを差さず、雨に濡ぬれている瘦そう身しんの男

　・顔をコートの襟えりと特徴的な帽ぼう子しで隠かくしている

　・左手にアイスピックを握り込んでいた



　ただのそれだけ。

　想そう像ぞう図ずだけを書くと、それこそガセネタの類たぐいと思われかねない外がい見けんだった。

「あれだな。これで鬼おに火びを吐いてピョンピョン跳ねたらバネ足ジャックじゃねえか」

　過去に英国イギリスに実在したと言われる悪あく魔まめいた怪かい人じんの例を持ち出す上司に、レスターは溜ため息いきをつきながら言葉を返す。

「そこまで異常じゃありませんよ。せいぜい切り裂さきジャックレベルです」

「しかし何だな、お前の目もく撃げき談だんってのも色々と中ちゆう途と半はん端ぱだしなあ、犯人が捕まった時の事を考えると、あまりハッキリとした事は言えないってわけか」

「ええ、噓うそつき呼ばわりされるのは御ご免めんですからね」

　そんな会話を続けた所で──

　電話番ばんをしていた事務員が、こちらに向かって手を挙げた。

「レスターさん。お電話です」

「おいおい、また警察か？」

　編へん集しゆう部ぶ長ちようが問い返すと、電話番は首を振りつつ、受話器きの口を押さえながら言った。




「ＤＤ新聞社の、カールさんだそうです」





⇔






夕ゆう刻こく　闇やみ酒さか場ば『蜂の巣アルヴエアーレ』




　その酒場は、甘い匂においに満ちていた。

　リトルイタリーとチャイナタウンの間に位置する奇き妙みような店『蜂の巣アルヴエアーレ』。

　表おもて向むきはその名の通り蜂はち蜜みつの専せん門もん店てんだったが、この店にはもう一つ、裏の顔が存在した。

　無む数すうの蜂蜜瓶びんが並んだ棚たなの間を進むと、レジの奥にある覗のぞき穴のついた頑がん丈じような扉とびらが立ち塞ふさがる。女おんな店てん主しゆの許しを得てその扉の中に足を踏み入れると、そこには禁きん酒しゆ法ほうに縛しばられた時代が生み出した、一つの『結果』が存在していた。

　酒を禁じた法律。

　秩ちつ序じよある社会を作るという建たて前まえで作られたその法によって生まれたのは、法律ができる前の何倍も狡こつ猾けいで、何倍も豪ごう華かで、何倍も人々に支し持じされた『無秩序』だった。

　法の目を潜くぐる事を選んだ者達が集まり、禁じられた酒を酌くみ交わす『SPEAKEASY闇酒場』。

　男も女も酒を求めてここに来る。時には子供も訪れる。街の人々の想いと法律の狭はざ間まに仕立て上げられた、決して表に出せぬ夜の社しや交こう場だ。

　当時のニューヨークでは、このように偽ぎ装そうされたもぐり酒場がひしめき合っていた。その数はマンハッタンだけで三万二千件を超えると言われ、闇酒場が無い通りを探す方が至し難なんの業わざであると言える。

　密みつ造ぞう酒しゆによってマフィア達は力を付け、結果として法律は完全な逆ぎやく効果となった。

　そして、民みん衆しゆうの多くは禁酒法という制せい約やくよりも、夜に漂うアルコールの匂いを受け入れる。

　洋服屋の奥。

　自動車工こう場じようの二階。

　靴くつ屋やの倉そう庫こ。

　川岸に停まった船の底。

　病院の使用されていない手しゆ術じゆつ室しつ。

　果ては教会や葬そう儀ぎ屋の内部にさえ、こうした法の抜け穴が存在していた。

　この『蜂の巣アルヴエアーレ』も、そうした抜け穴に築かれた聖せい域いきの一つだった。




　そんな店の奥に進み──

　レスターは、警けい戒かいしながら周囲の様よう子すを見渡した。

　闇やみ酒さか場ばの中は、まるでミュージカルの舞台さながらだった。

　乳にゆう白はく色しよくの壁がシャンデリアに照らされ、蜂はち蜜みつを思わせる黄金こがね色いろに輝いている。

　店内は建物の外がい観かんから想そう像ぞうしたよりも遙かに広く、白いクロスに覆おおわれた大きな丸テーブルが十台近く並んでいた。

「……噂うわさには聞いてたが」

　外からは別々の建物が連続しているように見えたが、どうやら内部でその何軒けんか繫つながっているようだ。そう考えて、レスターはここの酒場に対する評ひよう価かを変える。

　──マルティージョ・ファミリー。

　この店は、そうした名の組織が取り仕切っていると聞いていた。

　モルサ・マルティージョをトップとしたギャング組織で、当とう人にん達は『マフィア』ではなく、南イタリアの都市であるナポリ発はつ祥しようの『カモッラ』だと称しているらしい。

　マフィアとカモッラの違いについては解わからなかったが、レスターは新しん聞ぶん記者として、今までこの組織について深く調べた経験はなかった。

　──とるに足らない、小さな組だと思っていたが……なかなかどうして、この店だけを見たらシカゴの大だい組織の直ちよく営えい店てんみたいじゃないか。

　店の奥には演えん台だいのようなものがあり、その周囲には一ひと際きわ多くの電球が配置されていた。

　演台では現在、チャイナドレスを来た東とう洋よう人じんの少女が巨きよ大だいな剣を持ったまま踊っており、客の多くはその流れるような剣けん舞ぶを肴さかなに密みつ造ぞう酒しゆを煽あおっている。

　──それにしても、随ずい分ぶんと蜂蜜臭くさいな。

　商品として瓶びんが並んでいた店てん舗ぽ区く画かくよりも、この酒場内に入ってからの方が遙かに蜂蜜臭い。

　甘ったるい匂においがアルコールと合わさって、思わず悪わる酔よいしそうになる。

　早く座った方が良さそうだと、レスターは店内を改めて見回し──

　奥の席に、見知った顔が座って手を挙げているのが見えた。

　──カール。

　昔の同どう僚りよう。

　先せん輩ぱい記者。

　そして──嘗かつて憧あこがれ、その背を追い続けた男。

　──だが、今は小さな新聞社に移った負まけ犬いぬだ。

　レスターの中でそう思いこもうとしている男を見つけ、彼は唾つばを吞み込みつつ、ある種の覚かく悟ごを持って足を一いつ歩ぽ踏み出した。




「よう、久しぶりだな、レスター」

「……どうも」

　軽く会え釈しやくをして席に座ると、カールはコップに密みつ造ぞう酒しゆを注つぎながら声をあげる。

「ここの女おんな店てん主しゆ、素す直なおに入れてくれたか？」

「ええ、カールさんの名前を出したらすんなりと。……ともあれ、お元気そうで何よりです」

「まあ、俺おれはな」

「娘むすめさんの体の方は如何いかがですか」

　何気なく話を切り出し、相手の様よう子すを窺うかがう事にした。

　目の前の男は、娘の病気の面めん倒どうを見るという理由で、激げき務むの大おお手て新聞社から時間に都つ合ごうのつくＤＤ新聞社に移った。そういう話を聞いてはいたが、レスターにとってはカールの消しよう失しつは勝ち逃げされたという印いん象しようしか残っていない。

　だが──

「ああ、一昨年おととし、死んだよ」

「……」

　あっさりと紡つむがれた相手の言葉に、レスターは沈ちん黙もくせざるを得なくなる。

「あまり苦しまないで逝いってくれたのが、せめてもの救いだ」

「それは……すみませんでした」

「なに、そっちに葬そう式しきの連れん絡らくもしなかった俺が悪いんだよ。静かに寝かせてやりたかったからな、親しん戚せきと今の会社の社しや長ちよう以外には伝えなかった。女によう房ぼうに続いて娘にも先立たれて、今はこうして帰る時間を気にせず酒さか場ばに来れるってわけだ」

　──そういう物なのだろうか。

　レスターに相手の行動が正しいのか間違っているのか判はん断だんする術すべはなかったが、仮に報告を受けていた所で葬そう儀ぎには顔を出さなかったであろうと考え、それ以上この話に深ふか入いりはしない事にした。

　代わりに、自分がここに呼び出された理由を問いかける。

「何な故ぜ、私をここに呼んだんです？」

「ああ、相変わらずストレートな奴やつだな。相手を話と酒に酔よわせてからの方が色々と聞き出しやすいって教えてやったろ？」

「貴方あなた相手には無む駄だだと解わかってますから」

　無表情で返すレスターに、カールは静かに笑い続けた。

　間まが保もたなくなったレスターは、注つがれた酒に口を付けたのだが──

「甘ッ……!?」

　予想外の味に、思わず口を遠ざける。アルコールとは別に、甘さだけで喉のどが焼けそうになる。

　目を白しろ黒くろさせるレスターを見て、カールはニヤリと口くち元もとを歪ゆがめて声を上げた。

「ハハッ！　驚いたろう？　ここの蜂はち蜜みつ入いりの酒は。最初はみんなそんな反応するんだよ」

「……嫌いやがらせですか」

「いやいや、甘さに慣れると逆に美う味まいんだ、これが」

　そう言いながら同じ酒を口にするカールを見て、レスターは苛いら立だちながらも話を続ける。

「で、用件があるならさっさと言ってください。私も忙いそがしい身なんでね」

「ああ、見たよ。今日きようの朝刊」

「……それはどうも」

「凄すごいな、これでお前も編へん集しゆう部ぶでの評ひよう価かがあがるってわけだ」

　──……なんだ？

　レスターの知る限り、カールは嫌いや味みや愚ぐ痴ちを言うような人間ではない。

　新聞社を変わった挙あげ句くに娘むすめを失い、色々と変わってしまったのだろうか。

　そんな事を考えていたレスターに対し──カールは笑いながら記事の一部を思い出しながら口にする。

「手の異常に長い、帽ぼう子しと襟えりで顔を隠かくした細ほそ身みの男か……」

　カールはニヤニヤと笑いながらそこまで言うと──不ふ意いに笑顔を消して、鋭い視線でレスターの目を睨ねめ付けた。




「……これ、噓うそだろ」




　沈ちん黙もく。

　酒さか場ばではいよいよ演えん台だい上じようの剣けん舞ぶが盛り上がっており、カールとレスターの会話は完全にテーブルの外には届かない。

　それでも、カールは声を潜ひそめて言った。

　レスターの証しよう言げんが噓であるという、相手の未来を否定しかねない一言を。

　どれ程ほどの時間が経たったのか。

　レスターにとっては数時間とも感じられる数秒が経過し、やがて、彼も表情を消しながら言葉を返す。

「何かと思えば、嫉しつ妬とですか？　『アイスピック・トンプソン』の名前を生み出したのが貴方だとしても、あの記事の特ダネは平びよう等どうですよ」

「ああ、そうさ。真実に限ればな」

「やめて下さいよ。貴方あなたをこれ以上嫌きらいになりたく……」

　首を振りながら言いかけた所で、カールがやや強い調子で言葉を被かぶせる。

「知らないとでも思ったか？」

「……え？」

「調べられないとでも思ったか？　被ひ害がい者しやの五人の事を」

「何を……」

　相手が何を言っているのか解わからないといった表情を浮かべるが、その目はカールの方に向いていない。

　自分に目を向けない後こう輩はいの記者に対し、カールはテーブルに肘ひじをつき、両手を口くち元もとの前で組みながら、真剣な表情で語り続ける。

「いや、五人の関係じゃないな……」

「……」

「お前も入れれば、六人だな」

　紡つむがれた言葉に、レスターは黙だまり込む。

　それをどう受け取ったのか、カールは静かに、ただレスターだけに向けて口を開いた。

「レスター、お前は気付いていたんだろう？　最初の被害者が出た時点では、単に偶ぐう然ぜんだと思っていた、いや、思おうとしていただろう。二人目が殺された時も」

「……」

「だが、三人目と四人目の時にはもう確信になっていた筈はずだ。この連れん続ぞく殺人が、全くバラバラに行われている快かい楽らく殺人なんかじゃあないって事にな」

「なんで……何を言ってるのか解りませんよ……。私が被害者達たちと、一体どんな関係だったって言うんですか？」

　気き丈じように言葉を続けるが、レスターの顔面は既すでに蒼そう白はくだった。

　誤ご魔ま化かす為ために酒を飲もうとするが、甘すぎる匂においが鼻をつき、液体を喉のどの奥に上う手まく流し込む事ができない。

「それは君きみ自身が良く知っているだろう。確かにＤＤ新聞社は新聞社としては弱小だが……情報屋としての能力は、恐らく君の想そう像ぞうの埒らち外がいだろう。まあ、私も社長や副ふく社長の耳の早さと深さには驚かされてばかりなんだが」

「……」

「君が本当に殺さつ人じん鬼きを見たのかどうかは解らない。だが──殺人鬼が君の想像通りの人間だとしたら──真犯人を逮捕されて困るのは君だろう？　しかし、放っておくわけにもいかないというわけだ、何しろ──」

「……すいません、何を言っているのか全く解わかりませんね。明日あしたの記事の編へん集しゆう作業があるので、私はこれで」

　それだけ言って、レスターは勢い良く立ち上がる。

　後ろから呼ぶ声がしたが、それを振り切って店の外へと飛び出した。

　店てん主しゆが一いつ瞬しゆんだけ呼び止めたが、『支払いはカールが』と言うとあっさりと納なつ得とくする。




　走る。走る。走る。

　走る。　走る。　走る。　走る。

　走る走る走る走る走る走る走る走る走る走る。

　どこをどう駆かけ抜けたのかは解らない。

　ただ、カールから少しでも離れる為ために、路ろ地じ裏うらから路地裏へと無む尽じん蔵ぞうに走り続け──

　やがて限界が来たのか、裏うら路地の角で壁に手を付き、僅わずかに口にしていた酒を吐き戻す。

　彼はカールから逃げていたというよりも、彼の『言葉』から逃げていた。

　同時に、その言葉が意味する一つの『事実』から逃げていた。

　──畜ちく生しよう。

　──畜生畜生畜生。なんで、なんでこんな事に。

　そして、彼は思い出す。

　自分が目もく撃げきした全すべてを。

　自分が知る全てを。

　自分だけが知っていた筈はずの、被ひ害がい者しや達たちと自分を結ぶ共通点を。

　そして、彼は煉れん瓦がの壁に寄りかかり、誰だれもいない路地裏で一つの現実を叫び上げる。

　今の彼が知り得る、たった一つの確実な現実。

「畜生、畜生……本当に……本当にあいつがアイスピック・トンプソンだってんなら……」

　彼の目は何を見ているのか、怯おびえながら夜の闇やみに視線を泳がせる。

「次に……次に狙ねらわれるのはッ！　俺……俺じゃねえか！」

　誰にも聞かれない叫びによって、自分自じ身しんにどうしようもない現実を確かく認にんさせる為に。




「もう……もう、俺しか残ってねえんだからよぉ！」





⇔






同どう時刻　リトルイタリー某ぼう所しよ




　マルベリー通りから僅わずかに外れた路地。

　そこにある小さなジャズホールの入口の前で、一人の少年が立ちすくむ。

　中からは自由なメロディを持つジャズの音ね色いろが漏もれ出しており、外を歩く者達を引き寄せているようだった。

　だが、少年は動けない。

　扉とびらの前に立ったまま、そこから立ち去る事も、中に踏み込む事もできず、ただ扉の前で石せき像ぞうのように固まる事しかできなかった。

　──この扉の先に……いる。

　──ここの地下に、あいつらが……ガンドールファミリーの奴やつらがいるんだ。

　ガンドール・ファミリー。

　この一帯を仕切る小さな組織であり、古こ書しよ店てんの店主の言葉を信じるならば、『死なない人間』と関わりがあると思おぼしき存在。

　このジャズホールこそが彼らのアジトであり、古書店の店主は名前まで言わなかったが、その『死なない人間』もこの中にいる事だろう。

　そう思いながらも、少年──マークは一歩が踏み出せない。

　自分がここに来た理由を思い出し、何度も覚かく悟ごを決めようとするのだが──

　──ここを越えたら、もう、本当に戻れない。

　頭の中での葛かつ藤とうが、少年の足を入口の前に貼はり付ける。

　一度は死ぬ事を覚悟していた少年。

　その彼が何な故ぜここに居て、何故不ふ死じ身みの怪かい物ぶつと相あい対たいしようとしているのか。

　全すべてを己おのれの内に吞み込んだまま、少年は尚なおも動けずにいたのだが──

「ねえ、どうしたのー」

　シャキン、という音と共に、やけにのんびりとした声が少年の背中に浴びせられる。

「えッ……」

　マークが振り返ると、再び音が鳴り響ひびく。

　シャキン

　シャキン

　聞き慣れた音だったが、それがなんの音なのか思い出せなかった。

　後ろに立っていた男の手に握られていた、銀ぎん色いろに輝く巨きよ大だいなハサミを見るまでは。

「入らないの？」

「ひッ……あ、あの……」

「大だい丈じよう夫ぶだよー、子供でも飲めるジュースとかあるよー。僕も良く飲んでるから、頼めばすぐに出てくるよ？」

　声と仕し草ぐさからだけ判はん断だんすれば、少し子供っぽいところがある好青年といったところだ。

　だが、その手に握られた鋏によって、その笑顔は『狂きよう気き』という印いん象しように塗り替えられる。




　ガンドール・ファミリーきっての『拷ごう問もん吏り』、チック・ジェファーソン。

　その名を知らぬ少年の前で──

　若い拷問吏は無む邪じや気きに笑い、手にしたハサミを打ち鳴らす。




　シャキン　シャキン

　シャキシャキ　シャキリ
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幕間







　かつて──この街の裏うら側がわで、一つの事件が起こった。

　その事件において、普通に生きる人々が見聞きした物は限られている。

　一つは、無む人じんの筈はずの倉そう庫こが全ぜん焼しようした、放ほう火かと見られる火か災さい。

　一つは、リトルイタリーとチャイナタウンの狭はざ間まから鳴り響ひびいたマシンガンの音。

　一つは、その現げん場ば付近から駅に行くまでの道で、大量に札さつ束たばが撒まかれた事。

　人々はそれらの事件を結びつける程ほどに暇ひまではなかった。

　ただでさえ、この街では禁きん酒しゆ法ほうという時代に飲み込まれ、様々な『裏側』に関わる事件が起きていた。シカゴでは大おお物もののマフィアが逮たい捕ほされたり、新しいマフィア組織が全ぜん米べいに渡ってその手を広げたりと、あまりにも事件の色が濃くなりすぎて表おもての社会にも裏うら移うつりし始める。

　そんな状態なので、人々はそうした火事や銃じゆう声せい程てい度どの事件では、大して驚かなくなっていた。




　しかし──人々の知らない所で、その事件は裏で繫つながり、多くの影えい響きようを後の世に残す結果となった。

　事件の中心となったのは二つのギャング組織。

　事件をかき回したのは一組の強ごう盗とうカップル。

　そして、事件をこの街に引き連れてきたのは、一人の年とし老おいた錬れん金きん術じゆつ師しだった。

　錬金術師の名はセラード・クウェーツ。

　老人は自らの欲望を満たす為ためにこの街に爪つめを食い込ませ──




　剝はがれ落ちた爪は、未いまだにこの街を蝕むしばんでいた。




　爪つめ痕あとから湧わき出した一匹ぴきの蛆うじ。

　──『アイスピック・トンプソン』

　彼か、彼女か、あるいは『彼ら』か。

　セラードに関わる物はほとんど表には出ない筈はずだった。

　だが──ＮＹの人々にとって、『アイスピック・トンプソン』は表側の事件として受け止められていた。何しろいつ自分達が被ひ害がい者しやになるかも解わからない上に、新聞社達がこぞってその事件をセンセーショナルに取り上げたからだ。

　にも関わらず、どれだけ日々が過ぎても、警察、新聞社共ともにその正しよう体たいに迫る事は無かった。

　だが、人々は知らない。

　猟りよう奇き的な連れん続ぞく殺人であるその事件が、２年程ほど前まえに起こった火か災さいや札さつ束たば散さん乱らん事件と関係しているという事に。
















　そして、この夏──




　死を望んだ少年は不ふ死じ身みの怪かい物ぶつと相あい対たいする覚かく悟ごを決め、

　死を恐れる新聞記者は、『アイスピック・トンプソン』と相対する覚悟を決めた。







[image: 第六章　チック・ジェファーソンは無邪気に果実を切り鳴らす]






















　チャキチャキ　チョキリ

　シャキチャキ　ジョキリ




　そんな音を聞きながら、マークは一人うつむいていた。

　ガンドール・ファミリーの事務所であるこの地ち下か空間。

　出された葡萄ぶどうジュースには手をつけずに、少年は青い顔をして沈ちん黙もくを続けている。

　階上のジャズホールは『coraggioso』という店名がつけられており、イタリア語で『勇ゆう者しや』を意味するその店名に違たがわず、少年は勇ゆう敢かんにもこの異い質しつな空間に飛び込んだのだ。

　そして──現在は、何もできずに固まっている。

　周囲には煙草たばこの煙が充じゆう満まんし、階上から響ひびくジャズの音ねが場の空気をより一いつ層そう大人おとなびたものに変えていた。

　明らかにマークのような少年には似に合あわない場所。

　部屋の中には数人の男達がたむろし、他のテーブルでポーカーなどに興きようじている。

　男達は最初に少年が入ってきた時にチラリとこちらを見たものの、ハサミを打ち鳴らす男の客だと解わかった瞬しゆん間かんに、特に興きよう味みなさそうに自分たちの作業に戻っていった。

　先せん刻こく、後から入ってきた男の一人が、

『なんだあのガキは？』

　と尋たずねたが、

『チックの友達だろ？　あいつ、仕事無ない時はこの辺のガキとばっか遊んでるからな』

『……ハサミ持ってか？』

『ああ』

『俺おれらが言うのもなんだが……警察は何やってんだ？』

　という会話が紡つむがれるだけだった。

　それは興味が無いというよりも、ガンドール・ファミリーの男達が自分から堅かた気ぎの衆しゆうに関わるのを控えているだけなのだが──今のマークにとっては、無関心とも取れるその行為が逆に見えない圧力となって息いき苦ぐるしい。

　──何をやってんだろう、俺……。

　つい昨日きのうまで、自分は死ぬつもりだった。

　今でもそれは変わっていない。

　だが、あの『不ふ死じ身みの怪かい人じん』に出会ってから、明らかに感情と理り性せいが混こん乱らんしていた。

　──あいつは……なんなんだ？

　──どうして……俺なんかを気にかけるんだろう。

　──俺なんかを。

　少年は、自分に価か値ちなどないと決めつけていた。

　寧むしろ、自分などこの世界にいない方が良いのではないかとすら考えていた。

　それは諦あきらめというよりも、何かの願がん掛かけのように──

　だが、今は違う。

　あの不自然な程ほどに爽さわやかな笑顔の化ばけ物ものに気に掛けられ、自分の価値云うん々ぬんなどと言っている場合ではなくなった。

　目の前であれだけ堂々と見せられた『常識外の何か』を気にせず自殺する事ができるほどに剛ごう胆たんならば、少年はそもそも自殺など考えていなかったかもしれない。

　それでも──落ち着けば、改めて冷静になる事ができれば、やはり少年は死ぬ事を選ぶ事ができたかもしれかった。

　だが、その不死身の人間を調べる課か程ていで、一つの組織の名前を聞き、それを無む視しする事もできなくなってしまった。

　ガンドール・ファミリー。

　その組織の名が少年にとってどんな意味があるのか、周囲の男達も、彼をここに連れ込んだハサミ男も知りはしない。

　何より、少年自じ身しんもどんな意味があるのか判はん断だんしかねていた。

　改めて自分が成すべき事を考える為ために、少年がガンドールに関わる自分の過去を思い出そうとした瞬しゆん間かん──

「ねえねえ、何してるの？　アミーゴ」

　と、その場の空気にそぐわない、陽よう気きな女性の声が聞こえてきた。

「えッ」

「ここは子供が来る所じゃないよ？　確かにイーディスの造るオレンジジュースは絶ぜつ品ぴんだけど、こんな所でボヤボヤしてたら周りの怖こわいおじさん達に売られちゃうよ？　アミーゴ」

　マークが顔を上げると、テーブルの反対側に酒さか場ばのサルーンガールと思おぼしき女性が一人立ち、肘ひじをつきながら少年に対して顔を寄せていた。

　メキシコ人と思しきその女性は、年ねん齢れいは二は十た歳ちかそれより少し下のように思える。

　天てん真しん爛らん漫まんという言葉が似に合あうような少女だが、腰に武ぶ器きと思しき刀を二本ぶら下げていた。

「あの、えっと……」

　どう答えるべきか迷っていると、厨ちゆう房ぼうの方からのんびりとした声が聞こえてきた。

「あー、駄だ目めだよマリアちゃん、脅おどかしちゃー。その子、お客さんなんだからー」

　緊きん張ちよう感かんのまるで無いハサミ男の声に、マリアと呼ばれた娘むすめは一いつ瞬しゆんきょとんとして、それからマークの対たい面めんの席に腰こし掛かけた。

「お客さん？　へー。何の用で？　あ！　もしかして……私に殺しの依頼をしに来たとか!?　いいよ！　特別にタダでやってあげる！　誰だれを殺せばいいの？　アミーゴ！」

「えッ……」

　とんでもない事を言い出すマリアに、マークは一瞬啞あ然ぜんとし──

　彼は冗じよう談だんだと受け取ったが、それでも腹の中にムカムカとした気分が広がった。

「……人殺しなんて……最低だよ」

「そうだね！　で、誰を殺せばいいの？」

「……」

「誰でも殺してあげるよ？　相手が強ければ強いほど面白いよ！」

　相手が話の通じない類たぐいの人間だと気付き、マークはうんざりしながら顔を背そむける。

　と、背けた先にはハサミをシャキシャキと鳴らしながら歩いてくる男の姿すがたがあり、空あいている方の手には料理の載のった皿が置かれていた。

「ああ、丁ちよう度どご飯はんを作ってきたんだけど、食べる？」

　皿の上に盛られていたのは、きっかりと同じ大きさに切り分けられたハムと、その中心に盛られたリンゴだった。

　ハサミでどのようにしたのか、リンゴの上うえ半分が彫ちよう刻こくのように刻まれており、その形は見事に帽ぼう子しを被かぶった二人の男女が手を繫つないだ形となっている。

「うわ、凄すごい……」

　思わずそう漏もらす少年の前で、チックはその彫刻をハサミで断ち切った。

「ひッ!?」

　リンゴの台だい座ざから切り放された果か肉にくの彫ちよう像ぞうがごろりと転がり、手が千ち切ぎれかけた男女の人型は、あっさりとマリアに摘つまみ上げられ──そのまま口へと運ばれる。

「……。うん……うん……おいしいね、アミーゴ。君も食べたら？」

　と、男が消えたカップルの果肉人形をマークに差し出すマリア。

　周りの男達は『やれやれ』と言った調子で見ている者や、全く無む視ししている者のどちらかだ。

　──間違えた。

　無む邪じや気きな笑顔を浮かべるテーブル前の男女を見て、マークは思う。

　──ここは、俺おれが来ていい場所なんかじゃない。

　痛みを受けたわけではない。

　何かを奪うばわれたわけでもない。

　精神的に脅おどされたわけでもない。

　だが、少年はこの僅わずかな時間のやり取りの中で気付く。

　──ここは──違う。

　この場所は、自分の居ていい場所なんかではない。

　冗じよう談だんに思えた先せん刻こくのメキシコ娘むすめの言葉が、今はどうしようもない程ほどに真しん実じつ味みを帯びてきた。

　──ああ、ああ、勘かん違ちがいしてた。

　──さっきの、誰だれでも殺してやるって言葉は、冗談なんかじゃない。

　──子供の俺をからかったわけじゃない。

　──この女の人、本ほん気きだ。本気で誰でも殺すんだ。

　──それを、俺みたいな子こ供ども相手にでも本気で言ってくる……

　──つまり、そのぐらいヤバいんだ。

　一秒でも早くこの場から逃げ出さなくては、自分の命が『何か』に握りつぶされてしまうような危き機き感かんを感じる。

　──いや……待て。

　──どうせ、死のうと思ってたんじゃないか。

　そう自分自身に言い聞かせるも、恐きよう怖ふは少年の心を硬く縛しばり上げる。

　死ぬのが怖こわくなったわけではない。

　死ぬ覚かく悟ごができているのに、少年は恐ろしかった。

　自分がいるべき場所にいないというこの違い和わ感かんが、何よりの恐怖となって少年の心を縛り上げる。

　少年は思う。

　やはり自分は、あの橋の上から飛び降りてとっとと死ぬべきだったのだと。

　だが、その思いが逆に少年を落ち着かせた。

　自分自じ身しんは、どのみちこの世界自じ体たいに居てはいけない人間なのだと。

　ならば、どこに居ても同じ事ではないかと。

　屁へ理り屈くつで自分自身の恐きよう怖ふ心しんを抑え込み、少年は静かに口を開く。

「お姉ねえさん……本当に、誰だれでも殺してくれるの？」

「え？　うん、でも、喧けん嘩かした君のアミーゴを殺すってのはつまらないから嫌いやだよ、アミーゴ。私も昔はエリータとしょっちゅう喧嘩してたけど、こうして会わなくなるとその喧嘩だっていい思い出になってるし、殺しちゃったらもう喧嘩もできないよ？」

　過去を懐なつかしむように言うマリア。

　チックがハサミで器き用ようにリンゴの皮を剝むきながら、そんな彼女に尋たずねかけた。

「エリータってだあれ？」

「私がメキシコにいた頃のアミーゴだよ。男おとこ癖ぐせが悪くて手も早くって、いっつも私にナイフばっかり投げて来る子。まあ、暫しばらく会ってないから、今はどうしてるのか知らないけどね！」

　ケタケタと屈くつ託たくのない笑い声を紡つむぐ少女に対し──マークは真剣な表情のままで告げる。

「あの……」

「あ、ごめんねアミーゴ。君の事を忘れてたよ！　で、誰を殺せばいいの？」

「……その……例えば、ですけど」

「うん」

　楽しそうに頷うなずくマリアに対して──少年は、一つのカマをかけた。




「例えば──相手が不ふ死じ身みの怪かい物ぶつでも殺せるっていうんですか？」




　──言ってしまった。

　これで変な奴やつだと思われて外に放り出されるならよし。

　仮かりに何か『不死身の怪物』について知っているなら、動どう揺ようするかもしれない。

　だが、仮に本当に関係があって、怪あやしまれたとしたら。

　──いや……死ぬのは……死ぬのは怖こわくない。

　そう思って、ある種の覚かく悟ごを持ってカマをかけたのだが──




「えッ、不死身って、うちのボス達みたいな人の事？」




「……え？」

　あっけらかんとした顔で答えるマリア。マークは一いつ瞬しゆん相手の言葉の意味が分からなかったが、そんな少年を無む視しして彼女は言葉を続ける。

「うーん、殺せるか殺せないかでいったら殺せなさそうだけど、倒すか倒さないかだったら解わからないよ、アミーゴ！　私も昔ね、ボスの腕を──」

「わあ、マリアちゃん、駄だ目めだよー。その話は内ない緒しよだってラックさん達が言ってたでしょ」

　のんびりとしたチックの指し摘てきに、マリアはハッとなって口を押さえる。

「あー、ごめんね、アミーゴ！　えっと、今の話は夢だから！　誰だれかの！　ね？　だから気にしたら眠くなるよ？　アミーゴ！」

「……」

　訳わけの分からない言い訳をするマリアに、更さらにマークは呆ほうけ続ける事しかできなかったのだが──ふと我に返り、言葉を返す。

「あの……」




　シャキン




　言いかけた言葉は、鋭すぎるハサミの音に断ち切られた。

　ビクリと体を震わせ、吐き出しかけていた息を吞み込むマーク。

　全身を強こわばらせながら、ギチギチと視線をその音の方──ハサミを勢いよく打ち鳴らした青年の方に向ける。

　だが──想そう像ぞうとは逆に、青年は子供っぽい微笑ほほえみを浮かべたまま柔らかい調子で呟つぶやいた。

「君も、本ほん気きで聞かない方がいいよー」

「……」

「多分、誰かに話しても笑われちゃう話だと思うし。それとも……」

　ハサミの青年は、ゆっくりとハサミを開閉しながら、淡たん々たんと言葉を紡つむぐ。

「君は、最初から死なない人の話を探りにここに来たの？」

「……」

　──バレた。

　当然といえば当然だ。

　これ以上誤ご魔ま化かす事ができるとは思えない。

　一いつ体たい何をされてしまうのだろうか。

　それが恐ろしくて、少年は息を吞むが──青年は、優しい顔のまま首を振るだけだった。

「だったら、ここは君が来る所じゃないよー」

「えッ……」

「何か聞きたいんだったら、ここだと子こ供ども相手でも何かを差し出さないといけなくなるよー？」

　無む邪じや気きな声。

　自分よりも精神年ねん齢れいが低いのではないかと思える程ほどに無邪気で、緊きん張ちよう感かんも無く、そして幼い印いん象しようのしゃべり方。

　だが──その青年は、確かに出会ったばかりの少年を気き遣づかっていた。

「ここにいるみたいな人達に借りを作っちゃうとねー、色々と厄やつ介かいだよー？」

「で、でも……」

「君に何があったのか知らないけど、君もここの人達の事を知りたいんだったら、ここで聞いちゃ駄だ目めだよー。ただでさえ、今はみんなピリピリしてるから」

「ぴ、ピリピリ？」

　言われて周囲を見渡してみるが、男達はこちらのテーブルを気にしてもいない。

　会話が聞こえていなかったのか、それとも聞いた上で無む視ししているのかは解わからないが──ともかく、強こわ面もての人間が多くはあるが、特に怒っているような感じは見受けられなかった。

　だが──ハサミを持った青年は、シャキン、と再びハサミを打ち鳴らし、淡たん々たんとした調子で言葉を紡つむぎ出す。

「うん……アイスピック・トンプソンさんって知ってる？」

「……」

　無む言ごんで頷うなずく少年に、青年はハサミをチャキチャキとリズミカルに鳴らしながら言った。

「あのね、まだ入ったばかりの人だっただけど……うちの組の人が、そのアイスピック・トンプソンさんに殺されちゃったの」

「殺された……」

「そうなの。だからねー、巻き添えにならないように気を付けなきゃ駄目だよー？」

　青年がそこまで言ったところで──

　階上から足音が響ひびき、一人の男が顔を出した。

　事務所内ないの男達はジロリとその男を一いち瞥べつし、すぐに緊張を解いて自分たちの作業に戻る。

　一番階かい段だんの近くにいた男が、軽く手をあげながら来客に告げた。

「カールの旦だん那なか、悪いな。キースさん達は今出で払はらってるぜ」

「む……そうか。それは失礼した」

「珍めずらしいな、あんたがアポ無しで来るなんざ」

「うむ……ちょっと急に気になる事ができたものでね」

　そんな会話が、マークの耳にもかすかに届く。

　最初はマフィアがらみの客きやく人じんだろうと思っていたマークだが──次の会話を耳にして、思わず目を見開いた。

「アイスピック・トンプソンの件か？」

「ええ、それと……例の件で……」

「待て」

　そこでマフィアの男はカールと名乗った男の言葉を手で制し、

「それ以上はこっちで話そう」

　と、顔から笑えみを消して奥の部屋へと連れて行った。

　マークは暫しばしその男の背を見つめていたのだが──

「ああ、そうだねー。今の人なら安心だよ？」

「え？」

　ハサミをチョキリときらめかせ、笑顔の青年は淡たん々たんと告げる。

「あの人は、ＤＤ新聞さんの記者さんなんだよー？　それで情報屋さんだから、きっと色々と教えてくれると思うよ？　君が言ってた、死なない人達のこともー」

　ニコニコと笑う青年の声はやはり無む邪じや気きで、腹の底が読めなかった。

　もっとも、本当に何も考えていないのかもしれないが。

　そう思いつつも──少年は静かにうつむき、相手の言葉を呟つぶやき直す。

「ＤＤの……新しん聞ぶん記者」

「うん、あそこの人達って凄すごいんだよ。お返しにお金を払ったり、何かの秘ひ密みつとかを教えてあげるとね、代わりに何でも教えてくれるんだよ？」

「……なんでも？」

「うん。うちの組の事だって色々教えてくれるよ？　ここで聞いたら殺されちゃうような事だって、なんだって教えてくれるよー」

　さらりと物ぶつ騒そうな事を言ってのける青年を余よ所そに、マークは何かを考え込むようにうつむいた。

　情報屋などとはどうにも胡う散さん臭くさい存在に思えたが、新聞社の人間ならば何かそういう副ふく業ぎようをしていてもおかしくないと考える。

　──もしかしたら……俺おれの知りたい事も全部……。

　──でも……俺には金がないし……。

　──……。

　それから暫しばらく黙だまり込んでいたマークだったが、不意に立ち上がると、ハサミの青年に「ありがとう……ございました」と小さく告げ、そのまま階段を上がっていった。

「あれ、ちょっとー、結局誰だれを斬きって欲しかったの？　アミーゴ」

　名残なごり惜しそうに引き留める娘むすめの声を聞き流しながら、少年はマフィアの事務所を後にする。

　彼はそのままジャズホールを立ち去るのかと思いきや──そのまま少し離れた建物の壁に寄りかかり、静かにジャズホールの入口を眺ながめ続けた。

　穏おだやかな──

　それでいて、何かを決意したような瞳ひとみを光らせて。
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地下酒さか場ば『ジェーン・ドゥー』




　『身み元もと不明』という意味の名を持つ、それなりの広さを持つ闇酒場スピークイージー。

　席は数多く存在するが、客は殆ほとんど入っていない。

　それもその筈はずで──この地下酒場は文字通り地下に造られており──その地上にあるものは、ＮＹにある墓はか場ばの一つだったからだ。

　内ない装そうもそれに合わせたかのような不ぶ気き味みな作りとなっており、吸きゆう血けつ鬼きのねぐらだと言われても信じてしまいそうな空気に満ちている。

　黒い服を纏まとった店てん主しゆは顔かお中じゆうが傷だらけで、カウンターの中には強ごう盗とう対策のショットガンと巨きよ大だいなナタが置かれている。数少ない客達も殆どが『来る所を間違えた』という顔をしており、殆どの人間は二度と来る事は無いだろう。

　だが──

　そんな酒を楽しむという空気とはほど遠い雰ふん囲い気きの中で楽しげな笑い声を響ひびかせる者達がいた。




「あっはっは！　そうだろうよそうだろうよ！　この店は本当に不ぶ気き味みだ！　だがそれがいい……店てん主しゆが人間離ばなれしている事も含めて、この不気味さが楽しいまでに浮うき世よから俺おれの心を遠ざけてくれる！　ここで飲むアルコールは最高だ……何しろアルコールが殆ほとんど無くなるまで１０００倍ぐらいに薄めて出してるから、俺にも安心して飲める」

「あっはっは！　１０００倍は凄すごいね！　殆どノンアルコールじゃないか！」

「いやいや、それが絶ぜつ妙みようなんだよ。サメは一いつ滴てきの血でも数キロ先から嗅かぎつけるっていうぜ？　そのサメの鋭えい敏びんさと同じく、俺のハートはアルコールに鋭敏だと思ってくれ……俺の酔よいは常じよう人じんよりも遙かに研とぎ澄すまされているって事だ！　つーか、普通の客の１０００分の１の量でほろ酔い気分になれるって、凄いお得……そう、お得な話だと思わないか？　ヤバイ、なんだか楽しくなってきたぞ」

「確かにお得だね……これは新しい商売の予よ感かんがするよ？　人を酔いやすくさせれば、その分お酒を薄めて売れる……いけるね！　みんな幸せになれるよ！」

　グッと突き出された親おや指ゆびを、青い作業着の男は楽しそうにぱちんと叩たたく。

「楽しい……実に楽しい話をしよう！　いやー、こんなに楽しい酒は久しぶりだ！」

「いやいや、こっちこそ、こんなに面白い人に会えたのは久しぶりだよ」

　楽しげに会話を続ける二人の隣となりの席で──青い作業着の青年──グラハムの仲間達たちはなんとも言えない表情で静かに酒を吞んでいた。

「……楽しい酒も何も、グラハムさん、その１０００倍に薄めた酒ですらまだ一滴も吞んでないよなあ」

「何も吞まないで酔っぱらえる人ってのは本当にお得だよな」

「じゃあ、みんなはグラハムさんと人じん格かく取り替えたいっすか？」

「こ、怖こわい事こと言うなよ、シャフト……」

　苦にがい顔で薄く笑う面めん々めん。

　そんな彼らにはおかまい無しで、グラハムは昼間知り合ったばかりの男とすっかりうち解けていた。
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ＮＹ某ぼう所しよ　路ろ地じ裏うら




　時間は、日差しの強い午後の一時に遡さかのぼる。




　気だるい暑さが続く最中、暑あつ苦くるしくも寒々しい叫びがマンハッタンの外れに響ひびき渡る。

「事情はよく解わからない……。だが、お前があのガキを追っていた事は確かだ。つまり、あのガキが急いでいたのも俺おれの腹を踏み抜いたのも今日きようという日が暑いのも全すべてお前に帰き結けつする。そして俺は悲しみ、そして楽しみながら断言しよう！」

　レンチを強く握りしめながら、目の前に現れた男に対して、この上うえ無ない程ほどに理り不ふ尽じんな言い掛かりをつけるグラハム。

「お前が……お前が全ての悪の根こん元げんか！」

　そして、まさにその銀ぎん色いろの塊かたまりが振り下ろされようかというその瞬しゆん間かん────




「そ……そうだったのかッ！」




　と、被ひ害がい者しやになる筈はずだった男が大声を上げ、高こう速そく移動を始めていたレンチの先せん端たんがぴたりと止まる。

「まさか……まさか今日こんなに暑いのが俺が原因だったなんて……これは大だい問題だよ！　ごめん、俺、全ぜん然ぜん気付かなかった……！　どうしよう、俺のせいでこの町がピンチになってるなんてちっとも解らなかった」

　そして、ガシリとグラハムの手を握り、ぶんぶんと力強くシェイクハンドした。

「ありがとう……本当にありがとう！　君のおかげで、俺は自分の過あやまちに気が付いたよ！」

　一方のグラハムは、キョトンとしながら後ろにいる仲間達たちを振り返る。

「むう……良く解らんが、俺は感かん謝しやされているのか、シャフト」

「ええ、何がなんだか解りませんが。どうしよう、変な人ですよこの人」

　仲間達も混乱したように顔を見合わせているが──対する男はそんな奇き異いの視線など気にする事もなく、パア、と顔を輝かせてグラハムに向き直った。

「よし、せっかく原因が分かったんだから、どうすればこの暑さを克こく服ふくできるか考えよう！　俺が原因だとするなら、とりあえず俺が川に飛び込んで自分の体を冷やせばいいのかな」

「……。楽しい……楽しい話をしよう！　思いついた！　それなら俺達の方が川に飛び込んだ方が涼すずしくなるぞ！　よしシャフト、今すぐ川にＧＯだ。川に流れてそのまま海に出て夕日に叫べば俺達はなんとなく幸せになれるんじゃないのか!?」

「止めて下さいよ！　山やま奥おくの綺き麗れいな川ってわけじゃないんですから！」

　悲鳴を上げるシャフトを余よ所そに、ニコニコと笑顔を振りまいている男は、朗ほがらかな表情のままうーんと首を捻ひねり──

「じゃあ、強いお酒を頭から被かぶったら？　気き化か熱ねつで涼しくなるよ！」

「それは名めい案あんだ！　やばい……シャフト、ヤバイぞ、天てん才さいが現れた。俺達のこの気だるさを吹き飛ばす救きゆう世せい主しゆだ！　くそ……誰だれださっき諸しよ悪あくの根こん源げんだなんて言った奴やつは！」

「グラハムさんすよ」

「なんてことだ！　くそ、悲しい！　人生はなんと悲しいんだ！　俺おれは救世主を諸悪の根源扱あつかいしてしまった……つまり俺は世界を救う奴を敵と見なした……つまり巡り巡って俺は世界の敵なのか、それとも世界が俺の敵なのか！　どちらにせよもう駄だ目めだ……世界は俺を許してはくれないだろう」

　ハイテンションにショックを受けてガクリと膝ひざをつくグラハム。

　そんな常じよう軌きを逸いつした青年に対し、路地に現れた男は優しい笑顔を向け、グラハムの肩をポンと叩たたきながら言った。

「大だい丈じよう夫ぶ、世界が許さなくても誰か一人が許してくれればいいさ。その人の為ために笑ってあげればいい。誰も許してくれなかったら良く解わからないけど俺が許してやるって！」

「なんて事だ……救世主は敵である俺を許すと言い出したぞ……！　シャフト、どうすればいい、こんな時とき俺はどうすればいいんだ!?」

「とりあえず寝て下さい。傍はた目めに見て頭が痛くなってきました」




　その後────




　手て近ぢかなアジトにあった医い療りよう用アルコールを頭から被かぶったグラハムは、そのまま気き化かしたアルコールを吸って酔よい潰つぶれてしまった。

　エルマーと名乗ったその男は、倒れたグラハムを手近な医者まで運んだ事から、

「なんてことだ！　俺は敵に許された上に情なさけを掛けられてしまった！」

　と、変な感かん銘めいの受け方をしたグラハムと意い気き投とう合ごうする結果になったのだ。
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　そして──現在に至る。




　シャフト達は隣となりの席から聞こえてくるハイテンションな会話を聞きながら、微び妙みような表情のまま小声で会話を続けている。

（しかし……あれだな。前々から思ってたけどよ……グラハムさんと意気投合するのって、大たい抵てい変わった奴だよな）

（類るいは友を呼ぶって奴ですよ。そういう意味じゃ俺らも人の事ばっか言えないっすよ）

（まあ……ラッドの兄あに貴きからして最高に頭がおかしいからな……）

（つーか、本当に俺らもよく一いつ緒しよにいて平気だよな）

（まあ、ラッドさんは一度仲なか間まだと認にん識しきした人は絶対に殺さないっすから。そういう歪ゆがんだ信しん念ねんみたいなのが惹ひかれ合うんじゃないっすかね）

（つーか、そこのエルマーって兄にいちゃんもやっぱ変人だよな）

（『世界中の人の笑顔が欲しい』とか真ま顔がおで言ってましたからね。宗しゆう教きよう家かでもなさそうだし）




　先せん刻こくグラハムにエルマーがそう告げた時、グラハムは眉まゆをひそめながら次のように言った。

「ほう……世界中の人が笑って、一いつ体たい何の得があるんだ？　この世界がどう変わる？　到とう底てい不可能な夢だし、そこに辿たどり着くまでに笑顔の数十倍の悲しみが起こるだろう。人々はアンタを偽ぎ善ぜん者しやと笑うだろうし、世界の笑顔は全すべてアンタを嘲ちよう笑しようするものになるかもしれない。それなのに、何な故ぜそこまでして笑顔が見たい？　世界を幸せに包もうというのか！　何の為ために！」

　その長い演えん説ぜつめいた問いかけに対して、エルマーの答えは一ひと言こと。

「俺おれが嬉うれしい」

　数秒の沈ちん黙もくの後に──グラハムはレンチを自分の額ひたいにコン、と当てながら口を開いた。

「なるほど……納なつ得とくできる」
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（しかも、へらへらしてるけど目がマジだったからな。絶対まともじゃねえって。偽善者だって普通は『自分だけの為に世界平和を目指す』なんて言わねえぞ）

（『俺おれが嬉うれしい』で納なつ得とくするグラハムさんもグラハムさんだけどな）

　そんな事をブツブツと語り続ける男達たちだったが──

　カラン、と酒さか場ばの入口の方で音が鳴り、新たな来客を店内に報しらせる。

「あれ……」

　新たに入ってきたその男を見て、グラハムの仲間達は互いに顔を見合わせる。

　その男は、夏だというのに膝ひざ下したまで伸びるロングコートを纏まとっており、どうにも怪あやしい雰ふん囲い気きを漂わせていた。

　帽ぼう子しとコートの襟えりの間からは鋭い眼がん光こうを覗のぞかせ、顔面には大きな傷きず痕あとらしき物が見え隠かくれしている。

　エルマーと話し込んでいるグラハムは新たな来客に気付いてすらいなかったが──

　シャフト達は顔を見合わせ、その男が見覚えのある人物だと確かく認にんしあう。

（おい、あれ……──さんだよな）

（ああ、こんな時期にコートつったら間違いないだろ）

（そういや今日きよう、医者のとこにいなかったっすね）

（退たい院いんしたのか）

（あ、来たぞ）

　こちらに近づいてくるロングコートの男に、不ふ良りよう少年達は軽く会え釈しやくをした。

「……おう」

　ロングコートの男は小さく呟つぶやき返すだけで、そのままスタスタとグラハムの席にまで歩いていく。

　グラハムとエルマーはまだ男の接近に気付いていないようで、内容の特にない世せ間けん話ばなしを続けていたのだが──

「よう、元気だったか、グラ坊ぼう」

　ぬっと席の横に現れた長身の男に、二人の会話がぴたりと止まる。

　元々の店の雰ふん囲い気きも相まって、完全な静せい寂じやくが店の中に訪れた。

　時間そのものが止まってしまったかと錯さつ覚かくさせる状況が、果たして何秒続つづいただろうか。

　傷だらけの店てん主しゆがグラスを磨みがき始め、キュ、キュ、と引き締まった音が響ひびき始めるのと同時に──グラハムが、それまで半分閉じていた目を丸く見開きながら声をあげた。

「スミスの旦だん那な！」

「くく……久しぶりだな」

　襟えりの間から乾いた笑いを漏もらす男。

　スミスと呼ばれた彼は、立ったまま指をパチリと鳴らし、店主に『いつもの』と声をあげる。

「いつものだと？　半年以上面つらぁ見せなかった奴やつが何を抜かす」

　不ふ機き嫌げんそうに言う店主だが、その手はスムーズに動いて一つのカクテルを作り始めていた。

「ちょいと旅に出てたんでな。自分探さがしの旅だ」

「？　何なに言ってんだ？　スミスの旦だん那な。ガンドールの奴やつらにやられて入院してたんだろ？」

「ぐ……ッ！」

　あっけらかんと言ったグラハムの言葉に、スミスはガキリと表情を強こわばらせた。

「だッ……誰だれからそんなデタラメ……」

「刀を腰にさげた変なサルーンガールがそこら辺で言いふらしてたぜ、旦那。『無む傷きずだったのは自分だけだったから、私の腕はそいつらより確かだよ！　アミーゴ！』って言って依い頼らい人にんを探してたよ」

「あの小こ娘むすめ……殺す……絶ぜつ対たい殺す……ッ！」




　ラズ・スミス。

　自じ称しよう『ガンマイスター・スミス天才狙撃手を生み出す鍛冶屋』。

　呼びにくい上にマイスター職人とス鍛ミ冶ス屋がややこしい為ため、誰もその名で呼んではいないが──そういう名で呼ばれているという噂うわさを自分で町の不ふ良りよう達に流させている殺し屋だ。

　本人曰いわく『かっこいいと思うんだがな……いいか、俺おれはあらゆる銃じゆうを操あやつる。つまり手にした銃の数だけその銃の新しい狙そ撃げき手しゆが生まれるわけだ。だからガンスミスじゃなく、ガンマイスターのスミスって事で……』との事だが、殆ほとんどの人間は解説の途と中ちゆうから聞き流す。

　何な故ぜかグラハムはその解説に『なるほど……かっこいいな！』と感かん銘めいを受け、噂を流すのに一役買かっていた。

　そんな彼は、今年の初めに他の数人の殺し屋と共にガンドール・ファミリーと揉もめごとを起こし、足に大おお怪け我がをした挙あげ句くに顔面を殴なぐり割られた。

　結果として半はん年とし以上の入にゆう院いん生活を強いられる事となり、ようやくこうして退たい院いんする事ができたのだ。




　ともあれ、嘗かつての殺し屋仲なか間まに殺さつ意いを抱くスミスを余よ所そに、グラハムは数少ない人生の先せん輩ぱいとの再会に浮かれていた。彼は椅い子すから立ち上がると、レンチを片手で器き用ように回しながら楽しげな声をあげる。

「ああ……嬉うれしいな、今日きようはなんて嬉しい日だ！　気の合う吞み仲間を見つけただけでなく、スミスの旦那とこうして無ぶ事じに会えるとは！　こりゃ、そろそろラッドの兄あに貴きも脱だつ獄ごくとかして俺に会いに来るんじゃないか!?　どう思う、スミスの旦那！」

「ラッドか……、俺はあいつは苦にが手てなんだがな」

　既き知ちの間あいだ柄がららしく、相手の顔を思い出して眉み間けんに皺しわを寄せるスミス。

「ああ、ラッドの兄貴は旦那みたいな奴やつを見たら本当なら真っ先に殺しにいくからな！　俺らを世せ話わしてくれたってのがあるから殺されずに済んでるんだぜ、多分？」

「そう簡単に殺やられる気はねえさ」

　フ、と軽く笑いながら、スミスはコートを片方だけ広げて見せる。

　すると──そのコートの下にはいくつものホルスターが装そう着ちやくされており、パッと見ただけでも十じつ丁ちよう以上の拳けん銃じゆうがその中に収まっていた。

「わあああ、すげえ！　すげえよスミスの旦だん那な！　っつーか、入院してたのに良く逮たい捕ほされなかったよな！」

「あのフレッドって医者はそういうのに関心ねえらしいからな、ずっと俺おれのベッドの下に置いといてくれたぜ。……ま、ほっぽりっぱなしだったんで手入れに丸まる一日かかったけどよ」

　ショットガンまでぶら下がったコートを見て、グラハムは目を輝かせ、横にいたエルマーもオオーと感心した声を上げている。

「ん？　ところでこいつは誰だれだ？」

「ああ、紹しよう介かいするよ、こいつは俺の恩おん人じんでエルマーっつってさ、この世の救きゆう世せい主しゆさ！」

「……救世主だあ？」

「なんでも、世界中の人々を笑わせる為ために生きてるんだってよ」

　嘲ちよう笑しようではなく、本気で感心したという瞳ひとみで語るグラハム。

「……道どう化け師しか？　笑わせて金を稼かせぐとか……」

「いや、本当に、この星にいる全ぜん人じん類るいを同時に笑顔にするっつー、世界征せい服ふくよりも難しそうな事にチャレンジしようってんだとよ！　すごいよな！」

　それを聞いたスミスは、暫しばし考え込み、ゆっくりと言葉を吐き出した。

「ほう……それはまたイカれた野や郎ろうだな。くく……だが、狂きよう気きに捕らわれてるのは俺と同じだな。手前てめえの人生を懸かけて人を幸せにするだの殺すだの、同じく狂気に捕らわれた奴やつにしかできねえ事さ」

「おお……相変わらずスミスの旦だん那なは哲てつ学がくを持ってるんだな！」

　子供のように目を輝かせるグラハムの横で、笑いながらウンウンと頷うなずくエルマー。

「ああ、確かに俺、狂ってるとはよく言われるね。ヒューイって友達にはもう三〇〇回ぐらい言われてるよ。でも、スミスさんは哲学を持って狂ってるなら素す敵てきだねえ」

「くく……そうか、お前、中なか々なか話が解わかるな。そのヒューイという奴も、名前からして去きよ年ねん捕まったテロリストを思い出させる」

「多分、そのテロリストが俺の友達のヒューイ本人だと思う」

「くく……馬ば鹿かな。いや待て、それが真実だと思った方がより狂きよう的てきだな。世界を笑顔で埋め尽くそうという男がテロリストの友達……狂っているのか正常なのか……はたまた単なる妄もう想そうなのか……どちらにしろ、お前には中々見込みがあるぞ」

　テロリストという不ふ穏おんな単語が並んでいるにも関わらず、何な故ぜか朗ほがらかな空気になっているテーブルを見て、シャフト達は一いつ斉せいに頭を抱え始めた。

（オイオイ、スミスの旦だん那な、まだあの癖くせ直なおってねえよ）

（人ひと前まえで堂どう々どうと狂きよう気きがどうこう言わないでくれよな……こっちが恥はずかしいから）

（ただでさえ三十丁ちようも銃じゆうを仕込んだコート着てる時点でおかしいんだからよ）

（強いんすけどね）

（そこそこな）

（ガンドールの幹かん部ぶに負けてるけどな）

（つーか、あのコートの重さ、30６キ６ロポ近ンくドあるらしいぞ）

（そりゃ確かに狂気の沙さ汰たっすね）

（まあ、グラハムさんもああいう変に突き抜けた人が大だい好すきだからな）

（基本的に子供っすからね、グラハムさん）

（厄やつ介かいな！）

（しかしあのエルマーって奴やつ、会話についてってるぞ）

（やっぱり変へん人じん同どう士しって気が合うんだな……）

（ていうかテロリストと友達ってマジか？）

（まさか……冗じよう談だんだろ？）

（まあ、ホントにしろウソにしろ、あんまり触れない方がよさそうだ）

　シャフト達が好き勝かつ手てにそんなことをささめきあっているのにも気付かず──

　スミスはふと真剣な表情になり、コートの中から何なん丁ちようかの銃を取り出し、テーブルの上に並べ始めた。

「グラ坊ぼう、銃を何丁か欲しいって言ってたろ？　持って行け」

「嬉うれしい……嬉しい話をしよう！　いいのか旦那！　本当に貰もらっても！」

　珍めずらしく短い言葉で悦よろこぶグラハムに、スミスは眼めをつむりながら諭さとすように言葉を紡つむぐ。

「ああ……だがな、グラ坊、銃ってのは、その存そん在ざい自体が狂気なんだぜ。それを手にするって事は、自分の正しよう気きを弾だん丸がんに込めて少しずつ削けずり撃うつって事さ、それを──」

　途と中ちゆうで眼を開き、思わず言葉を止めてしまう。

「……何してる」

　今の台詞せりふを吐き出している間に何が行われたのか──

　テーブルの上には、綺き麗れいに分ぶん解かいされた銃のパーツがそれぞれバラバラに散らばっていた。

「ああ、嬉しい！　こんなに嬉しい事があるか！　一度でいいから銃っていうのを思う存ぞん分ぶん解かい体たいしたいと思っていた……それが、こんなに多くの種類を一気に解体できるだなんて、これほど充実した気分は久しぶりだ！　俺はこの充実した心で何をすればいい？　決まっている、礼を言うことだ！　ありがとう……スミスの旦那、本当にありがとう！」

「こッ……このガキ、この短い時間で五ご丁ちよう全部ばらしやがって……ッ！　くそ、散さん々ざん銃が欲しい銃が欲しいって言ってたから何かと思えばこういう事か！」

　いまや細かいパーツごとに分ぶん解かいされた鉄くずの山を見て、スミスはわなわなと震えながらそのパーツに手を伸ばす。

　シャフト達はゴクリと息を吞み、この場で惨さん劇げきが始まってしまうのではないかと不安そうにスミスとグラハムを見守っていた。

　そして、スミスはパーツを指で摑つかみ──

「くそ、解かい体たいしたいなら解体したいと理由を言え！　おかしいと思ってたんだ、レンチ一ひと筋すじのお前が銃じゆうを欲しいなんて言い出すからよ！　こういう事か……！　それにしてもグラ坊ぼう、解体の腕は相変わらず一流だな。少しもパーツに傷がついてない。全くもってこの腕うで前まえは狂きよう気きの沙さ汰ただ」

「困った話だけどよ、旦だん那なに狂ってるって言われると、なんか褒ほめられてるみたいで照れる」

「どういう意味だ？」

　そう言って舌した打うちした瞬しゆん間かん、スミスの手の中で銃の内の一つが組み上げられた。

「えッ？」

　シャフト達は思わず顔を見合わせる。

　ほんの数十秒前まえまでは、確かにその銃はバラバラで、他の銃のパーツと混ざり合ってただの鉄くずのようになっていた。

　それが、今ではグラハムが壊こわす前のように、完全な形となってスミスのコートの中に戻されているではないか。

　不ふ良りよう少年達たちが驚いている間に、二に丁ちよう目めが完成。

　再びコートの中にしまい込みながら、スミスは淡たん々たんと語り続ける。

「言っておくがな、俺おれだって油ゆ断だんしなきゃガンドールの奴やつに負けたりしねえ。確かにあいつらはおかしい。ついてけねえとは思ったが──それでも、冷静になってりゃ勝てた相手だ」

「じゃあ、なんで油断したのか、と俺は問うてもいいんだろうか？　だがそんなことを聞いたらスミスの旦那が傷つくかもしれないし怒らせる事になるかもしれない。ここは大人おとなになって聞かない事にするべきだろうか。……スミスの旦那はどう思う？」

「……相変わらず苛いらつく喋しやべりをする奴だなこの野や郎ろう……。くそ、油断したっつーのは、……びびったっつーか……その、なんだ、あいつらが不ふ死し……いや、なんでもねえ。忘れろ。人生を長くやってるとな、一つぐらいは上う手まく説明できない事ってのは出てくるもんだ。この裏うら側がわの闇やみ社会に浸ひたってんなら尚なお更さらだ」

　喋しやべっている間に二丁が完成し、最後の一丁のパーツだけが綺き麗れいに残っている状態だった。

　そのパーツを摘つまみ上げながら、お手玉のように手の中で弄もてあそぶ。

　すると、そのパーツ同士がまるで生きているかのように、次々と収まるべき場所に嵌はめられていく。無む論ろん、最後にその銃が完成した瞬しゆん間かん──テーブルの上に、銃のパーツだったものは何一つとして残されていなかった。

「流石さすがだ……流石だという話をしよう。俺おれがバラした銃じゆうをこんなにあっさりと組み直すとは、やはりスミスの旦だん那なの狂きよう気きは南なん極きよくの白しろ熊くますら凍いてつかせるに違いない！」

「確かに。北ほつ極きよくから南極までスミスさんの技術を見物に来た白熊もビックリだね！」

　手て品じなでも見せられたかのような顔をしているシャフト達を余よ所そに、グラハムとエルマーは素す直なおに感かん嘆たんの声をあげている。

　そんな彼らを見て──不良少年達は諦あきらめたように首を振った。

（……変へん人じんってのには、ほんとついてけねえよ）

（全くだ）

（いや、俺らグラハムさんについていってるじゃないっすか）

（てことは、俺らもやっぱ変人って事か？）

（人生って報むくわれねえなあ）




　そんなネガティブな空気を余所に、グラハムは久しぶりに会った先せん輩ぱい格かくの人間と、新しく出会えた知り合いと楽しく談だん笑しようを続けていた。

　もっとも、『コートの下の銃のせいで座れない』と言って、スミスは終しゆう始し立たちっぱなしで酒を吞んでいたのだが。

「さて……グラ坊ぼうの無ぶ事じも確かく認にんできたし、俺もそろそろ出るとするか」

「なんだよ、スミスの旦那。もっとゆっくりしてきゃいいのによ」

「いや……この後、早さつ速そく仕事の依頼があるんでな」

「退たい院いんしたばっかなのにもう仕事？　旦那は本当にイカれてるな」

「何度も言ってるだろう」

　スミスはニヤリと笑うと、帽ぼう子しを深く被かぶり直しながら、どこか楽しそうに言葉を紡つむぐ。




「この職業殺し屋の奴やつで、正しよう気きの奴なんかが居たらお目にかかりてえってな」





⇔






一時間後ご




ＮＹ某ぼう所しよ　廃はいビル




「……」

　舎しや弟てい分ぶんのグラハム達と別れ、完全に殺し屋として気分を切り替えたスミス。

　グランドセントラル駅に程ほど近ちかい大通り。

　そこに面したビルの中に、何のテナントも入っていない奇き妙みようなビルが存在した。

　内部は思ったよりも綺き麗れいで、埃ほこりも殆ほとんど無いような状況だ。

　ただし、内ない装そうは何も無く、所々にペンキで線が引いてある。

　何の線であろうか。

　そんな事を疑問に思いながら見つめていると──背後から、暗い調子の声が掛けられた。

「このビルは、近ちか々ぢか取り壊こわされる予定でしてね」

「……」

「失礼しました……スミスさん……で、よろしいのでしょうか」

　ゆっくりと頷うなずくスミスに対し、男は安あん堵どしたように首を振る。

「いえいえ、申もうし訳わけない。こんな所に呼びつける形となってしまって……」

「……」

　無む言ごんのまま様よう子すをうかがうスミスに対し、男は静かに言葉を紡つむぐ。

「助かりました。ルノラータ・ファミリーの方から紹しよう介かいとはいえ、本当に私などの為ために来ていただいた事に感謝しております」

　丁てい寧ねいな調子だが、心の底ではこちらに怯おびえている。

　そんな感じの声だった。

　スミスは復ふつ帰きとしては丁ちよう度ど良い仕事が回ってきそうだと思い、ロングコートの襟えりに内側で静かに口を開く。

「そうだな……アンタを安心させる為ために、何か実力を示しておくか？」

「あ、いえいえ、それには及びません」

　慌あわてて手を振りながら、男は静かに手を振り──言った。

「私の代わりに殺していただく覚かく悟ごさえあれば、子供でも殺せるような相手なんですから」

「なに……？」

　遠とお回まわしに馬ば鹿かにされているような気がしたが、以前にそうして熱くなって冷静さを欠いた事を思い出し、湧わき上がる靄もやを全すべて己おのれの内に封じ込める。

「そうか……で、誰だれを殺して欲しいんだ？　一晩で有名になった新聞記者の先生が」

「困ったな、そこまでルノラータの方から聞いているんですか」

　大きく息を吐き出しながら、男──レスターは体の震えを抑えつけながら、言った。

「いえ……その、私を有名にしてくれた人を殺して頂きたいんです」

「なに？」

　レスターの声は一いち音おん一音が重く鋭く──

　まるで、自分の体を守るハリネズミのトゲのようだった。




「アイスピック・トンプソン……彼が警察に捕まるよりも早く──始し末まつして頂きたいのです」







[image: 第八章　アイスピック・トンプソンは闇からゆらりと顔を出す]






















ＮＹ　リトルイタリー




「……雨、か」

　カールはそう呟つぶやき、空を仰ぐ。

　チャイナタウンの方ほう角がくにあるＤＤ新聞社に向かう最さ中なか、冷たい雨が彼の肌はだを打ち始めた。

「まいったな。やはり今日きようは一度帰かえるべきだったか」

　独ひとり言ごとで愚ぐ痴ちを言いながら、足あし早ばやに新聞社に向かうカール。

「まったく、今日も雨か……」

　まだ熱気が残る夏の夜。

　雨は涼すずしさを運んでくると同時に、なんとも言えない圧あつ迫ぱく感かんを与えてくる。

　殺さつ人じん鬼きが雨の日にだけ活動するという現在のＮＹの状況では、特に圧迫感が強く感じられた。

　だが、カールは特に気にした様よう子すも見せずに町を歩く。

　──レスターの奴やつ……やはり何か知っているな。

　先せん刻こく、ガンドールの事務所にいく直前に出会った男の事を思い出し、カールは暗い空を仰ぐ。

　雨のしずくが顔面に当たるのも気にせず、星のない夜空を睨にらみ付けた。

　──やはり、真しん犯人は『アレ』の関係者と見ていいだろう。

　──最初は、レスター自身がアイスピック・トンプソンとも考えたのだが……。

「奴は、確かに怯おびえていた……自分の命を狙ねらう殺さつ人じん鬼きに」

　独ひとり言ごとを呟つぶやいた所で、ふと気付く。

　──やはり、尾び行こうされているか。

　先刻から、自分の後についてくる影がある事に気付いてはいたが──雨が降り始めたというのに、その影が慌あわてて移動する気け配はいはない。

　──アイスピック・トンプソン……いや、まさかな。

　──だが、油ゆ断だんはできんな。

　もしかしたら、あの秘密を知っている自分をレスターが始し末まつしに来たのかもしれない。

　そんな事を考えながら、人ひと気けの無くなった道の真まん中なかで──カールは静かに振り返る。

「出てきたらどうかね」

　静かだが、重みのある声。

　彼とて多くの事件において、生せい死しを分ける『境きよう界かい線せん』を越えて取しゆ材ざいをした事のある身であり、こうして後をつけられる事も一度や二度ではなかった。

　相手の危険度ども大だい体たい一ひと目めで解わかるようにはなっていた。だからこそ、グラハムに対しても堂々と会話を行う事ができたと自じ認にんしている。

　もしもあれがラッド・ルッソ相手だったならば──カールは恐らく、取材場所に現れる事すらしない。そもそも、取材自じ体たい行わなかった事だろう。

　だが、現在の状況が危険なのかどうかは解らない。

　彼は手て近ぢかに逃げ込める闇やみ酒さか場ばが何なん軒けんか開いているのを確かく認にんし、敢あえてこの位置と距離で声をかけた。

　鬼おにが出るか蛇じやが出るか。

　僅わずかに緊きん張ちようしながら後をつける『影』の対応を窺うかがったのだが──

　道の陰から現れたのは、まだそう歳としのいっていない少年だった。

「……？」

　眉まゆを顰ひそめるカール。

　距離は５メートル程ほど。少年はそこで一いつ旦たん立ち止まる。

　──ただの物取りか？　いや、それにしては様よう子すがおかしい。

　訝いぶかしむカールに対し、少年はゆっくりと足を踏み出しながら口を開いた。

「あなた……情報屋さん……なんですか」

「……誰だれに聞いたのかは知らんが……まあ、そうなるかな」

「貴方あなたから……買いたい情報があります」

「何？」

[image: ]

　更さらに訝いぶかしむカールに対し、少年は静かに言葉を続ける。

「教えて下さい……死なない人達の事を……」




「それと──セラード・クェーツという男の居場所を」





⇔






同どう時刻




「楽しい……楽しい話をしよう。雨が降ってきたぞ」

「それのどこが楽しい話なんすか」

　冷たいしずくに打たれながらうんざりと呟つぶやくシャフトに対し、グラハムは呆あきれたように言葉を紡つむぐ。

「楽しいさ！　ああ！　楽しい！　暑い暑いと思っていた所にこの恵みの雨だ！　雨に濡ぬれればそれだけて体温が奪うばわれる！　そう考えると、雨というのは太陽から俺おれ達たちを守る為ために空が俺達に与えてくれた防ぼう護ご壁へきなのかもしれないな！　どうしようシャフト！　俺達、地球にアイされてるぞ！」

「今は夜だから太たい陽よう関係ないんすけど」

「馬ば鹿かな……この夜の気温があるのも昼間注そそがれる太陽の熱があってこそだぞ？　熱を溜ためて俺達に恵みを与えるこの広大な大気に感謝を！」

「あああ、これだから博はく識しきな馬鹿は困る……」

　頭を抱えるシャフトを余よ所そに、グラハムの横を歩いていたエルマーはニコニコと笑いながら言葉を繫つなげる。

「そうだなあ。大気って凄すごいよね。地球って本当に凄いよ。そんな地球に住んでいるだけで幸せだと思うんだ。あとは砂さ漠ばく地ち域いきの人達が餓が死ししないように雨を分ける事さえできれば、多くの人が地球に住んでいるだけで幸せと思えるのかな……。まあ、とりあえず君達は今いま確実に地球を感じる事ができるんだから、とりあえず笑うといいよ」

　ある意味で理り不ふ尽じんな事を言い出すエルマーに、グラハムは納なつ得とくしたように頷うなずいた。

「なるほど……確かに息ができるってのは幸せな事だな。おい、みんな笑え！」

「駄だ目めだ、この組み合わせは会話が嚙かみ合ってるようで社会と歯車がずれてる……！」

　シャフトが嘆なげいているのも気にせず、グラハムはエルマーに尋たずねかける。

「ところで、そのマークってガキを探してやるのはいいけどよ、なんでそいつを探してんだ？」




　エルマーと意い気き投とう合ごうしたグラハムは、『町の不ふ良りよう連れん中ちゆうに声をかけりゃ、あのガキは簡単に見つかるぜ！』と大おお見み得えを切り──

　結果として、こうして夜中に人ひと捜さがしを手伝う形となってしまった。

「もう家に帰って寝てるんじゃないか？」

　というグラハムの仲間の問いに、エルマーは何な故ぜか、

「できる事なら、今いま探したいんだ。……雨が降りそうだからね」

　と言って、一人でも捜してみると言い出す始し末まつ。

　結果として、こうして手て分わけして町を探す事となったのだが──




　エルマー、グラハム、シャフトの三人で構成されたこのチームにおいて、唯ゆい一いつの常じよう識しき人じんであるシャフトは先せん刻こくから狂った会話を聞かされて何度も溜ため息いきをついている。

　そんな中、ようやく『何故その少年を捜すのか』という確信に迫った事に、シャフトはようやく話が進むのかと顔をあげたのだが──

　返ってきたのは、奇き妙みような答えだった。

「うん……俺はね、あの子が幸せになれるかどうか知りたいんだ」

「なに？　どういう事だ」

　レンチを頰ほおに当てて首を傾かしげるグラハムに、エルマーは口を開き──

「そうだね、これから先は俺おれの推すい測そくも混じるから、誰だれにも言わないで欲しいんだけど」

　淡たん々たんとした調子で、一つの『答え』を吐き出した。
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「情報を買いたい、というのかね……」

　難しい顔をして、眼がん前ぜんの少年を見み据すえるカール。

「何な故ぜ君がセラードの名を知っているのかは解わからんが……失しつ礼れいだが、我々も商売でね、代わりの情報か報ほう酬しゆうを貰もらわない事には、情報を流すわけにはいかないのだよ」

「情報なら、あります」

　雨に打たれ、どこか大人おとなびた顔になった少年。

　その中に──カールは奇き妙みような『圧力』を感じていた。

　──なんだ？

　全身をピリピリと伝うのは、危険な領りよう域いきに足を踏み込んだ事を伝える合あい図ず。

　まだ逃げ出していないのは、恐らく少年から殺さつ気きを感じていないからだろう。

「君……は……？」

　訝いぶかしげに尋たずねるカールに、少年は静かな声で呟つぶやいた。

「俺があなたに提供できる情報は────」

　気付けば、少年の右手には何かが握り込まれている。

　雨の中に消え入るような、細く鋭い、それでいて鈍く輝く銀ぎん色いろの棒ぼう状じよう。

　それが錆さびついたアイスピックであると気付いたカールに対し、少年は淡たん々たんと、それでいて重い調子で言葉を続けた。




「アイスピック・トンプソンの正しよう体たい……それじゃ、足りないかな？」
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「俺はね、知りたいんだよ」

　エルマーは告げる。

　グラハムもシャフトも、全く予想していなかった答えを。




「自殺しようとしてた連続殺人鬼が、果たして幸せになることはできるのかって」
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同どう時じ刻こく




　レスターが去った後もビルの中に残って雨あま宿やどりをしていたスミスは、手渡されたメモを見て困ったように独ひとり言ごとを紡つむぎ出す。

「……参まいったな。復ふつ帰きして最初の仕事が、ガキを殺す事とは」

　マークという少年の特とく徴ちようや住所が書かれたメモをぐしゃりと握りつぶし、暫しばらくの間考かんがえ込んでいたが──

　やがて諦あきらめたように首を振り、ニヤリと笑いながら呟つぶやいた。

「やっぱり、こっち側にいる連れん中ちゆうは、どいつもこいつも正気じゃねえ」

　クツクツと笑いながら、男はコートの中の銃じゆうに収まった弾だん丸がんを一つ一つ確かく認にんし始めた。

「なら、俺おれも──俺の中の狂きよう気きに従うまでだ」




　雨の音は銃が擦こすれ合う音を包み隠かくすように、ただ、夜の町に降り続ける。

　ざあざあと──

　ザアザアと──













幕間







　雨。

　全すべては雨の日に始まった。

　降り注そそぐ雨あま粒つぶだけが全てを知り、そして地面に弾はじけて消える。




　幾いく人にんもの声が聞こえる。

　幾人もの声が聞こえる。

　冷たい雨あま音おとに包まれながらも、少年の耳にはいくつもの声が届いていた。

　それは、苛いら立だちに紛まぎれた男達の話し声。

　──いたか　　　　　　　　　──いない

　　　　　──いる筈はずだろう　　　　　──おかしいじゃないか

　　　──さがせ　　　　　──探せ　　　　　　　　　　──捜せ

　　──たかがガキの一人だろう　　　　　──もう放っておこう　　　──時間が無い

　　　　　　　　　　──ここにいないって事は、目もく撃げきしてないって事だろう

　──見てたとしても、何ができる

　　　　──ただのガキだ　　　　　──そうだな　　　　　──顔も見られちゃいない

　雨音と共に流れ落ちる、苛立ちと焦しよう燥そう、そして余よ裕ゆうの混じった声の数々。

　クローゼットの中に隠かくれながら、少年はただ声を聞き続ける事しかできなかった。

　聞きたい者の声は聞こえない。

　母の声は聞こえない。

　先せん刻こく幽かすかに聞こえたのは、もしかして母の悲鳴だったのだろうか。




　そして、この日──

　少年は、略りやく奪だつ者しや達によって母親を奪うばわれた。




　一人目の加か害がい者しやは、小さな闇やみ酒さか場ばの店てん主しゆ。

　二人目の加害者は、不ふ動どう産さん屋やの主あるじ。

　三人目の加害者は、現げん役えきの警官。

　四人目の加害者は、貸かし倉そう庫こ業ぎよう者しや。

　そして、五人目の加害者は──

　年とし若わかき、新しん聞ぶん記者。




　それから２年近い年月が流れ──
















　復ふく讐しゆうを誓ちかった少年は不ふ死じ身みの化ばけ物ものと出会い──

　死を怖おそれる新聞記者は、殺さつ人じん鬼きと再会した。







[image: 第九章　マーク・ウィルメンスは雨の中で血塗れの殺意を煮えたぎらせる]






















　ザアザア　ザアザア　ザアザアと──

　何の躊躇ためらいも無く、雨は街の色を塗り替える。

　夜の闇やみを、より冷たい灰色に変えた雨あま粒つぶに塗まみれ、それでも、カールと少年はその場を動こうとしなかった。

　蒸し暑い季節柄がらとはいえ、夜の中を雨に打たれるのは気持ちのいいものではない。

　だが、そんな不快感かんなどは既すでに二人の間で消し飛んでいる。

　かたや、中年にさしかかった新しん聞ぶん記者。

　かたや、まだ15に満たないかと思おぼしき少年。

　そんな二人に似つかわしくない絶対的な緊きん張ちよう感かん。

　可能とするは──少年の手から短く伸びる、赤黒い銀ぎん色いろの線。

　僅わずか10センチ前後の刃は渡わたり──とも呼べないアイスピック。

　それこそが、二人を縛しばる明確な鎖くさりとなっていた。

　雨の音に存在そのものが搔かき消されそうになる中──最初に口を開いたのは、新しん聞ぶん記者の方だった。

「……アイスピック・トンプソンの正しよう体たい……」

　少年に殺さつ気きは無い。

　だが、何かを覚かく悟ごしたような──子供らしからぬ静かな色を瞳ひとみに浮かべ、ただ、新聞記者にして情報屋やであるカールの言葉に耳を傾けている。

「君が……そうだというのか？」

「はい」

「……」

　信じられるわけがない。

　普通の新聞記者ならば、そう答える事だろう。

　勘かんの鋭い記者ならば、少年の目の色から『本ほん物もの』という予よ感かんを感じ取る事だろう。

　だが、カールは更さらに違う状態にあった。

　犯人が子供であるという可能性。

　それを、カールは既すでに入にゆう手しゆしていたからだ。

　最初の一いち撃げきと思われる傷きず痕あと──

　そのどれもが、下から突き上げる形のものという事。心しん臓ぞうを突き刺す場合にも同じような傷痕となっており、犯人はアイスピックを下から突き上げる事しかできなかったのではないかという意見も出ていた。

　更さらに、疑われている人間の中にグラハムを筆ひつ頭とうとした少年グループの影がある事もあり、身長の低いメンバーが子供を装って近づいたのではないかという説や──

　あるいは、本当に少年を使っているのではないかという噂うわさもあった。

　カールは本ほん来らい警察の間でしか知られていないその情報を摑つかんでいた上に、個人的に別の情報を持っていた。

　それは──ＤＤ新聞社と一部の人間だけが知る、被害者の共通点。

「……君はもしや……」

　雨の中カールはまっすぐに少年を見み据すえ、問う。

「名前を聞いてもいいかね」

「……マーク……。マーク・ウィルメンス」

「やはり……。ポーラ・ウィルメンスの息子むすこか」

「……」

　その名前を聞いて、少年の目に一いつ瞬しゆんだけ光が戻る。

「母かあさんを……知ってるんですか？」

「……やはりか。まさかとは思っていたし──仰ぎよう々ぎようしい名前をつけた手て前まえ、君のような子供がアイスピック・トンプソンなどであって欲しくはなかったんだが……」

「……答えてください」

「……知っている、とだけ答えるのは簡単だが……。逆に聞きたい。君は……母親がこの町で何をしていたのか知っているのかね？」

　重おも々おもしい問いかけに、少年はしばし沈ちん黙もくし──

　再びその瞳ひとみに暗い色を浮かべながら、淡たん々たんとした調子で言葉を紡つむぐ。

「母かあさんは、娼しよう婦ふでした。だけど──それは、あくまで表おもての顔だった」

　自分自じ身しんでも思い出したくないのか、吐き捨てるような調子で。

「セラード・クェーツ……。そう呼ばれている男に言われて、何かをしていた事までは知っています」

「……」

「そして──そいつらに……そいつらに、母さんは殺された」
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　始まりは、呼び鈴りんだった。

　数ヶ月ぶりに聞いた呼び鈴の音に、少年は『お客さんだ』と思い、母に手て間まを掛けさせまいと自らドアに向かおうとした。

　だが、その手と口が、母親のポーラの手に包まれる。

　優しく、しかし、どこか緊きん迫ぱくした震えを感じさせながら。

　母は少年を咄とつ嗟さにクローゼットの中に隠かくし、

「何が起こっても──絶対に声をあげちゃ駄だ目めよ」

　と、それだけ言って扉とびらを閉めた。

　その顔はいつも通りの母の笑顔で、マークはさしたる警けい戒かいも恐きよう怖ふも抱かず、ただ母の言いつけを守ろうと──自らも力強い笑顔を返して頷うなずいた。

　それは正解でもあり、間違いでもあった。

　結果として、クローゼットに隠れ続けた少年は生き延びた。

　だが、同時に──少年は母を失った。

　男達の声が去った後、少年はいつまで経たっても現れない母を待ち続けた。

　いつまでクローゼットに隠れていればいいんだろう。

　そんな、自分でも無む理りがあると解わかっている誤ご魔ま化かしを、心の中で何なん度ども何度も繰くり返す。

　明らかにただごとではない様よう子すの男達の声を聞いた瞬しゆん間かんから──心の中で爆ばく発はつ的に広がる不安を抑えつける為ために。

　その不安を認めてしまったら、不安が現実となって自分に襲おそいかかると恐れて。

　だが、しかし──

　少年が自分をいくら誤ご魔ま化かそうとも、現実は容よう赦しやなく少年に襲いかかる。

　母親は、夜が明けても現れなかった。

　再び日が暮れても。

　さらに新しい朝日が昇っても。

　丸まる２日近くクローゼットの中に閉じこもっていた少年を見つけたのは──アパートの大おお家やに案内された、大おお勢ぜいの警官達たちだった。




　引きずり出された少年が聞かされた事実は──

　ハドソン川のほとりで、母の遺い体たいが見つかったという事だけだった。
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　そして、現在──




「青白くなった母かあさんの体は、すごく綺き麗れいだった」

　少年の瞳ひとみは暗く暗く、それでいて穏おだやかな色を浮かべている。

「体中に穴が開けられて、その穴が全部焼やけ焦こげてたって事こと以外には」

　川から上げられた死体は、明らかに何者かによって虐ぎやく待たい──というよりも、処しよ刑けいとしか思えないような所しよ行ぎようがなされた痕あとがあった。

　生なま々なましく、生々しく、生を奪うばう過か程ていを死体に刻み、観かん察さつ者しやに見せつけるかのように。

　その死体を確かく認にんした日も雨。

　更さらに数日後ご、とある大おお手て新聞がその事件について『麻薬がらみによるトラブル』と片付けた時も、やはり今日きようと同じような雨が降っていた。

　母が麻ま薬やくの取引に絡んでいたなどとは信じていない。

　だが、目もく撃げき者しやが複ふく数すう現れたという事を警察も認め、新聞社はそれを大だい々だい的てきに報道する。

　まるで、真しん犯人を暴あばけない言いい訳わけとして、被ひ害がい者しやである彼女を生いけ贄にえに捧ささげているかのように。




　そんな少年の過去をどこまで知っているのか──

　カールは静かに目を伏せ、淡たん々たんとした調子で言葉を紡つむぐ。

「……その記事は知ってる」

「へえ……その新聞社以い外がいは殆ほとんど扱わなかったのに、よくご存じですね」

「……ちょっとな」

　──昔、その新聞社に居た、とは流石さすがに言わない方がいいな。

　──その記事を書いた奴やつと知り合いだという事もな。

　誤ご魔ま化かすように目を伏せながら、カールは少年の話の続きを聞く事にした。

「雨だったんです。今降ってるみたいな雨と何の変わりもない、なんてこともない雨」

　少年は手の中でアイスピックをクルリと回し、身動きせぬ新しん聞ぶん記者へと一歩近づいた。

　まだ、殺さつ気きは感じない。

　新聞記者はとりあえず相手からアイスピックを手放させる事も考え、ごく当たり前の問いかけを少年に向ける。

「とりあえず、その物ぶつ騒そうな物をしまうわけにはいかないのかね」

　しかし少年の答えは、一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくを挟んだ謝しや罪ざいの言葉だった。

「……すみません」

「そうか」

「これを手放すと、なんていうか……話す覚かく悟ごが鈍るんです。俺おれが、俺じゃなくなるみたいな」

　少年の目は澱んでいる。

　それは長年新聞記者をやって来たカールの経験が告げる確かな事実だった。

　少なくとも、正常ではない目つきだ。このまま突然理り不ふ尽じんな事を叫んでアイスピックを振り上げかねない雰ふん囲い気きを纏まとっており、昨日きのう会ったグラハムという少年達のグループよりも危険な存在と言えるだろう。

　しかし、それでもなお──カールは話を聞き続ける事を選んだ。

　それは純じゆん粋すいに『アイスピック・トンプソン』への興きよう味みか、

　それとも、『アイスピック・トンプソン』と名付けた事に対する責任感かんか、

　あるいは──少年の告こく白はくに対し、何かの違い和わ感かんを感じ取ったのか──

　ともあれ、カールは雨も少年の視線も避ける事なく、ただ一人で冷たい空気と対たい峙じし続ける。

「君がセラードという男を追う理由は──見けん当とうは付いた」

「……」

「アイスピック・トンプソンが殺してきた者達には、一つの共通点がある」

　精神的な立場を対たい等とうにするためだろうか。

　少年から尋たずねられたわけでもないのだが、カールは静かに『答え』を紡つむぐ。

「彼らは皆──セラード・クェーツという男の手駒の手駒だった」

「……」

「セラードが如い何かなる人物か、それは置いておく事にしよう。ただ、確かな事は──横おう領りようで辞じ任にんした事になっているヴェルド警けい視しをはじめとして──セラードという男には、政治や司し法ほう、財ざい界かいに何人かの手て駒ごまを持っていた。とある目的の為ためにな」




　雨の中で沈ちん黙もくする少年の前で、情報屋が情報を語り始める。

　少年は相手の目が据すわった事に気付き──同時に、取引が成立したのだと悟さとる。

　すなわち──認められたのだと。

　情報の取引が成立したという事は──

　相手が、間違いなく自分を『アイスピック・トンプソン』と認めたという事になるのだと。

　──もう、戻れない。

　少年は静かに息を吸い込む。

　雨によって生ぬるくなった空気が喉のどの奥に溜たまり、中なか々なか肺はいの奥まで届かないような感覚。

　──だが、構う物か。

　──どうせ俺おれは……死ぬんだから。

　──死ななくちゃいけない。

　マークは僅わずかに震えかけた喉に力を込め、溜まった空気を一気に腹へと流し込んだ。

　そして、どこか陰いん鬱うつな調子で口を開く。

「そこまでは……知ってる」

「ならば、君はこれ以上何を望む？　セラードの居場所を知ってどうする？　殺すつもりだというのなら……特とく秘ひ事じ項こうゆえに理由は言えんが、『無む理りだ』と言っておくぞ。色々な意味でな」

　少年を説せつ得とくしたいのか、それとも挑ちよう発はつしているのか。

　どちらとも取れる調子で、カールはただ淡たん々たんと事実だけを並べ立てた。もっとも、肝かん心じんな事は堂どう々どうと隠かくしたてながら。

　だが──

「別に」

　少年の単純な答えに、カールは眉まゆを顰ひそめて沈ちん黙もくする。

　マークは疲れた表情で首を振ると、澱よどんだ目のまま、ジロリと足あし下もとの水たまりを睨ねめ付けた。

「セラード・クェーツ……。母かあさんから命と名めい誉よを奪うばった連れん中ちゆうの大おお本もとがどんな奴やつなのか、ちょっと興きよう味みがあっただけさ。……それで、肝心の、そいつの居場所は？」

「少なくとも、既すでにＮＹにはいないと言っておこう」

「……なんですか、それ。随ずい分ぶん曖あい昧まいな答えじゃないですか」

「言ったろう？　特秘事項なんだよ」

　やや硬い表情になって答えるカールに少年は僅かに首を傾かしげ、カールとの間ま合あいを更さらに詰める。

　そして、アイスピックを握り込んだまま──冷たい目つきで問いかけた。

「……俺の伝えた情報じゃ、取引として足りないっていうんですか？」

　海の底を想そう像ぞうさせる、重く冷たい視線。

　だが、カールは静かに首を振り、更に冷たく鋭い視線を投げ返す。

「ＤＤ新聞社を、情報屋をあまり舐なめるな、小こ僧ぞう」

「……ッ？」

「たかが謎の殺人鬼が名乗り出た程度の情報で特とく秘ひ事じ項こうを安売りしてたら商売あがったりなんだよ。……それが許されるなら、情報が欲しい奴やつは殺さつ人じん鬼きになるのが一番てっとり早い。……もっとも、お前が裏うら社会で有名な『葡萄酒ヴイーノ』クラスの殺し屋だというなら話は別だが」

「なに……言ってるんだよ。情報目め当あてで人を殺す奴やつなんて……」

　二人の間に降る雨あま糸いとをすり抜けて叩たたきつけられる威い圧あつ感かんに、マークは思わず一歩後あと退ずさった。

　そんな少年を相手に、カールは毅き然ぜんとした態度で口を開く。

「いいか、小僧。情報欲ほしさに人を殺す奴なんてのは、復ふく讐しゆうの為ために人を殺すのと同じぐらい当たり前にこの世に存在するって事だ」

「……」

「覚えておけ、小僧。人を殺すのに復讐なんて大たい義ぎ名めい分ぶんは必要ない。人は、パン一切れの為に人を殺せるし、純じゆん粋すいに快かい楽らくの為だけでも殺せる」

　黙だまり込む少年を前に、カールはまるで息子むすこに言い聞かせるように言葉を続けた。

「だが、勿もち論ろんパン一切れの為に殺さない奴もいるし、復讐という大義名分があっても殺さない奴だっている。君がどちらになるかは知った事ではないがな。とにかく、セラードという男については、君とこれ以上接せつ点てんを持つ事はないだろう。これ以上何も言えん」

「……死なない化ばけ物もの達の事は？」

「……。私の知る存在と同どう一いつかどうかは知らんが……すまんな。やはり特秘事項だ」

　少年は暫しばし澱よどんだ瞳ひとみのままでカールの事を見つめていたが、やがて、手に握り込んでいたアイスピックを袖そでの中に滑すべり込ませると、そのままカールに背を向けた。

「……ありがとうございました。もう、貴方あなたに聞くべき事はありません」

「口くち封ふうじしなくていいのか？」

　雨あま音おとに混じった皮ひ肉にくの声に、少年は一いち度ど立ち止まり、幾いく分ぶん穏おだやかになった声を出す。

「いいんです」

　そして、どこか自じ虐ぎやく的な微笑ほほえみを浮かべながら──

「もう……俺おれは終わってるんですから」

　と、そう告げた。

「それに、貴方に恨うらみはありません。俺は……復讐以外で人を殺す事には耐えられなかった」

「？」

　カールはその言葉に、不ふ穏おんな空気と少年の覚かく悟ごを感じ取り、更さらに問う。

「どういう意味だ？　それに……最後に残った一人を、どうするつもりだ？」

「……それは、貴方には関係ありません」

　少年はそれだけ言うと、雨の中を駆かけだした。

　待て、と止めようとしたカールの声も空むなしく──少年は雨の中に隠かくれ、すぐにその姿すがたを消してしまう。




　雨の中に消えていく小さな背を見送りながら、カールは小さく呟つぶやいた。

「やれやれ、つい強がってしまったが……。よく殺されなかったものだ」

　頭から流れる雨あま水みずで冷ひや汗あせを隠かくし、静かに一ひと言こと告げる。

「……さて、今の会話で──俺おれは情報屋として損そんをしたのか得とくをしたのか……どっちなんだろうな？　だが……一方的に情報を受け取った形にはなるな」

　カールは静かに首を振ると、大きな溜ため息いきを吐き出し、目を伏せる。

「やれやれ……いつか釣りは返さんとな……」







　数分後ご。

　──しかし、俺もヤキが回ったかな。

　──昔はこの程てい度どのスリルなどスリルとも感じなかったが。

　これ以上濡ぬれても濡れなくとも変わりなしと判はん断だんしたカールは、特に焦あせる様よう子すも無く、雨の中をゆっくりと歩き出した。

　──ドナも、生きてたらあの小こ僧ぞうぐらいだな。

　死んだ娘むすめの事を思い出しながら、鉄てつ面めん皮ぴの新しん聞ぶん記者は複雑な表情を顔面に貼はり付ける。

　──さて、どうすべきか。

　──本来ならすぐに警察に連れん絡らくするべきなんだろうが……。今の俺は情報屋として会話したわけだしな。

　──それに、あの小僧……一言も『自分がアイスピック・トンプソンだ』とは断だん言げんしなかったからな。証しよう言げんとは言えまい。

　──ヘンリーやニコラスあたりなら独どく占せん情報だと驚きよう喜きするだろうな……。エレアンなら、少年に自首か、少なくとも復ふく讐しゆうを止めるように説せつ得とくしてるかもしれない。

　──……一いつ旦たん、副ふく社長か社長に相談するか。

　──……。

　──俺は、どうしたいんだろうな。

　娘の死を思い出し、些いささか感かん傷しよう的てきになっていたカールは、とりあえず雨に冷えた頭を温めようと、新聞社に向かう事にした。

　──しかし、あの小僧が『アイスピック・トンプソン』とは。予想が外れたな。

　──グラハム君達に真しん犯人に心当たりがあるなどと大おお見み得えを切った事が恥はずかしいが……何、具体的な名前を言ってないからだいじょう……

　そこで、一いつ瞬しゆん思し考こうが途と切ぎれる。

　意識はハッキリと覚かく醒せいしたまま、思考だけが強きよう制せい的てきに切せつ断だんされる。

　切断の原因は、背中に走った軽い衝しよう撃げき。




　──刺された!?




　先せん刻こくから続いた緊きん張ちよう感かんが途切れた直後だったからか、カールは一気に緊張感を高めて背後を振り返ったのだが──

　それは単なる錯さつ覚かくで、背中に当てられたのは、アイスピックよりも遙かに無ぶ骨こつな銀ぎん色いろだった。

「不ふ思し議ぎな……不思議な話をしよう。」

　その巨きよ大だいな銀色の棒ぼう状じよう──解かい体たい工こうが扱うようなレンチを持った青年は、雨に濡ぬれながらカールに向かって呟つぶやき始めた。

「俺おれはただ、ちょっと驚かせようと思って背中をレンチでつついただけだ……。それなのに、どうしてそんなに驚いたような顔をしているんだ？　まるで背中を刺されたような顔だ……どう思う、シャフト」

　そう言いながら、真まっ青さおな作業着ぎを雨に濡らした青年──グラハム・スペクターは、背後で傘かさを差していた仲間に問いかける。

「銃じゆうを突きつけられたと勘かん違ちがいしただけでしょ」

「軽くつついたつもりでも、もしかしたら本当にレンチが刺さったのかもしれないよ」

　グラハムの背後には、淡たん々たんと答えるシャフトと、もう一人──カールの知らない青年が暢のん気きな笑顔を浮かべて立っていた。

「ほう……なら俺にできる事は二人の間をとって推すい測そくするだけだ」

「いや、明らかにおかしいっすよね、それ」

　シャフトのツッコミが聞こえないのか、グラハムはレンチをくるくると回しながら考え込む。

「つまり……この新しん聞ぶん記者さんはこう思って驚いたわけだ……。『何者かが銃を俺の背中に突き刺した』と！　なるほど……それは確かに驚く！　俺だって驚く！　刺さりそうにない拳けん銃じゆうの先せん端たんが俺の背中にズブリズブリと刺し込まれる……これは一体どういう手て品じなだ!?　どうするシャフト……俺、少し怖こわくなってきたぞ」

「俺はグラハムさんがそれを本ほん気きで言ってるのが怖いっすよ」

　傘を持たない方の手で顔を押さえる仲間の言葉を余よ所そに、グラハムはグルリとカールに向き直って言葉を紡つむぐ。

「いや、本当にすまない事をしたな、新聞記者さん。そして更さらに申もうし訳わけない事に、俺は新聞記者さんの名前を覚えていない。だからこれから先も新聞記者さんと呼び続けるが宜よろしいか！」

「カールだ」

　息を整えながら言葉を返す新しん聞ぶん記者。

　グラハムは回していたレンチをピタリと止め、再びシャフトの方に己おのれの体を回転させる。

「どうする、シャフト。これは新聞記者さんという呼び方が拒きよ絶ぜつされたという事か」

「あなたの存在が拒絶されてるんですよ」

「なるほど……それも理解できる。俺おれは今日きようの昼に自分が世界の敵なんだと認にん識しきしたからな。敵に拒絶されるのは至し極ごく当然のことだ。だが、悲しい。この悲しみはどうすれば消える？」

　そんな壊こわれた物もの言いいに合いの手を入れたのは、シャフトの横に立つ笑顔の男だった。

「とりあえず楽しくなれば悲しくはなくなるんじゃないかな。というわけで笑おう」

「むう……正せい論ろんだ。だが、世の中には楽しいけど悲しいという事もあるんじゃないか？」

「じゃあ、悲しむのをやめて楽しむ事に専せん念ねんすればいいんじゃない？」

「そんなに幸せでいいのか？　幸せ過ぎた人間は進歩を忘れて絶ぜつ滅めつするんじゃないか？」

　深いのか浅いのか曖あい昧まいな調ちよう子しで悩むグラハムに、エルマーは変わらぬ笑顔を注そそぎ込む。

「誰だれも彼かれもが幸せなまま絶滅するんなら、それもいいんじゃない？」

「誰もが幸せなら、それは不幸と変わらないんじゃないか？」

「不幸だと思わなければいいんじゃない？」

「なるほど……正論だ」

　どんどん壊れた方向に向かっていく会話にそら恐ろしさを覚え、シャフトが大声を出して二人の間に割ってはいる。

「正論なわけないでしょう！　何を考えてんすかあんたら！」

　先せん刻こく、少年と対たい峙じしていた時と一八〇度違ちがう空気の中──やはり雨には濡ぬれたまま、カールは密ひそやかに考える。

　──さっきの少年は、本当に現実だったのだろうか。

　あるいは、アイスピック・トンプソンを追う自分が見た幻まぼろしだったのではなかろうか。

　そんな錯覚を覚えながらも、カールは気を取り直して眼がん前ぜんの若者達たちに問いかける。

「すまないな、ちょっと取り乱しただけさ。……それで、こんな所でどうしたんだね？」

「いや、新聞記者さ……ぐぐ……カールの旦だん那ながこんな雨の中一人で歩いてるからよ、どうかしたのかって思ってな。傘かさ強ごう盗とうにでも遭あったのか？」

「ああ……。心配してくれてありがとう。ちょっと雨に濡れたい気分でね。……、そういえば、君も傘を差してないじゃないか。後ろの二人は差してるのに」

　自分と同じようにずぶ濡れになっているグラハムを見てカールは軽く笑うが、グラハムは自信に満ちた顔で言葉を返す。

「ああ、太陽に立ち向かうための準備だ」

「……？」

　笑顔のまま混乱するカールに向かって、シャフトが慌あわてて手を振った。

「ああ、カールさん、この人の言葉は聞き流した方がいいですよ。前にはレンチを頭ず上じようで回して雨を弾はじくとか言い出してずぶ濡ぬれになった事もありますから」

「10秒ぐらいは濡れなかったんだがなあ」

　残念そうに腕を組むグラハムを見て苦く笑しようするカールだったが──

「ところで、君たちは何をしているんだね？　まさか『アイスピック・トンプソン』の真しん犯人を捜してるわけじゃないだろう？」

　その問いかけに続く青年の答えを聞いて、全身を強こわばらせる結果となった。

「ああ、そのまさかさ！」

　力強く頷うなずきながら、グラハムは堂どう々どうと語り出す。

「誰だれにも言わないと約束してるから、誰とは言えないけどな！　ところでカールの旦だん那な！　この辺で俺おれの胸ぐらいの背せ丈たけのガキを見なかったか？　特とく徴ちようってな特徴はないんだけどよ……ええと、エルマー、ガキの名前はなんつったっけ？」

「マークだよ」

　エルマーと呼ばれた男が笑顔で答えると、グラハムはオオ、とレンチを回し、再びカールへと向き直った。




「そう！　マークってんだけどよ……特徴って特徴はないんだけどな……あ、そうだ！　アイスピックとか持ってるかもしれないから、それが特徴だ！」





⇔






30分後　ＮＹ某ぼう所しよ　アパート内




　数十年前まえから変わらぬ姿すがたで存在する古びたアパート。

　その中の一室の扉とびらを開き、マークは自分の居場所である部屋へと戻ってきた。

　母と暮らしていた頃は、もっと広いアパートに住んでいた。

　だが、その母が殺されてからは、その遺い産さんで細々と生きている状態である。

　少年一人ひとりとはいえ、人が数年生き続けるだけの遺産が存在した──それはそのまま、母親が麻ま薬やくの取引に関わっていたのではないかと疑わせる材料となった。

　だが、少年には解わかっていた。

　その汚お名めいは、今いま更さら削そがれる事はないだろうと。

　母を殺した連れん中ちゆうは、命だけでは飽あきたらず、名めい誉よまで奪うばっていった。

　少年には、それが許せなかった。

　だからこそ──『彼女』から真しん相そうを聞いた時──

　母が殺された理由と殺人者達たちの名を知った時──

　少年は、復ふく讐しゆうを決意した。

　たとえその後、如い何かなる地じ獄ごくに堕おちようと構わないと。

　酒さか場ばの裏に捨ててあった錆さびたアイスピックを磨みがき上げ、少年はゆっくりと殺人者達の動どう向こうを探り──冷静なまま、心の中に復讐の炎ほのおだけを燃やし続ける。

　母が殺され、母の名めい誉よが奪うばわれた時と同じ──街の全すべてを覆おおい隠かくすような雨が降る時、少年は静かにその殺さつ意いを行動に移してきた。

　だが──今の少年は自らの死を考えている。

　まだ復讐は終わっていないというのに。

　復讐の対たい象しようはあと一人残っているというのに、腹の奥おく底そこ、煮えたぎった臓ぞう腑ふが迷いを生じる。

「死ぬのは怖こわくない……死ぬのは怖くないんだ」

　玄げん関かんから奥に進みつつ、少年は自分自じ身しんに言い聞かせる。

　橋の上から飛び降りる事を決意した時と同じ覚かく悟ごを思い出そうとする。

　だが、同時に──自分を引き留めた不ふ死じ身みの男の顔も思い浮かぶ。

　──そういえば、あいつは、どうして俺おれに気付いたんだろう。

　豪ごう雨うの中、誰だれも橋の外がい縁えんに立って飛び降りようとしている少年の姿すがたになど気付いてはいなかった。実際、少なくない人間があの前後に橋を渡っていた筈はずだが、気付かれた様よう子すは無い。

　──よりによって、俺に気付いたのも、俺を止めたのも不死身の化ばけ物ものだなんて。

　どうしようもない皮ひ肉にくを感じる。

　あの情報屋の口ぶりからして、あの『不死身の化物』は自分の白はく昼ちゆう夢むなどではなく、実際に存在する何かなのだろう。

　だが──自分の正しよう体たいを明かしてまでも手に入れられなかった情報。これ以上どうしようもないと判はん断だんした少年は、勢いよく頭を振り、その存在を頭の中から消し去った。

　──そうだ……どちらにしろ俺は、死ななきゃいけないんだ。

「死ぬのは……怖くない」

　呪じゆ詛そのように同じ言葉を何度か吐き出し、小さな椅い子すに腰こし掛かけて言葉の続きを口にする。

「だけど……あと一人、あと一人殺すまでは……」




　刹せつ那な──玄げん関かんの方で音がした。

　内側から鍵かぎをかける音が、驚く程ほどにハッキリと。

　ビクリと体を震わせ、少年が玄関の方に目を向けると──

　その陰から、長身の影が現れ、冷たい声こわ色いろで言葉を紡つむぐ。

「死ぬのは怖くない、か」

「だ、誰だれだ！」

　鍵かぎをかける音はしたが、扉とびらの開く音は聞こえていない。

　恐らく最初から室内に隠かくれていて、少年が入ったのを見み計はからって玄げん関かんに移動したのだろう。

　だとすると、今しがたの鍵の音は──外からの助けを遮しや断だんする為ためのもの。

　心しん臓ぞうの鼓こ動どうが跳ね上がる。

　首の後ろの血管が破は裂れつしそうな程ほどに圧あつ迫ぱくされる。

　腹の中で、内ない臓ぞう達が凍りついたかのような悲鳴をあげる。

　しかし、口は黙もくして動くことはない。

　悲鳴すらも、呼吸すらもままならない。

「どうした？　何をそんなに緊きん張ちようしている？」

「……」

　身動きできなくなった少年を鼻で笑いながら、長身の影は静かにこちらに歩み寄る。

「死ぬ覚かく悟ごをするのと、常に死を受け入れているのは違うんだぞ？」

　その影は、奇き妙みような格かつ好こうをしていた。

　深くかぶった帽ぼう子し。口元まで覆おおうような襟えり。

　何より不ぶ気き味みなのは、いくら雨が冷えるとはいえ──

　この真夏に、膝ひざ下したまで届こうかというロングコートを羽は織おっている事だった。

「覚悟をしただけなら──予想していなかったタイミングでの死には──」

　男の顔面には傷きず痕あとがあり、その目つきの鋭さから見ても明らかに堅かた気ぎの存在とは思えない。

　少年は夕刻に訪れたガンドール・ファミリーの関係者かと思い、警けい戒かいしたまま僅わずかに腰を浮かせようとした。

　が──遅かった。

　立ち上がろうとした少年の頭に、男がコートの下から取り出した散さん弾だん銃じゆうの先せん端たんが伸びる。

　額ひたいの先に鉄の銃じゆう口こうが押しつけられ、そのままグイ、と後ろに戻される。

　立ち上がりかけていた所でバランスを崩くずされ、強きよう制せい的に椅い子すに座らされるマーク。

「予想だにしない死には──恐きよう怖ふを感じるだろう？」

　そのまま額を押さえられ、二重の意味で立ち上がる事ができなくなった少年は、袖そでの中に仕込んであるアイスピックを慎しん重ちように探る。

　だが──ロングコートの男がニイ、と笑い、言葉でその行為を止めさせた。

「無む駄だな事はやめておきな、『アイスピック・トンプソン』よお」

「……ッ！」

「……ははッ。その反応……どうやら、本当にお前が殺さつ人じん鬼きらしいな」

「……うッ」

　少年の心に衝しよう撃げきが走る。

　　　──バレている。

　──何な故ぜ？　　　　──さっきの記者？

　──違う。　　　──早すぎる。　　　　──ガンドール・ファミリー？

　　　──それとも　　　　　　──まさか

　様々な憶おく測そくが頭を過よぎり、その全すべてが推すい測そくだろうと真実だろうと関係ない状況だと気付いた少年は──小こ刻きざみに震える喉のどに唾つばを流し込み、渇かわきかけた口から声を出した。

「貴方あなたは……誰だれですか。どうして、俺おれの事を知ってるんです？」

「ほう……殺し屋相あい手てに随ずい分ぶん丁てい寧ねいな口をきくんだな？　『アイスピック・トンプソン』というからには、軽機関銃トンプソンを扱うギャングどものような粗そ野やな感じだと思っていたが……なかなかどうして、まじめそうなガキじゃないか」

「殺し屋……」

　男の言葉に、少年の心しん臓ぞうがギリ、と締め付けられる。

　外から響ひびくのは雨の音。

　母が奪うばわれた時と同じ、雨の音。

　目の前の誰ともつかぬ男に、死を覚かく悟ごで飛びかかる事も考えた。

　だが、この状況ではその素そ振ぶりを見せるだけで死へと繫つながるだろう。

　どういうわけかこの殺し屋はすぐに自分を殺すつもりはないようだ。

　なんとか隙すきを窺うかがうしかあるまいと、少年は呼吸を整えながら相手に対して話しかける。

「殺し屋……だって……？」

「ああ、そうさ。ターゲットは『アイスピック・トンプソン』。ご丁てい寧ねいにここの住所とお前の特とく徴ちようを教えてくれたよ。まあ、本当にお前が殺さつ人じん鬼きなのかどうかは疑わしかったが──前まえ金きんを貰もらった以上、一応ここに確かく認にんに来る必要はある。そうだろう？」

「……一体……誰が……」

「依頼主ぬしを喋しやべる殺し屋などいない。あの腐くされアミーゴ娘むすめは知らねえけどな」

　少しだけ苛いら立だたしげに言う男に、少年は思わず首を傾かしげる。

「……アミーゴ？」

　一いつ瞬しゆん、闇やみ酒さか場ばで会ったメキシコ人の女性の顔を思い出すが、圧力の籠こもるスミスの声がそのビジョンを霧む散さんさせた。

「お前には関係の無い話だ。殺されたくなけりゃそれ以上アミーゴと口にしない事だ」

「どうせ殺すつもりなのに？」

「くく……。確かにそいつは正せい論ろんだが──この俺に正論は通じない。何しろ、この稼か業ぎよう自体が正論とはほど遠い場所に産み落とされた存在なんだからな……」

　妙みように回りくどい言い方をする男の言葉遣づかいが気にはなったが、マークは集中力を絶やさぬまま、慎しん重ちように言葉を選んで、焼け付くような息と共に口こう外がいへと吐き出していく。

「なんで……すぐに殺さないんですか？」

「話がしたかったのさ」

「はな……し……？」

「ああ、今や『アイスピック・トンプソン』と言えば狂きよう気きと恐きよう怖ふの代表格かくだからな。それが永えい遠えんに失われ、誰だれにも正しよう体たいを知られぬままに切り裂さきジャックと同じような伝説になるなら──せめて、俺おれぐらいはその狂気を生み出した大おお本もとに触れておきたかった……それだけだ。狂気の根こん源げんを覗のぞく事で、俺は狂気に取り込まれるのではなく──狂気そのものに近づくのさ」

　──何を言ってるんだ？　こいつ。

　眼がん前ぜんの殺し屋は、どうやら完全に自分に酔よっているようだ。

　言葉の意味は分かる。だが、この場でそのように自分に酔う理由が解わからない。

　指し摘てきしたい所だが、額ひたいに銃じゆう口こうを突きつけられた状態では迂う闊かつに怒らせる事もできなかった。

「さて……とりあえず何から聞くべきか……そうだな……まずはお前をこの凶きよう行こうに駆かり立てた想いから聞くとしようか」

　帽ぼう子しと襟えりの間から覗く殺し屋の目は、状況を楽しんでいるように、少年を哀あわれんでいるようにも見える。

　マークはどうすべきか暫しばし悩み続けたが──男の表情が微び動どうだにしないのを見て、観かん念ねんして全すべてを話す事にした。

　先せん刻こく、情報屋に話した事と同じ──少年が抱いた一つの殺さつ意いについて。




「なるほど……復ふく讐しゆうか。そいつはまた、当たり前といえば当たり前の動どう機きだな。もっとも、一人殺ころされた復讐に五人も殺したというのは、狂っていると呼ぶに値あたいするかもな」

　話を聞き終えた殺し屋は、暫し何かを思し案あんしていたが──

　襟に隠かくれた口くち元もとに僅わずかな笑えみを浮かべ、銃を突きつけた少年に一ひと言こと告げる。

「ラズ・スミス」

「……え？」

「俺の名前だ。裏うら社会の深い所にまで足を突っ込んだ奴やつからは、ガンマイスター・スミスと呼ばれている」

「なんで名前を？」

「自分を殺す奴の名前ぐらい、聞いておいてもいいだろう」

　ああ、いよいよ撃うたれるのか。

　そう覚かく悟ごした少年は、男の指に全ぜん神経を注そそぐ。

　引き金を引く瞬しゆん間かんに頭を反そらす、その一いつ瞬しゆんの為ために。

　だが──男の指は引き金から僅わずかに離れたまま動かない。さりとて、何か行動を起こせば簡単に引き絞しぼれる位置だ。

　行動すべきか、待つべきか。

　僅わずか数秒の間に思し考こうを煮に詰つめ、結局は『会話を引き延ばす』という逃げの策に手を出す少年。

　本来なら愚ぐ策さくかもしれないとは解わかっていつつ、少年は、相手がより愚おろかである事を期待する。

　ところが、そんな少年の心を読んだかのように、タイミング良く殺し屋の方が口を開いた。

「一応聞きいておくが、何か言い残す事はあるか？」

　これが最後の好こう機きとばかりに、マークは己おのれに降りかかる恐きよう怖ふを無む理り矢や理り吞み込み、雨あま音おとに支えられながら──心を徐じよ々じよに『アイスピック・トンプソン』へと塗り替えていく。

「一つ……気になってる事があるんです」

「なんだ？」

「貴方あなたはさっき、復ふく讐しゆうで五人殺ころした、と言いましたけど……間違ってますよ」

「何？」

　本ほん気きで首を傾かしげる男に、少年はなおも言葉を紡つむぐ。

「本当に殺すべき人間は……あと一人残のこってます。あなたが言った五人のうちの一人は──間違い……間違いなんだ」

　くだらない言いい訳わけだ。

　そう思いつつも、その指し摘てきが僅わずかな隙すきにならないかと思って発した言葉だったが──

「人ひと違ちがいだと？」

「ええ、そうです……。そうですよ！　最後に殺した一人は人違いなんだ！　殺す筈じゃない、何も関わりの無い人を俺は殺したんだ！　最初はそれで死のうと思った！　だけど邪じや魔まが入って……それで……改めて考えた。最後の男を殺してから……それから死のうって！」

　言ってしまってから、少年は自分のミスに気付く。

　──関係無い人間を殺した。

　その事実を思い出す度たびに、少年の中の『アイスピック・トンプソン』が薄らいでいった。

　──もう駄だ目めだ。

　抗あらがうすべは無くなった。

　──これは当然の報むくいだ。

　──関わりの無い人間を殺してしまった殺さつ人じん鬼きへの、当然の報いだ。

　完全に『アイスピック・トンプソン』の色が消え去った少年は、泣きそうな顔になって、今度こそ死を覚かく悟ごした。

　だが──

「人違いだと……？」

　眉まゆを顰ひそめた殺し屋の男は、そのままゆっくりと銃じゆう口こうを降ろす。

「えッ……？」

「お前の狂きよう気きに、さっきよりも興きよう味みが湧わいた」

　そのまま殺し屋は一歩下がり、どこに隠かくし持っていたのか、コートの中から新聞を一つ取り出した。

「ここに来る前に、お前の狂きよう気きをより深く知るべく買ったものだが……見てみろ」

　そう言って、スミスと名乗った殺し屋の男は、テーブルの上に新聞を投げ出した。

　デイリーデイズ。

　少年はその新聞名を見て、ここに帰る前に自分が話した情報屋の男が所しよ属ぞくしている新聞だと思い出す。

　表紙には【アイスピック・トンプソン、五度目の狂気】という文字が躍おどり──

　その次に書かれている小さな見出しを見て、少年は目を見張る。




【初の女性被ひ害がい者しや】

【娼しよう婦ふが被害者に】

【切り裂さきジャックの悪あく霊りよう】




「えッ……？」

　一いつ瞬しゆん目の前が歪ゆがみ、唐とう突とつに少年の体から現実感かんが失うせ始めた。

　そんな少年の様よう子すを見て、殺し屋は眉まゆを顰ひそめたまま問いかける。




「どういう狂い方をしたら──扇情的なドレスを着た女娼婦を男と間違えるんだ？」




　少年はその問いが耳に入っているのかいないのか──新聞をむしり取り、目を通していく。

　そして、不ふ意いにその視線が止まり──今度は目に見えて顔面を青あお色いろに塗り替えていった。

「なんだよ……。なんだよ、これ。な、なん、だよ、これ」

「？」

「リシュア……が……殺されたって……」

　どうやら少年が目をとめたのは、被害者の名前のようだ。

「リシュア・ダーケン。お前が昨日きのう殺した娼婦の事だろう？」

　しかし、やはり殺し屋の言葉は耳に入っていないようで、

「噓うそだ……こんなの噓だ！」

　マークは唐とう突とつに膝ひざを落とし、血の気が完全に失せた体を震わせ──叫ぶ。

「なんで……なんでリシュアさんが殺されてるんだよ！」




　震え続ける少年の背中に何を思ったのか──

　スミスは静かに首を振ると、降ろしていた散さん弾だん銃じゆうを持ち上げる。

　そして、少年の後こう頭とう部ぶに狙ねらいを定め、なんの躊躇ためらいもなく引き金を絞しぼりこんだ。
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　話は２日前まえ。

　強い雨が降り始めた時間──

　丁ちよう度ど、エルマーとマークが橋の上で出会った頃にまで遡さかのぼる。




　若き新しん聞ぶん記者のレスターが、上じよう司しに言われて街に屯たむろす愚ぐ連れん隊たいの少年達たちの取しゆ材ざいを行おうとした時の事だ。

　突然の雨に降られ、レスターは舌した打うち混じりに暗い路ろ地じを駆かけ出した。

　──ガキどものたまり場まで結けつ構こうあるな……。まあ、行った所でこの雨じゃ屯してるかどうかも解わからないがな。

　目的に向かって狭い路地を曲がり、周りから人の気け配はいが薄らいだ次の角に差し掛かった時、彼は一つの人ひと影かげを見つける。

　そして──その影の正しよう体たいが古くからの知り合いである事に気付き、走る速度を落としながら声を掛けた。

「リシュア……」

　そう呼ばれた人ひと影かげ──見るからに街がい娼しようといった風ふう体ていの女は、大きなクマのできた目をぼんやりとレスターに向け、しばしの間を置き、疲れきった笑顔を浮かべて見せた。

「……あら……？　あら……。レスターじゃないのさ……。奇き遇ぐうねえ……こんな所で、フフ」

　年ねん齢れいはまだ二十代後こう半はんの筈はずだ。少なくとも、レスターはそう記き憶おくしている。

　だが、目の前にいる女性は、顔立ちこそは若いものの、目の下のクマや青白い肌はだ、生せい気きを抜かれたかのような表情からして、実際の年齢から10歳さいから20歳程てい度ど老ふけて見えた。

「……まだ、薬を止めてないのか」

「あら、逆、逆よ、ねえ、ほら、半年ぐらい前から、ね、ほら……ルノラータの人達がね、急に来なくなっちゃったのよ。グスターヴォの旦だん那なの部ぶ下かが、ね、ほら、たくさん薬を回してくれてたんだけど、それがね、ほら、無くなっちゃったじゃない……。だから……ね、解わかるでしょう……？　他の……薬をさぁ、それで……我が慢まんしてたのよ……。でもね、ほらさあ、他の薬ってあんまり効かないし、体も壊こわれやすいのよ、もう……ね？　だから、もう薬、やめたいの」

「ああ、解ったよ。止めようが止めまいが、お前はもうおしまいだ。じゃあな」

　恒こう久きゆう的に正しよう気きを失いかけていると判はん断だんし、レスターは時間の無む駄だだとその場を後にした。

　と──その腕をリシュアによって摑つかまれる。

「おい、俺おれはお前みたいな薬やく中ちゆうの相手をしてる暇ひまは──」

　そこで、言葉が途と切ぎれた。

　女の片手には、アイスピックが握られていたからだ。

　全身を強こわばらせ、レスターは背中から大量の汗あせがしみ出した事を確かく認にんする。

「り、リシュア!?　お、お前……」

　慌あわてて飛びすさるレスターに対し、リシュアはクスクスと笑いながら言葉を返した。

「嫌いやね、どうしたのさ、そんなに驚いて……ねえ。私が『アイスピック・トンプソン』だとでも思ったのかしら？」

「……」

「今……アイスピックが売れてるのよ……？　若い子達に、ね。不ふ謹きん慎しんだけど、ちょっとしたアイスピックブームかしら……ね」

　不健康な笑顔を浮かべながら、リシュアは手の中でアイスピックを弄もてあそぶ。艶なまめかしい女性がアイスピックを弄いじくる姿すがたは扇せん情じよう的にも映るが、レスターにそれを感じる余よ裕ゆうはない。

「……悪あく趣しゆ味みな冗じよう談だんはよせ」

「フフフ、心配？　気付かないフリをしてるのかしら？　……殺されたみんなの共通点、知っている筈はずよ、ね……？　次は自分が刺されると思うと、怖こわい？　怖いの……？」

「よせと言ってるだろ！」

　女の手にしたアイスピックを奪うばい取り、苛いら立だちの混じった声をぶつけるレスター。

　そんな若い記者を見て、リシュアは焦しよう点てん定かなる目をギチリと歪ゆがませ──笑った。

「フフ……フフフ……。おかしいじゃない。貴方あなたがアイスピックを怖こわがるだなんて」

「……」

「昔は、貴方は嬉しそうにそれを握ってたって聞いたわよ？」

「……やめろ」

　冷ひや汗あせが全身を覆おおい、レスターの心に歪いびつな感情を灼やき付けていく。

　あからさまに言葉の続きを嫌けん悪おしているのにも気付かず──正しよう気きを失いかけているリシュアは、嬉うれしそうに嬉しそうに艶なまめかしい声を響ひびかせ続けた。

「他のみんなが言ってたわ。ポーラ姐さんを拷問して殺した時も──貴方あなたは、真まっ赤かになるまで火で炙あぶったアイスピックを持って楽しそうにしてたって！」

「やめろッ！」

　ギチリ、と、レスターは自分の臓ぞう腑ふが鳴る音を聞いた。

　全身の筋きん肉にくが緊きん張ちようしている。

　彼の存在そのものが、リシュアの言葉と──自らの過去を否定しようとしている。

　しかし、リシュアの言葉は止まらない。

「あら、いいじゃないの。誰だれも聞いてなんかいないわよ……。雨の時に、こんな路ろ地じ裏うらを歩く奴やつなんてそうそういないわ。みいんな……みいんな『アイスピック・トンプソン』を怖こわがってるんだもの……」

「……」

「おかしな話よねえ……あんなに、ねえ、可愛い子供を……怖がるなんて、ねえ？」

「……？」




　ギチリ、と、今度は背骨が鳴った。




「……なに？」

　レスターの呟つぶやきに、女はここではない何ど処こかを見ながら答えを返す。

「みんなはさぁ……怖がる事ないのに、ねえ……。マーク君が殺すのは、貴方達だけなのに」

「マーク……だと？」

　相手が何を言っているのか、一いつ瞬しゆん理解できなかった。

　だが──マークという名前を必ひつ死しに己おのれの関係者の中から探り出し──

　マーク・ウィルキンスという一人の人物を思い出す。

「まさか……ポーラの息子むすこか……？」

　雨に打たれながら尋たずねる言葉に、やはりドレスを濡ぬらして扇せん情じよう的な格かつ好こうになった女が──虚うつろな目のまま言葉を紡つむぎだした。

「ええ、そうよ、あの子、ほら、ポーラの姐ねえさんにソックリじゃない……目め元もととか、ねえ。解わかるでしょう？　あの子、姐さんが貴方あなた達に殺される前から、私の事は娼しよう婦ふ仲間だって知ってたのよ、だからほら、ねえ、時々、こっそりと、御ご飯はんとか作りに行ってあげてたの」

「……おい、聞いてないぞ」

「あら……あらあら、おかしな事を言うのね……。だって、言ったら反対するでしょう？」

　クスクスと笑いながら語る女。

　言ってはならない事を言っている事から、どうやらハッキリとした言葉遣づかいとは裏うら腹はらに、心の方は殆ほとんど壊こわれてしまっているようだった。

　自分がこの後どうなるかも考えず──リシュアは言葉を紡つむぎ続ける。

　嬉うれしそうに、楽しそうに。

「ほら、ねえ……あの子、ポーラ姐さんの遺い産さんをたくさん持ってるじゃない。色々と……ねえ、優しくしてあげると、お金をくれるのよ、だから……ほら、そのお金で、また新しい薬を買ってたんだけど……あの子ったら、『薬なんかやめてよ』って大人おとなっぽい事を言って、お金をくれなくなっちゃってね、だから私、言ったのよ……」

「……」

「お金をくれたら、貴方が知りたがってる秘ひ密みつを教えてあげるって」

「おい……まさか……」

　顔を青ざめさせるレスターの前で、リシュアは雨の降る空を見上げて、とどめとなる言葉を吐き出した。

「あなたのお母さんを殺した人達の事を教えてあげるって！」




　ギチリ、と──

　今度はどこが鳴ったのか、レスター自身にも解わからなかった。




「だから、ねえ、貴方も、だから、ね、貸して欲しいの、お金。なんだったら、体で返してもいいのよ……ねえ？　違う、違うのよ？　今度は、今度こそは薬じゃないの……薬を止めるためにさあ……お金が欲しいのよ、医い者しやにいく、ね？　薬を止めて、今度こそ、今度こそ最高に飛ぶのよ……ねえ。天国まで、だからさ、お金を……貸して欲しいのよ……ね？」

　リシュアは既すでに、自分が何を言ってしまったのかも理解していない。

　彼女の頭の中にあるものは、レスターには決して見えないものだった。

　そこには既に自分自じ身しんの命すら勘かん定じように入っておらず──

「……そんなにトびたきゃ、トばしてやるよ」

　その報むくいが、直接的な暴ぼう力りよくとなって振り降ろされた。




「天国までな」




　アイスピックは、薬の乱らん用ようで全身の感覚を失っていた女の首くび筋すじに突き刺さり──

　引き抜かれると同時に、再び彼女の体へと振り下ろされる。
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　そんな無む機き質しつで些さ細さいな破は壊かい音おんも、雨あま音おとは平等に消し去った。

　空は地上の惨さん劇げきの事情など見下ろす事すらせず、ただ、淡たん々たんと雨を降り注そそがせる。

　血も死し臭しゆうも、雨はただ平等に押し流す。

　ただ一つ──歪ゆがんだ殺さつ人じん鬼きが顔面に貼はり付けていた、満まん面めんの笑えみだけを除いて。

　最初は怒りを持ってアイスピックを突き刺していたレスターだが、女の肺はいから漏もれるうめき声のような音を聞いて、徐じよ々じよにその頭の中に過去の記き憶おくが蘇よみがえる。

　目から光が消えていく様さまを見て、過去の快かい楽らくが蘇る。

　自分が明らかに異常な行動を取っていると理解しながら──レスターは、嗤わらっていた。

　女の体が血と穴だらけになった後に、

　そして──アイスピックを水たまりに浸ひたし、自らの服で血と指し紋もんを洗い拭ぬぐうと、何事もなかったかのように路ろ地じの入口まで歩き、通りかかったトラックの荷台に投げ込んだ。

　心は、冷静なままだった。

　レスターは何の躊躇ためらいもなく、返り血のついた服のまま──血ち塗まみれで倒れるリシュアの体を抱え上げ、叫ぶ。

「誰だれか！　誰か来てくれ！　医い者しやだ、誰か医者を！」

　と、わざわざ絶ぜつ命めいまで確かく認にんした男が、なんとも見え透すいた──それでいて迫はく真しんの演えん技ぎでもある言葉を叫び上げた。




　死を怖おそれる記者はこの瞬しゆん間かん──殺さつ人じん鬼きに出会った。

　より正確に言うならば──

　セラード・クェーツの腹心のそのまた腹心であった若き新聞記者は、己の中に閉じこめていた殺人に対する渇望と再会を果たした。




　そして──数十時じ間かんの時が流れる。
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ジャズホール『coraggioso』地下




　スミスに殺しの依頼をしてから数時間後ご。

　今いま頃ごろは既すでに『仕事』を終えているかもしれないなと思いながら、レスターは静かに椅い子すに座り続けた。

　ガンドール・ファミリーの本ほん拠きよ地ちでもある事務所。

　強こわ面もての男達に囲まれて──レスターは静かに待ち続ける。

　──それにしても、ポーラといいリシュアといい、馬ば鹿かな女どもだ。

　──俺おれは……俺はただ、死にたくないだけなのに。どうしてそれの邪じや魔まをするんだ。

　──ポーラの奴やつも……とっとと「アレ」を……。

　──バーンズの爺じいから預かっていた『できそこない』を渡せばいいものを。

　過去を振り返りながら、レスターは静かに溜ため息いきを吐いた。

　──しかし、ポーラ自身が飲んでなかったとはな。

　──セラードの爺にもバーンズの爺にも、今いま更さら義ぎ理り立てすることはなかろうによ。

　──なんで不ふ死じ身みになるチャンスを逃したのか──理解できん。

　そんな事を考えていると、事務所の奥の扉とびらが開き──一人の男が顔を出した。

「待たせたな、レスターの旦だん那な」

「いえいえ、こちらこそ……すぐに来たかったんですが、警察の監かん視しを撒まくのに苦労しまして」

「すまねえな……あんたにゃいつもこっちに有利な情報を回して貰もらってるからな、今後も友情が続く事を祈っている」

「いえ、カセッティの旦那にはいつもお世せ話わになってますから」

「ニコでいい」

　レスターがそう言って笑いかける相手は、ガンドールファミリーの幹かん部ぶであり、武ぶ闘とう派はの筆ひつ頭とうとして名高い男だ。

　ニコラ・カセッティ。通つう称しようニコ。

　昨年末のルノラータ・ファミリーとの抗こう争そうの際、十じつ丁ちようの軽けい機き関かん銃じゆうを相あい手て取って生き残り、なおかつ、撃うたれながらも敵を一人ひとり事務所にまで攫さらってきた男だ。

「俺おれ達も、独どく自じに警察に探りを入れてみたんだがな……」

　鋭い目つきのまま、ニコは静かに言葉を紡つむぐ。

「五人目の女を殺した奴やつは、今までと違うかもしれねえって話だ」

「……」

「それまでの四人は、最初に下から刺された傷だったのによ……最後の女だけ、上から首を刺された傷があったそうだ」

　感情の見えない声。

　圧あつ倒とう的な威い圧あつ感かんに気け圧おされながらも、レスターは物もの怖おじしていないフリをして、語る。

「それはそうでしょうね」

「……なに？」

「犯人は、複数なのですから」

「どういう事だ？」

　相手の食いつきに、レスターは心の中でニイ、と笑い──一つの言葉を紡ぎ出す。

　ここ数日で得た情報を元に、ここ半日で練り上げたシナリオを。

「犯人は……ラズ・スミスという殺し屋です。そいつが、街の愚ぐ連れん隊たいのガキどもを雇やとって、ガンドール・ファミリーの関係者を殺させていた……私はそう見ています」

「ラズ・スミス……？」

「ええ、この夏なつ場ばだというのにロングコートを羽は織おった長身の男です」

「その殺し屋が、何で俺達たちに……」

「さて……個人的な恨うらみまでは私には解わかりかねますので……」

　──『ガキを殺せる程てい度どでいい。使い捨てにできる殺し屋を紹しよう介かいしてくれ』

　それが、レスターがルノラータ・ファミリーに頼んだ条件だった。

　適当に時間を稼かせげればよしと思っていたのだが──思わぬ収しゆう穫かくがそこにあった。

　妙みようなサルーンガールがニコの陰からヒョイと顔をだし、

「ラズ・スミスってあいつだよね、アミーゴ。ベルガに顔面殴なぐられて入院した奴！」

　と、レスターをはからずも援えん護ごする一ひと言ことを口にしたのだ。

「……決まりだな」

　重おも々おもしい声を発すると、ニコは静かに立ち上がった。

「ニコの兄あに貴き、行くんですかい」

「安心しろ。ボスの留る守す中だ。下へ手たなマネはしない」

　外に出る準備を淡たん々たんとこなしながら、ニコの目は驚くほど鋭く細められている。

「ただ、話を聞くだけだ」

「何々？　荒あら事ごとなら私も行くよ、アミーゴ！」

　空気を読まない脳のう天てん気きな声に対し、ニコは無む表情のまま呟つぶやいた。

「……好きにしろ」

　背後に場ば違ちがいなサルーンガールと、数人の仲間を従え──ニコは静かに階段を上る。

　最後に一ひと言こと──部屋の隅すみに居たチックに向かって言い残しながら。

「ハサミを……できるだけ汚よごしとけ」




「切った時に、なるべく相手が痛むようにな」




「……カセッティの旦だん那な、どうしたんですか？」

「……ああ、ここだけの話だがな。最後に殺されたリシュアって女さ……ニコの旦那、前々から気に掛けたんだよ。割と相そう思し相そう愛あいっぽくてな。でも、薬を止めなきゃ二度と会わないって旦那が言い切ってな……努力はしてたみたいだが、まさか薬より先に心しん臓ぞうを止めちまうとはね」

「へえ……」

　既すでにニコの消えた階段の方ほう角がくを見つめながら──レスターは心の中でだけ微笑ほほえんだ。

　自分の思い通りに事が運んでいるという喜びか──

　あるいは、スミス達がチックの鋏はさみによって刻まれる姿すがたを想そう像ぞうしたのか──

　あるいは、今の話でリシュアを殺した時の事を思い出したのか。

　表情を動かさぬまま、レスターはただ、己おのれの内に笑い声を響ひびかせ続ける。

　いつまでも、いつまでも。

　自分にしか聞こえない哄こう笑しようを、外に降る雨あま音おとと共鳴させるかのように──
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　スミスが扉とびらを開けて外に出ると、丁ちよう度ど蒼あおい影の青年と鉢はち合あわせる結果となった。

「あれ？　スミスの旦那？　どうしてここに？」

「……お前らこそ、何な故ぜここにいる？」




　新聞社でマークの住所を調べ、少年と出会うべく家までやってきたグラハム、エルマー、シャフトの三人だったが──数時間前まえに別れたばかりの男との再会に、三人とも不ふ思し議ぎそうに目を丸くしている。

「ええとですね、俺おれらはちょっと、ここに住んでるマークって奴やつに用があって……」

　シャフトが代表して事情を説明しようとすると──スミスは小さく溜ため息いきを吐きながら、冷たい表情で首を振る。

「タイミングが悪かったな。……死んだよ」

「え？」

「マーク・ウィルキンスは──たった今、俺が殺したばかりだ」

　あまりにもあっさりとした告こく白はく。

　互いに顔を見合わせる三人を前に、スミスはただ、冷たい声こわ色いろで言葉を紡つむぐのみだった。




「これから依頼人に会いに行く所だが──ついて来るなら勝かつ手てにしろ」
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　雨は、なおも強く降り続ける。

　殺人者達たちの終しゆう局きよくを唄うたいあげるように、強く強くＮＹの街に響ひびき渡る雨あま音おと。

　止むことの無い雨は、殺人者達を闇やみの中に隠かくし──

　まるで、これから流れる大量の血を洗い流す準備をしているかのようだった。













幕間







　その男は、死を怖おそれていた。

　自らも必要以い上じように自分の死を怖れる性しよう分ぶんを理解しており、時とき折おり見せる異常な行動も全すべてそのせいだと考えていた。

　──だって、しょうがないじゃないか。

　ニヘリ、と笑いながら、男は静かに頭を上げる。

　──誰だれだって、死にたくないんだから。

　彼の口くち先さきは恐れの言葉を口にする。

　死にたくない。

　その想いは生命としての本ほん能のうだと。

　よって、その為ならば、何をしても許されると。

　──幸せはみんなで分かち合わないといけない。

　男は、笑っていた。

　──そうだろ？　ポーラ？

　笑いながら、笑いながら、男は手にしたアイスピックを焼けた石の中に差し込んだ。

　徐じよ々じよに熱を帯びていく鉄の芯しん。

　自らの手も熱気に曝さらされているのだろうが、そんな事を男は欠片かけらも気にせず──

　赤く輝き始めた鉄を手に、流れるような動きで目の前に座る女の前に差し出した。

　ただ、正確に言うならば、彼女は座っているというよりも、無む理り矢や理り座らされてるという状態だった。

　意識があるのか無いのか、力なく俯うつむき続ける女に対し、男は静かに首を振った。

　やはり、笑いながら。

　──俺おれを恨うらむのはお門かど違いだよ、ポーラ。

　眼がん前ぜんの女に対してではなく、自分自じ身しんに言いい訳わけするように呟つぶやくアイスピックの男。

　彼は、確かに死を怖れていた。

　だが──それとこれとは、話が別だったにも関わらず、男は同じ問題として語り出す。

　──俺はただ、死にたくないだけなんだ。

　──誰だってそうさ。それなのに、何な故ぜ独ひとり占じめしようとするんだ？

　──さあ……『できそこない』の酒をどこにやったんだ？

　男は『尋たずねた』筈はずなのに、答えを聞こうともせず──赤く輝く鉄を女の体に差し込んだ。

　悲鳴を無む理り矢や理り喉のどに押し込めた呻うめきがあがり、男はそれを聞いて一ひと際きわ色濃く微笑ほほえんだ。




　そして、月日は流れ──
















　死と復ふく讐しゆうを望んでいた少年は、一人の奇き妙みような殺し屋と出会い──

　死を怖おそれる新しん聞ぶん記者は、自分の中に潜ひそんでいた殺さつ人じん鬼きと再会した。







[image: 終章　笑顔中毒者は殺人者の合間を楽しげに闊歩する]






















翌よく朝あさ　ＤＤ新聞社　社長室




「それで……件くだんの事件は、どういう結けつ末まつを迎えたのかね？」

　階下から記者や編へん集しゆう者達たちの喧けん噪そうが響ひびく新聞社の一室。

　その仕事を象しよう徴ちようするかのような書類の『山』が、若いとも老おいているとも判はん断だんが付かない声を響かせた。

　正確には、部屋の中を埋め尽くすその書類の山の奥に存在する、ＤＤ新聞社の社長の口が。

　部屋の片側は、雪の代わりに紙の束たばが降り積もったのではないかという惨さん状じようであったが、反対側がわの空間は至って整せい然ぜんとしており、中央にある机つくえの縁へりを境さかいに時間が数年隔へだたっているように錯さつ覚かくさせる。

　そんな空間の主あるじである男──情報屋の盟めい主しゆでもある『社長』の声は、肩かた書がきに似に合あわず穏おだやかな物だったが、室内にいた男達は、どこか緊きん張ちようした面おも持もちでその声を聞いていた。

「そうだよ！　そんな危なっかしい目に遭あったってのに、なんですぐに報告しなかったのさ？」

　妙みようにテンションの高いチャイナ服の黒こく人じん──エレアンの声に合わせ、周りに座っていた数人の社員達たちも、無表情のまま部屋の隅すみに立つ男に視線を向ける。

　一方、声をかけられた側である中ちゆう年ねんの男は、頰ほおを軽く搔かきながら困ったように目を逸そらす。

「ふむ……なんと報告すれば良いものか、非常に混乱はしているのですが……」

「どういう事だい、カール？」

　眉まゆを顰ひそめながら問うエレアンを僅わずかに見やり、カールは溜ため息いき混まじりに事の顚てん末まつを話し始めた。

「社長はすでに御ご存ぞん知じかと思いますが、この件には『特とく秘ひ事じ項こう』が二に重じゆう、三さん重じゆうに絡んでいましてね」

「……！」

　息を吞む同室の男達を余よ所そに、書類の山の奥からは相変わらず穏おだやかな声こわ色いろが響ひびいてくる。

「そうか……まあ、予想はしていたけれどね。セラード・クェーツの爪つめ痕あとは未いまだにこの町に残り続けていた、という事か」

　セラード・クェーツ。

　その名前を聞いて、何人かの社員が眉を顰めて互いに顔を見合わせた。

「ちょっとちょっと、なんでいきなりセラードの名前が？　今回、特秘事項が絡むとしても、それはガンドールの話なんじゃ……」

「だからだよ、エレアン」

　カールは静かに頭を上げると、淡たん々たんと事件の背景について語り始める。

「ガンドール・ファミリーだからこそ、セラードが関わってくるのさ」

　意い味み深しんな言葉を補ほ足そくするように、書類の奥の存在は少し苦く笑しよう混まじりに声を上げた。

「殺された被ひ害がい者しや達たちは、ガンドール・ファミリーの関係者という共通点があった……しかし、それは表おもて向むきさ」

「と、いうと？」

「彼らは、元々関係者だったのさ。それが、ガンドール・ファミリーに別々の形で近づいた。ある物のありかを求めてね」

　持って回った言い方をする社長の声に、何人かの情報屋達たちは自分達の持つ情報を組み合わせ、独どく自じに答えに辿たどり着く。

　そんな同どう僚りよう達の顔を横よこ目めに、今度はカールの方が社長の言葉を受け継いだ。

「セラード・クェーツの飼い犬の老人達は、ある所で『不ふ死しの酒』の情報が止まっているのさ」




　２年前。

　錬れん金きん術じゆつ師しであるセラード・クェーツが追っていた『不死の酒』の完成品。

　品物の行方ゆくえは不ふ意いに途と絶だえ、そればかりか、セラードやその助じよ手しゆのエニスとも連れん絡らくが付かなくなった。

　彼らに残されていた情報は一つ。

　ただの、一つ。

　運び出された不ふ死しの酒。

　最後に彼らが聞いたその酒の在処ありかは──ガンドール・ファミリーのアジト。

　セラード直ちよく属ぞくの老人達たちは既すでに捜そう査さ局きよくなどに監かん視しされている身だが、その老人達の更さらに子こ飼がいの人間達には、二つだけ情報が残されていた。

　一つは、『ガンドールで消えた不死の酒』。

　もう一つは、『実験に使われた「できそこない」の行方ゆくえ』。

　彼らの中で独どく自じに連れん絡らくを取り合っていた数人の男女は、独自にガンドール・ファミリーへと接せつ触しよくしていった。

　同時に──バーンズの子飼いであった女、ポーラ・ウィルメンスの捜そう索さく。

　彼女はバーンズが妾めかけに生ませた、年の離れた娘むすめだという噂うわさもあったが、今いま更さらそれを確かめる者はいない。

　ポーラ自身は、既にこの世の者ではないのだから。




「彼女はバーンズが実験の為ためにセラードから預かっていた『できそこない』の管理を任されていた。そして、老人達は仲間であるバーンズの事も心の底からは信用していなかったんでしょうなあ。彼女があの火事になった倉庫の外に、予備として『できそこない』を何本か持ち出していた事も確かく認にんされていた」

　何かを諦あきらめるように溜ため息いきを吐くカールに、眼鏡めがねをかけた白はく髪はつ交まじりの情報屋が問いかける。

「そして、彼女は殺された。酒の在処を吐いたのか吐かなかったのかは別として。……ま、私ならば彼女の息子むすこの方を拉ら致ち監かん禁きんして人ひと質じちに使いますがね」

　クツクツと笑うその男の横で、英語版ばんデスクのニコラスがその意見に首を振る。

「彼らは警けい戒かいしたんでしょうね。立て続けに息子まで行方不明になれば、麻ま薬やくがらみのトラブルとしては誤ご魔ま化かしがきかなくなりますし──それよりは、じっくりとガンドールに食い込んでおいた方がいいと判はん断だんしたのでしょう」

　カールもそれに頷うなずき、書類の奥にいる社長も、なだらかな声で淡たん々たんとその意見を補ほ足そくした。

「そうだね……幼い息子が先に攫さらわれてカードに使ったならまだしも、子供を後で攫うのはやや不自然だろう。麻薬がらみの制せい裁さいが目的なら──物ぶつ騒そうな物もの言いいになるが、先に子供を目の前で殺してからポーラを殺すだろうからね」

「ところが、その結果として息子であるマークが復ふく讐しゆうに走ったわけだ……なんだかやりきれない話だねえ……他に手は無かったのかねえ……」

　どんよりと落ち込んだ空気を纏まとうエレアンの言葉に、カールが目を伏せながら答える。

「復ふく讐しゆうを諦あきらめる、という選択はあったんだろうがな。仮に警察に告こく発はつなどしても無む理りだろうよ。警官や新しん聞ぶん記者までグルになって、一つの事件を作り上げたんだ。今いま更さら麻まや薬くち中ゆう毒どく者しやの女の証しよう言げんで再さい捜そう査さが行われるとは思えんしな」

　苦にが々にがしげに言うカールの言葉を受け、ほんの一いつ瞬しゆん、室内が静せい寂じやくに包まれた。

　そして、その静寂を破ったのは──やはり、やはり穏おだやかな声だった。

「では、カール君。そろそろ肝かん心じんの事を聞こうか」

「……はい」

「その少年……『アイスピック・トンプソン』と呼ばれたマーク・ウィルメンスと、彼に狙ねらわれていた最後の一人である、新聞記者のレスター氏しがどうなったのか」

　社長の問いに対し、カールはなんとも言えない表情を浮かべたまま沈ちん黙もくし、やがて、溜ため息いきをことさらに深くついた後に言葉を紡つむぐ。

「皮ひ肉にくな話ですが……マーク・ウィルメンスは死にましたよ。私もよく知らない、無む名めいの殺し屋やに殺されてね」

　どこかやりきれないといった声こわ色いろで、目を伏せたまま上じよう司しに報告する情報屋。

「そして、あの哀あわれで臆おく病びような新聞記者は、のうのうと生き延びましたよ。のうのうとね」




「全く、皮肉な話もあったものです」




　そして──時は、馬鹿げた騒動バツカーノの最さ中なかに遡さかのぼる。





⇔






12時間前まえ　ジャズホール『coraggioso』地下




「はい……解わかりやした」

　受話器を手にしたまま、マフィアの一人が室内にいる若い記者に問いかける。

「おい、ニコの兄あに貴きから電話なんだが……ガキ共どもがいつも屯たむろしてる廃はい工場とかはもぬけの空からだそうだ。記者の旦だん那なよぉ。他に心当たりはねえか？」

　レスターはスイ、と目を細めながら、頭の中に今回の絵え図ずを広げ直す。

　──出払っていたか。好こう都つ合ごうと見るか否いなか。

「……そうですねえ」

　──ちと早いが、あの殺し屋には最初に消えて貰もらおう。

「私が彼を怪あやしいと思ったのは、最近何なん度どか情報の取引で接せつ触しよくしていたからなんですが……」

「待て、それは初はつ耳みみだぞ」

「言う暇ひまがありませんでしたからね。ああ、ガンドールさんの情報を向こうに流す程ほど間ま抜ぬけではありませんから御安心を」

　やけに自信たっぷりに言う男を前に、受話器を持つ男は一いつ瞬しゆん眉まゆを顰ひそめたが──今は情報の方が先だとばかりに話の続きを促うながした。

「しかし、彼の態度がどうにもおかしいと思いましてね。個人的に探りを入れたんですが……どうも最近、仲間内でもめ事が起こっているらしくて……近いうちに実行犯の少年が一人消されるかもしれませんね……まあ、それはともあれ、彼は、私みたいな新しん聞ぶん記者達たちと何人か接せつ触しよくしていたようですが……その場所は、いつも決まって同じ場所でしたよ」

　どこか粘ねばつくような笑えみを隠かくしながら、レスターは静かに一つの場所を口にする。




「グランドセントラル駅の傍そばにある、解かい体たい予定の廃はいビル……御ご存ぞん知じですか？」





⇔






同どう時刻　ＮＹ　大通り




「なあ、マークって小こ僧ぞうを殺した……って、どういう事だよ、スミスの旦だん那な？」

「さっき言った通りだ。依頼されたから殺した」

「あのアパートでか？」

「ああ。あの中で死体を処理するのには、結けつ構こう手て間ま取どったがな」

　レンチをだらりと垂らしながら問いかける作業着の青年に、殺し屋は静かに微笑ほほえんだ。

　雨の降りしきる深夜の大通り。

　アイスピック・トンプソンの事件もあってか、普ふ段だんは雨の降る深夜でも幾いくばくかの人ひと影かげがあるというのに、現在は全くといっていい程ほどに人の気け配はいが消えていた。

　雨は相変わらず降り続いており、一ひと際きわ大きな傘かさを差しながら歩くスミスを先せん頭とうに、グラハム、シャフト、そしてエルマーの四人が後をついていく。

　暫しばらく歩いた所で、シャフトがグラハムの耳みみ元もとに顔を寄せて呟つぶやいた。

「やばいっすよグラハムさん」

「何が？」

「何がって！　殺しに関わっちまってるって事でしょう！　今！　この時点で！」

「まあ、そうだな」

　あっさりと答えるグラハムに、シャフトはこめかみを指で押さえながら息を吐く。

「そうだなって……」

「ラッドの兄あに貴きと一いつ緒しよにいた頃は、こんなの日常茶さ飯はん事じだったろ？」

「その血ち塗まみれな日常が終わりを告げて喜んでた俺おれの気持ちを汲くんでくれませんかねえ……？」

「解わかった、汲もう！」

　言うが早いか、グラハムは雨に濡ぬれた手をポンとシャフトの肩に置き、哀あわれむような目で、

「……大変だと思うが、まあ、なんだ、死ぬな」

　と、ただそれだけを口にした。

「よし、行くか！」

「なんで俺、この人の舎しや弟ていなんかやってるんだろう」

　傘かさを持たない方の手で頭を押さえるシャフト。

　その肩に、今度はエルマーが手を乗せた。

「悩み事かい？　じゃあ、とりあえず笑おう！　知ってるかい？　笑顔ってのはジャンケンで言えば後あと出だしなんだ。どんな悲しみも怒りも、後から笑顔になれば打ち消せるんだよ！　笑顔は魔ま法ほうさ。どれだけ不幸な生しよう涯がいを送ってきても、最後の数秒、首切り役人の刃やいばが振り上げられて落ちるまでの間に幸せに笑う事ができれば、その人の存在は祝福そのものなのさ」

「それができれば苦労しませんけどね？」

「苦労してでもやる価か値ちはあるよ？」

　自信満まん々まんに頷うなずく男に、シャフトは不ぶ気き味みなものから目を逸そらすように視線を動かし、呟つぶやく。

「……エルマーさん。会ったばかりでこんな事言うのもなんですけどねえ……。貴方あなたのその底そこ抜ぬけに楽らく天てん的な人生観かんが、今はちょっと羨うらやましいです」

「はは、そんなに羨ましがられるようなもんじゃないよ」

　少し照れくさそうに笑いながら、エルマーは変わらぬ表情で口を開いた。

「魂たましいを売ればいいだけさ。自分と他人の笑顔にね」

「今、何気なく凄すごく不ぶ気き味みな事を言いませんでしたか」

　本当に、何なに一つ変わらない笑顔で紡つむがれた言葉。普通の人間が口にしたならば、単なるつまらない冗じよう談だんとして受け取れる一ひと言ことだったが──

　シャフトには、どうしてもそれが冗談とは受け取れなかった。

　目の前の男が、あまりにも唐とう突とつに殺人事じ件けんに巻き込まれているというこの状況で──本当に、何一つ変わらぬ笑顔を浮かべていたのを見てしまったから。




　それから暫しばらく雨の道を歩き、グランドセントラル駅に程ほど近ちかい、明かりの点ついていないビルが目に入った所で──スミスは一いつ旦たん立ち止まってグラハム達に目を向ける。

「……あのビルの中に依頼人がいるわけだが、あくまでこれは俺の独ひとり言ごとだ」

「？」

「俺はお前らについて来いとは一言も言ってないし、俺はあくまで一人であのビルの中に入っていくだけだ。だから、お前らが勝かつ手てについてきて中で誰だれを見ようが、お前らが依頼人の後をこっそりつけようが、俺おれの関わり合う所じゃない。いいな？」

　スミスはそれだけ言ってビルに向かおうとしたが、最後に、それまで彼に何も追及していなかったエルマーが声を上げた。

「本当に、スミスさんはあの子を殺したの？」

「ああ、殺した」

「あんな子供を？」

「そうさ。子供だろうが女だろうが、俺には殺せる。殺し屋なんてのは元から狂った奴やつがなる仕事だからな。一いち度ど狂っちまえば、いくらでも残ざん酷こくになれるのさ。ああ、あのガキをショットガンで吹き飛ばした時の事を思い出すと、仕事をやり終えたって幸福感かんが蘇よみがえるのさ」

　持って回った言い方で、これでもかと言う程ほどに冷れい酷こくな笑えみを浮かべて見せるスミス。

　だが、エルマーはその耳みみ元もとに何かを囁ささやきかけた。

「────、────────」

「……なんだと？」

「──────、────────」

　雨あま音おとに消され、グラハムとシャフトの耳には届かなかった言葉。

　スミスはそれを聞いて僅わずかに眉まゆを顰ひそめたが、妙みような奴だといった苦く笑しようを浮かべて首を振る。

　そのまま建物へと向かう殺し屋の背を見送りながら、残された三人は互いに顔を見合わせた。

「……悲しい、悲しい話をしよう……」

　レンチをパシリと鳴らしながら、グラハムが静かに首を捻ひねりこむ。

「あんな事を言って、スミスの旦だん那なは俺達たちに何をして欲しいんだ？　わざわざあんな言い方をしたということは、俺達に何か期待をしているという事だろう。だがそれが解わからない。期待に応こたえられない場合、俺達だけじゃなくスミスの旦那にまで迷めい惑わくが掛かったりするんじゃないだろうか。くそ、俺は世界の敵だとばかり思っていたが、とうとうスミスの旦那にまで迷惑をかけ始める事になるのか？　このままじゃラッドの兄あに貴きにまで人知れず迷惑をかけかねない。どうしたらいいと思うシャフト。俺はこれから世界の味み方かたに転てん身しんできると思うか？」

「いや、その……スミスさんやラッドさんに迷惑かけられてるのは俺達の方なんすけど。ていうか、俺は今スミスさんに『口くち封ふうじだ』って殺されるんじゃないかって結けつ構こうドキドキだったんすけど……！」

「口を封じるぐらいなら最初から『俺が殺した』なんて言わないだろ？」

　レンチを頭の上に載のせてバランスを取りながら言うグラハム。

　緊きん張ちよう感かんがあるのか無いのか解らない自分たちのリーダーを前にして、シャフトは泣きそうな顔になって呻うめき上げる。

「……っ！　そりゃそうですけど、そりゃそうですけどね？」

「シャフトは心配性しようだな。そんなんじゃ将来、プラチドのオッサンみたいに禿はげるぞ？」

「もういいです」

　グラハムとこれ以上話はなしても利益は無いと踏んだシャフトは、小さな傘かさを握ったままのエルマーに歩み寄り、訝いぶかしげに尋たずねかけた。

「ところでエルマーさん、最後、スミスの旦だん那なになんて言ったんですか？」

　エルマーの表情には全く緊きん張ちよう感かんは見られない。

　ああ、この人も変へん人じんなんだなと確信しながらも、いや、だからこそ、シャフトは彼が何と言ったのかが気になった。

「ああ、簡単なことさ、俺おれは……」

　そして、答えがエルマーの口から紡つむがれようとした、その時──




　雨の中を劈つんざく金属音おんと、それに続いてくぐもった銃じゆう声せいが大通りに響ひびき渡った。
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数十秒前まえ　廃はいビル内




　スミスが事後報ほう告こくをすべくビルの中に入ると、天てん候こうのせいか、夏なつ場ばだというのにどこかひやりとした感覚にとらわれる。

　アイスピック・トンプソンである少年、マーク・ウィルメンス。

　彼が確実に死んだという証しよう拠こを見せて欲しい。それが依頼人の望みだった。

　──わざわざ殺し屋に二度会あおうとするなんてのも、変わった依頼人だ。

　何かの罠わなかとも考えたが、警察が待ち受けていた場合、あの記者も同どう様ように破は滅めつするだけだ。

　相手の口ぶりから、よほどその少年の生存を恐れていたのだろうと判はん断だんしたスミスは、結果として再びここに来てしまう。

　非合法な生なり業わいをしている者にとって、それは信じられない程ほどの迂う闊かつさだった。

　それを思い知るのは数秒後ご。

　ビルの奥まで進んだ所で、視し界かいの隅すみにきらびやかな布ぬの地じを捉とらえ──

　それが、つい数時間前に『殺す』と決意した相手の服装だと気付いた瞬しゆん間かんだった。

　──マリア……マリア・バルセリート！

　かつて、一度だけ同じ仕事についた事がある、日本刀とうを持った浅あさ黒ぐろい肌はだの少女。

　彼女の笑顔よりも先に、抜き放たれた白はく刃じんがスミスの目に映った。

　刹せつ那な、金属音が周囲の空気を切り裂さいた。

　冷え切った空間を更さらに凍らせるような鋭い音に包まれ、スミスは襟えりの奥に冷ひや汗あせが浮き上がるのを感じとる。

「参まいったな……畜ちく生しよう」

　懐ふところから出した散さん弾だん銃じゆうで相手の刀かたなを受け止めたスミスは、ギリ、と歯を鳴らした後に、自分自じ身しんの迂う闊かつさを呪のろった。

　──まさか、警察じゃなくて……別の殺し屋が待ってるたぁな。

　しかし、後こう悔かいしている暇ひまなどない。

　目の前にいる少女は、楽しそうに笑いながらスミスの顔を刀越ごしに覗のぞき込む。

「アハハっ！　久しぶりだね！　アミーゴ！　どっかに入院してたって聞いたけど、退たい院いんできたんだね！　おめでとう！」

「……そいつはどうも」

　少女のものとは思えぬ腕わん力りよくで、ギリギリと刀を銃ごと押し込むマリア。

「でも、残念だったねアミーゴ！　死ぬまで入院してれば、貴方あなたにとって幸せだったのに！」

「……ぬかせ！」

　少女の体を蹴けり剝はがすように、スミスは大きく後ろに飛ぶ。

　そのまま、コートの中からもう一いつ丁ちよう銃を取り出し、マリアの腕を狙ねらおうとしたのだが──　遅かった。

　迫っていた。

　蹴り剝がした筈はずの少女の体が、いつの間にか自分の眼がん前ぜんにまで。

「くっ……！」

　引ひき金がねを引くが、マリアの動どう体たい視し力りよくは銃じゆう口こうの向きとスミスの腕の動きを完かん璧ぺきに捉とらえ、発はつ射しやされる直前に体を斜めに滑すべらせる。

　飛び出した弾だん丸がんの下をくぐる形で、マリアは横に飛び──スミスのロングコートを高速でなぎ払う。

「がっ……」

　想そう像ぞう以上の衝しよう撃げきが腹ふく部ぶを襲おそうが、斬ざん撃げき特とく有ゆうの痛みは無い。

　コートの中に仕込んだ何なん十じつ丁ちようもの銃が、マリアの刀を受け止めたのだ。

「……チェっ。やっぱりまだ鉄は切れないかぁ。残念だよ、アミーゴ」

「このガキ……俺おれの銃に傷を……！」

　瞬しゆん時じに体勢を立て直したマリアと、未いまだによろめいているスミス。

　どこかずれた言葉を交わしながら、お互いに５メートル程ほどの距離を空あけた。

「解わかったよアミーゴ。貴方にはもったいないけど、素直に本ほん気きを出してあげる！」

　言うが早いか、マリアは腰に収めていたもう一本の刀を抜き放つ。

　二に刀とう流りゆうと二丁拳けん銃じゆう。

　奇き妙みような構こう図ずで対立する二人。

　かつて仕事上じようの付き合いがあったとはいえ、今では完全に敵同どう士しである男女。

「で、突いて殺すのと、首を切って殺すのと、頭を唐から竹たけ割わりにするのと、どれがいい？　そのぐらいは選ばせてあげるよ？　アミーゴ！」

「俺おれが加か害がい者しや側だったらフルコースで手前てめえに喰らわせてやりたい所だ」

「欲よく張ばりは駄だ目めだよ、アミーゴ！　それに、貴方あなたって私より弱いじゃん！　前だって、貴方ってばベルガにあっという間に殴なぐり倒されてたよね？　私はあの時とき負けなかったけど！」

　そんな所だけ少女らしい、あからさま過ぎる挑ちよう発はつ。

「クレア・スタンフィールドに遊ばれてたじゃねえか」

「今なら勝てるもん！　それに、貴方が私より弱いってのには変わりないよ？　アミーゴ」

　やはり少女らしい反応を見せるマリアだが──スミスは知っている。

　そんな様よう子すを見せていても、目の前の少女は驚くほど簡単に人を殺す事ができると。

　そして──こちらが銃じゆう、向こうが刃は物ものという状況でも、目の前の少女にとって、そんな事など欠片かけらもハンデにはならないという事も。

　だが、寧むしろ冷静な顔つきになったスミスは、両手の銃を下ろしながら語りかける。

「ああ、そうだな」

「？」

「俺は……お前より弱い」

「？　どうしたの、アミーゴ。命乞ごい？」

　不ふ思し議ぎそうに尋たずねるマリアに対し、スミスは構えを解いたまま静かに言葉を紡つむぎ出す。

「ガンドールの連れん中ちゆうにやられて、病院のベッドで横になってる間……俺は考えたんだ」

　右手に持った拳けん銃じゆうをコートの中に戻し、入れ替わりに、左手に持つのと同じショットガンを手に取った。

「世の中には、どうしようもねえぐらいにイカれた、説明のつかねえ存在があるもんだってな」

　そのまま、スミスは自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑うと──羽は織おっていたコートを器き用ように脱ぎ捨てる。

「おかげで、世界に対して慎つつましやかな気持ちになれた」

　ショットガンごと腕が袖そでを通り抜け、スミスの背後に重おも々おもしい音が響ひびき渡った。

　30キロにも及ぶ装そう備び付つきのコートを脱ぎ捨てたスミスは、そのまま首をコキリと鳴らす。

「おかげで、俺は世せ間けんと神と狂きよう気きに対して敬けい虔けんな殺し屋になれたよ」

「……何を言ってるの、アミーゴ？　いいの？　鎧よろい代がわりのコートを脱いじゃって」

　不思議そう尋ねるマリアの前で、スミスは帽ぼう子しも脱ぎ捨てる。

　ワイシャツに黒いズボン、完全な軽けい装そうとなった身だが、ワイシャツの上に巻かれた奇き妙みようなホルスターベルトには、なおもいくつかの銃が取り付けられている。

「感謝しよう。狂きよう気きに取り憑つかれている俺が未いまだに存在できているこの世界に」

「格かつ好こいい事を言ってるつもりだろうけど、逆ぎやく効果だよアミーゴ」

　挑発なのか当然の指し摘てきなのか判はん別べつし辛づらい言葉を継げる少女に対し、スミスはニヤリと口くち元もとを綻ほころばせ──

「お前にも感謝しよう。アミーゴ娘むすめ」

「どうして？」

「ああ、殺し屋としての仕事を再開したこの記念すべき日に……あっ」

　双そう眸ぼうを見開き、ただ──跳とんだ。

「それはそうとてめえよくも俺の悪評を流しやがったな死ねこのガキ」

　沸ふつ騰とうした言葉が届くよりも早く、前へ、前へ、前へ。

　ショットガンを持っているのに相手との距離を詰めるという暴ぼう挙きよ。

　だが、マリアはその予想外すぎる行動にも反応し、迎え撃うつ形で右手の刀かたなをなぎ払う。

「アハハハハっ！　ごめんね！　あなた、想そう像ぞう以上にバカで面白いよ！　アミーゴ！」

　マリアは思わず叫ぶが、言葉は行動に追いつかない。

　それを口にした時にはとうに金属音おんが響ひびいており、十字に合わせた二に丁ちようのショットガンの銃じゆう身しんがマリアの一いち撃げきを防いでいた。
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　だが、もう片方の手に握られた刀によって、マリアからは躊躇ためらう事なく追つい撃げきが繰くり出される。

　一いつ瞬しゆん早く、スミスの体がグルリと回る。

　十じゆう字じが風ふう車しやのように回転し、組まれたままの散さん弾だん銃じゆうの一つがマリアの体の中心を捉とらえ、瞬まばたきする程ほどの間をおいて引ひき金がねが絞しぼられた。

　だが、更さらに一いつ瞬しゆん早くマリアの体が背後に反そらされ、そのまま背後に回転しながら散さん弾だん銃じゆうを蹴けり上げる。

　跳ね上げられた銃じゆう口こうから轟ごう音おんと散弾が放たれるかと思われたが──何な故ぜか不ふ発はつ。

　ガチリという小こ気き味みいい音が響ひびくのみで、マリアはそれを合あい図ずに再び床を蹴り飛ばす。

　が、既すでにスミスの手は散弾銃から離れており、その両手にはガンベルトに取り付けられていた別の拳けん銃じゆうが握られていた。

　やはり左右の手に一いつ丁ちようずつ。狙ねらいを定めるでもなく、ただ、敵のいる方角に向けて撃うち放つ。

　その連れん射しやを敢あえて相手の懐ふところに踏み込む形で避け、そのまま突きを繰くり出す少女。

　間かん一いつ髪ぱつ。

　偶ぐう然ぜんか、それとも意識して狙ったのか、スミスは銃の台だい尻じりで日本刀とうの突きを受け止める。

　勢いで弾はじかれ、距離を取る二人。

　今しがたの衝しよう撃げきで両手の銃を取り落としたスミスは、胴どう回まわりのホルスターに手を回し、新たな銃を握り──対するマリアは、やや離れた場所で低く構えて動きを止めている。

　下へ手たに動いた方が不利になる。

　銃と刀という武ぶ器きの差が消え去り、見事に均きん衡こうする距離と互いの姿し勢せい。

　二人は一瞬硬こう直ちよくし、やがてどちらともなく笑えみを浮かべる。

「……驚いた。あなた、けっこう強かったんだね。アミーゴ」

「……こっちもな。クレアに遊ばれてるのを見た時はザコだと思ってたよ」

　緊きん張ちようと駆かけ引きの糸が張り巡らされた空間。

　一いつ触しよく即そく発はつ。どちらが先に動くかによって、場の天てん秤びんはあっさりと傾く。

　筈はずだったのだが──

　そんな状況がほんの数秒続つづいた後──その天秤は、あっさりと蹴り倒された。

　ガチ、ガチャリと銃が構えられる音がする。

　スミスが視線を僅わずかに動かすと、ビルの入口を塞ふさぐように数人の男達たちが並んでいる。

　いかにもギャングといった風ふう貌ぼうをした彼らの手には、それぞれ軽機関銃トンプソンや銃じゆう身しんを切り詰つめたショットガンが握られており、銃じゆう口こうは一いち様ようにスミスの体へと向けられていた。




　数秒間の沈ちん黙もく。

「……こりゃ、一体どういう流れだ？」

　静せい寂じやくを打ち破りながら眉まゆを顰ひそめるスミスに対し、マリアはどこか不満げに男達を睨にらみ付ける。

「ちょっと！　駄だ目めだよアミーゴ！　こいつとは私が遊んでるんだからさ！」

　殺し屋の少女の抗こう議ぎに答えたのは、男達の中でも一ひと際きわ威い圧あつ感かんのある男だった。

「……見た限りじゃ、遊びじゃ済まなそうだったんでな」

「でも、ニコ！」

「……解わかってくれ。嬢じようちゃん。お前も一応うちのファミリーの一員なんでな。ボスのいない間に傷きず物ものにするわけにゃいかねえんだよ」

「ちぇっ」

　相手が妥だ協きようしないと判はん断だんしたのか、マリアはあっさりと刀を収めた。

　一方、銃じゆうを多数突つきつけられた形のスミスは、指ゆび一つ動かせない状況だと言える。

　そんな絶ぜつ望ぼう的てき状況の殺し屋に、ギャングの男は静かに顔を上げ、表情の無い顔で呟つぶやいた。

「……ラズ・スミスだな」

「……こいつは喜ばしい。初しよ対たい面めんで俺おれの名前を知ってる奴やつがいるとはな。いや、殺し屋としては情報を摑つかまれてるのを恥はじと思うべきか？」

　強がりを言うスミスに対し、ニコと呼ばれた男は鼻を鳴らして言葉を返す。

「正直、俺おれも驚いたよ。銃で刀と撃うち合うバカだが……まさかマリアと銃で斬り合うとはな。ベルガさんに一いち撃げきで伸のされたって聞いたが、単に相手が悪かっただけらしい」

　自らは銃を持たず、懐ふところから取り出した煙草たばこに火をつけながら話を続けるニコ。

「俺は、ガンドール・ファミリーのニコラってもんだ。なんで自分がこんな目に遭あってるか、湧わいたウジが雨あま水みずで溺おぼれてる手前てめえの脳のう味み噌そで理解できるか？」

「知らんね。ガンドール・ファミリーのボスは殺し屋なんぞを恐れる必要はないだろう？」

「すっとぼける気か？」

　スゥ、とニコの目が細くなり、声こわ色いろが僅わずかに重くなる。

「ラズ・スミスじゃなく……アイスピック・トンプソンって呼んでやれば少しは頭も回るようになるか？」

「……」

　その名を聞いたスミスは、驚いたように目を開く。

　相手の反応を肯こう定ていと取ったのか、ニコはあくまで無表情のまま、背後にいた数名の部下に命令を下した。

「……連れて行け」

「おい、待てよ」

「話なら、チックを通して後でたっぷりと聞いてやるさ」

　最後まで平へい静せいを貫つらぬき通した男は、これ以上は一秒たりとも顔を見たくないとばかりに背を向けたのだが──

　その視線の先に、二つの色が存在している事に気が付いた。

　銃を構えたままの仲間達たちの背後にある、人ひと型がたの青と回る銀ぎん色いろ。

　それが一人の青年の姿すがたであると気付いた時、ニコの全身に緊きん張ちようが走る。

　──グラハム。

　過去に何度かガンドール・ファミリーと揉もめた事のあるチンピラで、なおかつまだ生きてこの世に存在している危き険けん人物。

「悲しい……悲しい話は……終わらせよう！」

　青年はレンチの回転を止め、銃じゆうを持った男達の背からテンション高く叫びあげる。

「お前ら……スミスの旦だん那なをどうする気だ？」




　あまりにも唐とう突とつな闖ちん入にゆう者しやの声。

　最初に反応したのは、名前を呼ばれたスミス本人だった。

「……馬ば鹿か野や郎ろうグラ坊ぼう！　勝かつ手てにしろっつったろ！」

「いや、だから勝手にここに来たんだけどよ……この状況はどういう事だよ、スミスの旦那」

「非常に困った状況なんだが……どういう事なのかは俺おれが聞きたい」

「くっ……当事者にも解わからない物を俺に理解しろというのか。どういう罠わなだ？　これも世界の敵である俺に与えられた地球からの嫌いやがらせか？　それとも太陽か、太陽の仕し業わざなのか？」

　わけのわからない事を叫ぶグラハムに対し、ニコは僅わずかに眉まゆを顰ひそめながら問いかける。

「またお前か……。つくづく、うちと相あい性しようの悪い奴やつだ」

「って、誰だれかと思えばニコのおっちゃんかよ」

　知り合いなのか、二人は互いに表情を曇らせながら言葉を交わし始めた。

「なぜお前がここにいる」

「何な故ぜ俺が存在するか？　……それは中々に哲てつ学がく的な質問だな。未いまだに俺がここに生きていられるという事は、俺はここにいる事を世界に許されているという事か。……俺は世界の敵なのにか？　何故だ……くそ、敵に塩を送るというのか。太陽め……なかなかニクい奴だ」

「……聞き直そう。このハッピートリガーの殺し屋とどういう関係だ」

　二つ目の問いかけに対し、横でやりとりを見ていたマリアがキョトンとした顔で尋たずねかける。

「どういうって、さっき新しん聞ぶん記者の人が言ってたじゃない、アミーゴ。こいつも殺さつ人じん鬼きっていうか殺人集しゆう団だんの一人なんじゃないの？」

「このガキとは何度か揉もめてるが……こいつは殺しをするような奴じゃねえ」

「そうなの？　つまんないよアミーゴ」

　本当につまらなそうな顔をするマリアを無む視しし、グラハムは静かに問いかける。

「で？　なんで旦那がガンドールと揉めてるんだ？　旦那が顔面殴なぐられて入院して終わりだったんじゃないのか？」

「その様よう子すだと、本当に知らないらしいな」

　何故か緊きん張ちよう感かんの無いグラハムに、溜ため息いき混まじりに答えるニコ。

「こいつが、アイスピック・トンプソンだって事に」

　その言葉に、グラハムはしばしキョトンと目を瞬まばたかせ、子リスのように首を傾かしげてみせる。

「何を言ってるんだ？　だってアイスピック・トンプソンは……」

　と、マークの正しよう体たいについては内ない緒しよだとエルマーに言われた事を思い出し、レンチをグルリと回して言い直す。

「アイスピック・トンプソンは……誰だれだ？」

「だからこのスミスって奴やつだって言ってるでしょ？　アミーゴ」

「いやいやいや、それは無いって」

　呆あきれたようなマリアの物もの言いいに、グラハムはハハ、と笑いながら言葉を返した。




「だってスミスの旦だん那な、殺し屋なのに、今まで一人も人を殺せたためしがねえじゃんよ」




　再び、沈ちん黙もく。

　誰もが困ったような顔をして、自然と視線はスミスの方に集中するが──

　当のスミスは、何か覚かく悟ごを決めたように深しん呼吸をし、

　言葉を、ただ、言葉を吐き出した。

「俺おれがアイスピック・トンプソンってのは、事実だ」

「旦那？」

　驚いたように目を見開くグラハムに対し、ニコは更さらに目を細めて口を開く。

「ほう……認めるのか」

「ああ……今までに四人の男を刺し殺した。五人目はまだだがな」

「スミスの旦那、大だい丈じよう夫ぶか？　もしかして頭とか撃うたれたのか!?」

「……？」

　奇き妙みような事を言い出すスミスに、グラハムは一いつ層そう混乱し、ニコは動きを止めて改めてスミスを見つめ直す。

　殺し屋はそんな視線の中、静かに笑いながら──やはり、淡たん々たんと言葉を紡つむぎ出した。




「本当さ……あれは仕事じゃねえ……復ふく讐しゆうだったのさ」





⇔






ジャズホール『coraggioso』地下




「さて……すいませんね。一いつ旦たん本社の方に戻らせて頂きます。そろそろ新しい情報が入ってるかもしれませんからね」

　ゆっくりと立ち上がるレスターに、ガンドール・ファミリーの構こう成せい員いんも立ち上がる。

「そうか……宜よろしく頼むぜ、記者の旦那」

「いえいえ、よして下さい。我々は持ちつ持たれつの関係でしょう？」

「そうだな……気を付けろよ。まだ雨が降ってるからな」

「ええ、全くですね」

　レスターはそう笑いながらも、心しん中ちゆうでは別の意味での笑顔を浮かべていた。

　──さて、万まんが一いち……あの殺し屋から俺おれの名前が出たらという事もある。

　──言いい訳わけは考えているが、今はとにかく、あのガキの家にいかないと……。

　──もしかしたら、今度こそ『アレ』が見つかるかも知れないからな。

　可能性の殆ほとんどない希望だが、現在のレスターにその判はん別べつはつかない。

　彼の中にあるのは、いくつもの『死』。

　自分の手によって直接的に殺してきた記き憶おく。

　あるいは間かん接せつ的に行われている殺人ゲーム。

　その結果を想そう像ぞうするだけで、彼は十分幸せだった。

　反はん動どうとして、自分自身の生への執しゆう着ちやくが強くなりつつあった若き『殺人狂きよう』は──

　新しん聞ぶん記者としての笑顔を顔面に貼はり付けたまま、出口である階段の方へと足を向ける。

　そして、階段を上りかけたその瞬しゆん間かん──

「あれ、どうしたの？　わすれものー？」

　と、部屋の隅すみから、のんびりとしたチックの声が聞こえてきた。

　──なんだ？

　振り返ると、チックはこちらの方角のやや上を見ている。

　階段の上だ。

　あのサルーンガールでも戻ってきたのだろうか？

　そう思いながら階上に目を向けたのと、地下にいた男達が一いつ斉せいに息を吞むのは全く同時の事だった。

　上を向いたレスターの目に映った物は──




　自分に向かって飛び降りてくる小さな影と、その手に握られたアイスピック。




　次の瞬間、衝しよう撃げきがレスターの体を覆おおい尽くし、そのまま階段の下に転げ落ちる。

　だが、全身の痛みをレスターは感じなかった。

　肩かた口ぐちに走った鋭すぎる痛みが、体中の神しん経けいを麻ま痺ひさせたからだ。

「があああああっ!?　ひっ、ひがああぁぁぁぁああぁ!?」

　自分の身に何が起こったのか解わからず、ただ痛みに正直に転げ回るレスター。

「おい、止まれ！」「なんのつもりだ小こ僧ぞう！」「大だい丈じよう夫ぶか、記き者しや先生」「馬ば鹿か野や郎ろう、医い者しやは呼ぶな！」「あー。大丈夫ですよー。そこは刺されてもすぐには死なないところですからー」「そういう問題じゃねえだろチック！」「どういうつもりだ！　ガキ！」

　そんな地下室の喧けん噪そうが、やけにハッキリと聞こえてくる。

　レスターは涙でにじんだ目を押しつむり、まぶたの裏に溜たまった液を全すべて押し流し、自分に何が起こったのかを確かめるべく階段の方に目を向ける。

　すると、そこには──

　階段の下に姿すがたを見せた、一人の少年の姿があった。

「やっと見つけた……」

　今しがた血に濡ぬれたばかりの、錆さび付いたアイスピックと共に──少年は、幽ゆう鬼きのような表情で、倒れるレスターを冷静に見下ろしていた。




「お前のアパートにも新聞社にも居なかったから……あとは、ここぐらいかなって……」





⇔






一時間前まえ　マークのアパート




　ガチン、という音が背後から響ひびき、一いつ瞬しゆんにして我に返るマーク。

　振り返ると、自分を殺しに来たという男が、引ひき金がねを絞しぼったばかりのショットガンを手に溜ため息いきを吐いていた。

「あーあー。そういやショットガンはやっぱ危ねえってんで弾たまを抜いてたんだったぜ。全く俺おれとした事が大失敗だ」

「……？」

　妙みようにわざとらしい事を言う男に、マークは訝いぶかしげな視線を送る。

「どういう……つもりだよ……。なんで僕を……殺さない？」

「……まあ聞け。今の瞬しゆん間かん、お前は実際には死んでいたわけだが──」

　次の瞬間。男は、少年に対してというよりも、殺さつ人じん鬼きに対して妙な取引を持ちかけた。




「お前の未来をやる代わりに、お前の過去を俺に寄越せ」




「……なんだって？」

「俺は殺し屋なんだが、今ひとつハクが無くてな。殺しの実績も狂きよう気きに纏まつわるエピソードも何も無いんだ。で、思ったわけだ。謎なぞの殺人鬼、アイスピック・トンプソンの正しよう体たい……これは中なか々なかに素す敵てきな狂気に満ちた殺し屋だと思わないか？」

「……は？」

　何を言っているのか全く理解できない『殺さつ人じん鬼き』。

　マークは目の前の殺し屋に対してどう反応すべきか解わからなくなり、暫しばしその場で硬こう直ちよくしていたのだが──

「……助けてやるから、お前の殺しを俺おれがやった事にさせてくれ、って言ってるんだよ」

「いや、それは解るけど……。なんで？」

「たった今言ったろ。ハクが付く」

「……」

　やはり理解できずに首を歪いびつに傾かしげる少年に、スミスは諦あきらめたように息を吐き出し、小こ声ごえになって、何な故ぜか周囲を気にしながら呟つぶやきかけた。

「……ガキは殺したくねえんだ。黙だまって言う事を聞いてくれ」

　バツの悪そうな顔をする殺し屋に、マークは目を丸くしながら口を開く。

「殺し屋なんだろ？　依頼人を裏切ってもいいの？」

「いいか、小こ僧ぞう。殺し屋になる奴やつなんてのは、最初から最後までどうしようもなく狂気に捕らわれてる存在なのさ」

「……それで？」

　生まれて初めて見る奇き妙みような生物を見るような表情で問い続ける少年に、スミスは両手を広げ、クツクツと笑いながら──恥はずかしげもなく、誰だれに媚こびることもなく断言した。




「──狂ってる奴を信用する依頼人が悪い」





⇔






ジャズホール『coraggioso』地下




　そして、時間は再びジャズホールの地下へと戻る。

「おっ……お前……！　ポーラの……っ！　どうして、畜ちく生しよう！　痛ぇ……っ！」

　先せん刻こくまでの『他人の命を蹂じゆう躙りんした』という思いから来る余よ裕ゆうはどこへやら、現在は肩を刺された自分の痛みに『死』を感じ取り、必ひつ要よう以上に噎むせび叫ぶ。

　実際には命に別べつ条じようの無い傷なのだが、レスターは己おのれが体験したことの無い痛みから、自分が死ぬと完全に錯さつ覚かくしている状態だった。

「いてえ、いでえぇぇっ！　畜生、このガキ、こ、このガキぃ！　あの野や郎ろう！　あの野郎は何してやがったんだちくひょう、畜生！　こ、殺せ、何してんだぁ！　早くこいつを撃うち殺せ！　ころっころっ……殺されるだろうが！　畜生！　いでぇぇぇええええぇっ！」

　醜みにくく転がりながら周りにいたマフィア達に叫ぶレスター。

　ガンドールのマフィア達はそんなレスターを醜みにくいと思いながらも、懐ふところに手を伸ばして階段に佇たたずむ少年を警けい戒かいしている。

　すぐに撃うち殺すようなマネはしなかったが、数年前まえ、ここで仲間が数人殺ころされたという経けい緯いもあり、決して油ゆ断だんはしていない。

　少年は左手に妙みような紙かみ包づつみの袋ふくろを握っており、右手には当然ながらアイスピックを握り込んでいたのだが、これといって他に妙な物を持ち込んでいる様よう子すは無い。

「どうしたの？　そんなものを持ってると危ないよ??」

　一人、緊きん張ちよう感かんの無い声で尋たずねるチックだったが、マークは僅わずかに微笑ほほえみを浮かべ、

「すいません……皆さんには迷めい惑わくはかけませんから……」

　とだけ呟つぶやいた。

「なんだか知らんが、もう十じゆう分ぶん迷惑だぜ、小こ僧ぞう」

　マフィアの一人が、少年に警戒しながら静かに銃じゆうを取り出し、その銃じゆう口こうを少年に向ける。

「その紙かみ袋ぶくろはなんだ？　ゆっくりと中身を出せ、ゆっくりと、俺おれらに見えるようにだ」

　爆ばく弾だんか銃ではないかと疑っての行動だったが──

　殺されるという恐きよう怖ふに捕らわれているレスターにとって、それはあまりにも甘く手ぬるい行動だと感じられた。

　足を縺もつれさせながら立ち上がると、銃を取り出したばかりのマフィアの手に飛びかかる。

「貸せぇっ！　畜ちく生しよう！」

「なっ!?」

　突然飛とびかかられた男は、想そう像ぞう以上のレスターの力に怯ひるみ、弾だん丸がんの込められた銃を奪うばわれてしまう。

　周りのマフィアが咎とがめるよりも早く。

　少年が紙袋に手を伸ばすよりも速く。

　自分が今いま何をしてしまっているのかという事をレスターが理解するよりも疾はやく。

　引ひき金がねは微み塵じんの躊躇ためらいもなく絞しぼりこまれ、銃じゆう弾だんが人間の肉へと食い込んだ。




　だが、その銃弾の餌食えじきとなったのは、まだ幼さの残る少年ではなく──

　階段の上から少年をかばうように飛び降りた、唐とう突とつな来らい客きやくの背中だった。




「……お前……」

　突然の衝しよう撃げきに押し倒され、泡あわを食った表情で呟つぶやくマーク。

　その視線の先には──自分が逃げ続けていた不ふ死じ身みの化ばけ物ものの顔があった。

「やあ、大だい丈じよう夫ぶかい？　危ない所だったね」

　安あん堵どの微笑ほほえみを浮かべたエルマーだが、その口くち元もとからは胃いから溢あふれてきた血が流れ落ちており、背中からは真ま新あたらしい血が取り留とめもなく湧わき出している。

「危ないって……お前の方だろ！　そんな……」

　言ってしまってから、少年は目の前にいるのがどういう存在なのかを思い出す。

「……もしかして、痛くないのか？」

「いや、凄すごく痛い。あと、ほら、君の右手」

「えっ……？」

　見ると、突き飛ばされた拍ひよう子しだろうか、右手に持ったアイスピックがエルマーの太ふと股ももに突き刺さっている。

「うわっ！　ご、ごめん！」

「あー、大だい丈じよう夫ぶ大丈夫、悪いのは俺おれだから」

　そして──そのまま何事もなかったかのようにアイスピックを引き抜き、背中を撃うたれたというのにあっさりと立ち上がる笑顔の青年。

　レスターとマフィア達はその不ぶ気き味みな光景に息を吞んだが──

　更さらに深く息を吞み込むハメになったのは、その後に起こった光景だった。

　エルマーの背と足から流れ出した筈はずの血が、重じゆう力りよくと時間に逆らうように、彼の傷きず口ぐちへと這はい戻っていく。

　まるで血の一いつ滴てき一滴が意い思しを持っているかのような動きで、自分たちが居るべき場所へと進み続けた。

　ぞるりぞるりと蠢うごめく赤い行こう進しんを見ながら、マフィア達は互いに顔を見合わせ、

（おい、これって）（ああ、ボスと同じ……）（つーか、誰だれだこいつ）

　と、緊きん張ちようした声こわ色いろでささめき合う。

　同じように硬こう直ちよくしているレスターは、先せん刻こく銃じゆうを奪うばったマフィアからあっさりと銃を奪い返されたが、その事に気付いていたのかいないのか、肩の痛みを一いつ瞬しゆん忘れ、震えた唇くちびるから一つの言葉を吐き出した。

「ふ……不ふ死し者しや……だと？」







　あまりにも唐とう突とつに現れ、完全に場の空気を奪うばいさった一人の『化ばけ物もの』。

　彼は完全に自分の傷が塞ふさがったのを確かく認にんしようともせず、ただ、心の底から愉たのしそうな微笑ほほえみを浮かべていた。

「いやー、すいませんね。お騒さわがせするつもりは無かったんですけど。あ、大だい丈じよう夫ぶ？　本当に」

　マークの無ぶ事じを改めて確認しようとするエルマーだったが、その手は少年にあっさりと振り払われる。

「やめろ！」

　少年は強く吐き捨て、エルマーから目を逸そらし、呻うめき声というよりも──泣き声に近い言葉を紡つむぎ出した。

「なんで……なんでお前は……！　突然現あらわれて……無関係の癖くせに……死のうとしてる俺おれを……なんでだよ……なんで俺なんかを助けようとするんだよ……！」

「趣しゆ味み」

　驚く程ほどにあっさりと答えたエルマーを、マークは強く睨にらみ付ける。

「ふざけんな！　俺は……俺は誰だれかに助けられていいような人間じゃない……！　そんな資し格かくなんか俺には無い！」

「その資格があるのかないのか、それを決めるのも君じゃないだろ？　変な事を言うんだねえ」

　本ほん気きで不ふ思し議ぎそうに尋たずねるエルマーに、マークはなおも首を振って叫び声をあげた。

「うるさい！　俺は……無関係な人まで……」

　言いかけて、マークは自分が想そう像ぞう以上に混乱している事に気が付いた。

　──馬ば鹿かか俺は。こいつは俺の正しよう体たいも過去も知らないのに。

　──俺のやってきた事も……俺の過去も──

　そう考えて、自己嫌けん悪おに陥おちいりかけたのだが──

「あ、そうそう！　それなんだけどさ！」

『無関係な人』という単たん語ごを聞いた瞬しゆん間かん、エルマーはポンと両手を打ち鳴らす。

「レスターって彼だろ？　あーあー、確かにねえ、解わかる、解るよ。なるほどねえ」

「えっ……？」

「あぁ……？」

　突然話を変えられたマークと、突然名な前まえを呼ばれたレスターが同時に声をあげた。

　エルマーはニコニコと笑いながら階段を一歩降おり、そのまましげしげとレスターの全身を睨ねめ回す。

「いやー、本当に、服のメーカーまで同じだ」

「なん……だ？　なんだよ……俺が……どうしたって……痛いづっ！」

　肩の痛みを思い出してうめくレスターに「大だい丈じよう夫ぶ？　まあ、この程てい度どなら死なないから安心しなよ」と声をかけつつ、エルマーはクルリと後ろを振り返り、マークに爽さわやかな笑顔を向けて口を開いた。

「いやあ、これでハッキリと解ったよ！」

「な、なにが……？」

　余りにも空気を読まない男の様よう子すに、マークは自分がここに来た理由すらも忘れかけ、エルマーの話に合わせてしまう。

　そんな少年の言葉に、不ふ死じ身みの化ばけ物ものは一いつ層そう楽しそうに微笑ほほえみ──言った。

「どうして君がこの前、俺を刺したのか！」

「────え？」




「あの雨だもんねえ。俺おれと顔も背せ格かつ好こうも似てるし、おまけに俺がこないだ着てた服と同じ服着てるんだもんさ、その人！　こりゃ、あの大雨の中じゃ、俺とそのレスターさんを間違えて刺しちゃっても仕方ないよねえ、うん！」





⇔






グランドセントラル駅側がわ　廃はいビル内




「で、俺はポーラの仇かたきを取る為ために、最後の一人を捜してたってわけさ」

「……」

　長い長いスミスの独どく白はくが終わった後、ニコ達は難しい顔をして黙だまり込む。

　グラハムとマリアは話を途と中ちゆうから聞いておらず、ビル内の離れた場所で『レンチを日本刀とうで切れるかどうか』という賭かけを始めていた。

　どうやらグラハムは途中からスミスの話がマークという少年の受け売りだと察したようで、マリアに至っては最初から興きよう味みが無い様よう子すだった。

「で？　他に聞きたい事はあるかい？」

「……なるほど……確かに、カールから殺された連れん中ちゆうの共通点を聞いてはいた」

「ほう？」

「殺された連中が、何かの意い図とがあってガンドール俺達に接せつ触しよくした可能性があるってな」

　暫しばし、何かを悩んでいるようだったが──ニコは静かに首を振ると、鋭い目つきを緩めぬまま、スミスに対して宣せん告こくする。

「だが、どんな形であれ、お前がガンドールの身み内うちを殺したのは事実だ。その事実がある以上、俺だけの判はん断だんでお前を見み逃のがすわけにもいかん。とりあえず今の話が本当かどうか、チックの奴やつに判断して貰もらうとしよう」

　どこかでスミスの語りが噓うそである可能性を感じ取ったのだろう。『姉のように慕したっていたポーラ』と言っていたが、どうにもその言葉に愛情も悲ひ哀あいも感じられなかったからだ。

　とりあえず相手が体中に隠かくした銃じゆうを排はい除じよしようと、仲間達たちに合あい図ずしようとしたその瞬しゆん間かん──

　風かぜ切きり音に続いて、豪ごう快かいな破は壊かい音おんがビルの中に響ひびき渡る。

　グラハムの投げたレンチが、スミスとニコ達の間を通り抜け、すぐ横の壁へと突き刺さったのだ。

「……今日きようもヤンチャする気か？　グラハム」

　不ふ機き嫌げんそうなニコの問いに、グラハムは楽しそうに笑いながらくるくると回り、回転したままスミスの前に立ちはだかる。

「悪いが、スミスの旦だん那なには銃じゆうを解かい体たいさせてもらった恩があるんでね。簡かん単たんに引き渡すわけにはいかないのさ。何しろ、俺おれは世界の敵だからな。ガンドールとだって平へい気きで敵になれるんだぜ？」

「いつもの事じゃねえか……。そいつが、今言ったとおり……アイスピック・トンプソンの正しよう体たいだったとしても、お前はそいつの味み方かたをするのか？」

「殺さつ人じん鬼きの兄あに貴き分ぶんにゃ慣れてるんでね。そっちの方は完全に趣しゆ味みで人を殺すド外げ道どう様さまだし」

　巫ふ山ざ戯けているとしか思えない事を言うグラハムに、マフィア達は手にした銃をグラハムに向け直そうとするが──

「なるほど……お前ら、銃を降ろせ」

「ニコの兄貴!?　ですが……」

「ただでさえ、さっきこいつが銃をぶっ放してんだ。今いま頃ごろこの辺じゃ警官どもが銃じゆう声せいの場所を特定しようとうろついてる筈はずだ。わざわざ呼び寄せるこたぁねえ」

「……ってことは、私の出で番ばんだね！　アミーゴ！」

　いつから話を聞いていたのか、目を輝かせながらこちらに駆かけてくるマリア。

　ニコは苦く笑しようしながら首を振り、『俺がやる』とばかりに一歩前まえへと踏み出した。

　そんな相手方がたの様よう子すを見て、銃を一いつ旦たん降ろしていたスミスがグラハムに尋たずねかける。

「……グラ坊ぼう、あのニコって奴やつ、強いのか？」

「何度かやりあってる」

「結果は？」

　スミスの問いに、グラハムは壁のレンチを引き抜き、親おや指ゆびを立てながらウインクする。

「一勝六敗！」

「凄すごすぎて涙が出そうだ」

「でも、ニコの旦だん那なは軽けい機き関かん銃じゆうには弱いぜ。前に全身に喰らって死にかけてたから、俺を入れると丁ちよう度ど三さん竦すくみの関係になるぜ！」

「まるで軽機関銃相あい手てになら勝てるとでも言いたげだな。つーか、軽機関銃喰くらった事あるのに生きて歩いてる時点で化ばけ物ものだろおい」

　呆あきれたように笑いながら、スミスは静かに頷うなずき──

「だが、まあ……狂ってる俺からすりゃ、悪くないギャンブルだ」

　ニコの制せい止しを聞かずに刀かたなを抜き始めた少女を見ながら、楽しそうに呟つぶやいた。

　グラハムも楽しそうに笑うが、ふと思いつき、背中越ごしにスミスに尋ねかける。

「これで死ぬかもしれないから聞いておくけどよ」

「なんだ？」

「さっき、エルマーが旦那になんか言ってたろ？　あれ、なんて言ってたんだ？」

「ああ、あれは……」




『スミスさんだっけ。貴方あなたはそのさ、なんだろ。いい人だねえ』

『──なんだと？』

『俺おれは作り笑いを見分けるのが得意なんだけどさ……。さっき、マーク君を殺したんだって時の笑い──あそこだけ、作り笑いだったろ？　きっと貴方は殺して無いか、殺した事を悲しんでるかのどっちかだ』

『……』

『どっちにしろ、貴方はいい人だよ。それだけ言いたかった』




　そんな会話を思い出し、スミスは顔を伏せて苦く笑しようした。

「……俺がいい人、か。あの野や郎ろうも相そう当とう狂ってやがる」

「なんだって？」

「……生き残れたら教えてやる」

　緊きん張ちようの糸が一気に張り詰める廃はいビル内。

　止められはしたものの、ニコの部ぶ下か達はいつでも銃を抜き撃うつ構えを取っている。

　このまま誰だれかの死は避けられないかと思われたその状況の中、

「……。……！」

　神しん経けいをとがらせていたニコの耳が、外の異常を感じ取る。

「……」

「どうしたんですか、ニコの兄あに貴き」

　不安げに尋たずねる部下に、ニコは緊きん張ちようを解いた声で呟つぶやいた。

「……帰るぞ、お前ら」

「へ？　どういう事？　アミーゴ？」

「ニコの兄貴？」

　あっさりと構えを解いたニコに、マリアも部下達も目を白しろ黒くろさせていたが──ニコが振り返った先、廃はいビルの入口を見て納なつ得とくする。




　そこには息を切らせたシャフトが壁に体をもたれかけさせており──

　彼の後ろから町に屯たむろしている少年達がぞろぞろと姿すがたを見せ、あっという間に二十名ほどの人の山ができ上がったからだ。

「あぁ……あぁ、もう！　苦労しましたよグラハムさん！　こんな時間にみんな集めるのは！」

　どれだけ走り回ったのだろうか、シャフトは今にも倒れそうな程ほどに疲れ切った顔をしながらも、伝えるべき事だけはハッキリと口にする。

「それと、ミリオネア・ロウの連れん中ちゆうにも声をかけましたから、もうすぐ来ます」

　親おや指ゆびを立てて苦く笑しようするシャフトに、グラハムは生き肝ぎもを抜かれたように双そう眸ぼうを見開いた。

「おいおい、呼びすぎじゃないか。お前、本当に世界を相手に戦う気か？　……やばい、もしかして本当に世界の敵だったのは俺おれじゃなくてシャフト……？　どうする？　俺は暴ぼう走そうするシャフトを止める事ができるのか……？　お前……この人数を率ひきいて一体何なにをするつもりだ？　家族や友達が泣くから早まるな！　まず俺が泣くぞ!?」

「……ガンドールの喧けん嘩かに無む邪じや気きに飛び込んでくグラハムさんを袋ふくろ叩だたきにするために呼んだんですけどねえ？　……って、あ、あれ？」

　こちらに歩み始めるニコの姿すがたを見て、シャフトは思わず道を空あける。

　そんなニコの背に向け、マリアはやはりつまらなさそうに声をかけた。

「ねえ、やらないの？　私は別にこいつら全員斬きってもいいよ？　アミーゴ」

「この数かず相手じゃ、もう喧嘩でも聞き込みでもねえ。抗こう争そうだ」

「でも、私とニコなら多分楽らく勝しようだよ？　アミーゴ」

「言ったろ……。俺一人ひとりならともかく、お前らを怪け我がさせる権利まではボスから預かっちゃいねえし──勝かつ手てにこのガキ共どもを皆みな殺ごろしにする権利も預かっちゃいねえんだ」

　男の声の鋭さに、町の不ふ良りよう少年達は思わず体を強こわばらせる。

　だが、グラハムが奥にいるという安心感かんからか──誰だれ一人として、その場を逃げ出す者はいなかった。

　そのままビルを出るかと思われたニコだったが、最後に一度足あしを止め、帽ぼう子しを拾おうとしていたスミスの方に向き直る。

「最後に、聞いておこう」

「……なんだ？」

「お前がアイスピック・トンプソンだってのがデタラメだとしてもだ」

「……」

　──畜ちく生しよう、バレバレかよ。

　スミスは心しん中ちゆうで舌した打うちするが、微び妙みような表情をする彼に、ニコは淡たん々たんと問いかける。

「リシュアを殺したのは……本当にお前じゃないんだな？」

「ああ、俺の狂きよう気きと僅わずかに残った正常な脳のう味み噌そにかけて誓ちかう。それだけは本当だ」

「なら──あいつを殺したのは誰だれだ？」

「そりゃ勿もち論ろん、復ふく讐しゆうの最後の相手さ」

　スミスは自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑うと、マークから最後に聞いた、若い新しん聞ぶん記者の名前を吐き出した。




　そして、その名前を聞いたニコは──────





⇔






ジャズホール『coraggioso』地下




「いやー、実はね。俺おれ、セラードって爺じいさんを捜しててさー。それで色々調しらべてたら、なんか、その爺さんの関係者かもっていうレスターさんって人を捜してたんだよ。で、あそこの新聞社、ＤＤじゃない方、雨の中をそのビルの裏でうろうろしてたらさ、いきなり刺されるんだもの。そりゃビックリしたけど、なんか俺の顔を見た暴ぼう漢かんの方が、いきなり『噓うそだ……違う？』なんてびっくりした顔して逃げ出しちゃってさー」

　一人で事の経けい緯いをペラペラと喋しやべり続けるエルマーだが、周囲の人間達はその話を聞いているのかいないのか、ただ呆ぼう然ぜんとした顔でその様よう子すを眺ながめている。ただ一人、拷ごう問もん屋やのチックだけが「へー」などと相づちを打っているが、彼がどこまで話を理解しているのかは判はん別べつできない。

「で、その子を捜して回って、ようやく見つけたと思ったらさ、いきなり橋から飛び降りて死のうとしてるんだもの。そりゃ、今度はこっちがビックリだよねえ。アハハハハ」

　と、そこまで言った後で、ピタリと笑いを止め、マークの耳みみ元もとに小さな声で囁ささやいた。

「……ところで、君がアイスピック・トンプソンだって事はここの人達に知られたらまずい？　そうなら適当に誤ご魔ま化かすけど」

「……いや、もう色々とどうでもいい」

　状況を完全に吞み込めていないのか、少年は静かに首を振り、疲れ切った表情で膝ひざをつきかけたのだが──

　耳に入ってきたレスターの声が、再び少年のスイッチを切り替えさせる。

「あ、あんた！　不ふ死し者しやなのか！　セラード様とお、お、おなじ！」

「そうだよ？　ああ、やっぱりセラードの爺様と知り合いなんだ」

「お、お願いだ、なんでも、なんでも言うことを聞く！　い、いえ、聞きます！　どんな事だってしてみせます！　で、ですから、私に、私にも『不死の酒』を……！」

　膝をついて両手を組み、神に祈るような形で必ひつ死しに自分を売り込み始めるレスター。

　それを聞いた瞬しゆん間かん──

　ぞわり

　と、マークの心に黒い渦うずが湧わき起こる。

　マークにはレスターの行為が酷ひどく不ふ快かいなものに感じられ、嫌けん悪お感かんは一秒と待たずに憎にくしみへと姿すがたを変えた。




「そんなに……そんなにこれが欲しいのかよ」




「……なに？」

　怒ど気きの込められた声にレスターが視線を向けると──そこでは丁ちよう度ど、マークが手にしていた包みから一本の小こ瓶びんを取り出した所だった。

　最初はなんだか解わからなかったレスターだが──

　その小瓶の中にたゆたう酒さけ色いろの液えき体たいを見て、脳のう髄ずいが一いつ斉せいに叫び始める。

「まさか！　まさかそれはっ！」

「母かあさんが生きてた時……父とうさんの墓はかに埋めてた瓶だ。なんでこんな瓶をって思ったけど……やっぱり、アンタ達は……これを捜してたんだね」

「やはり……！　やはり『できそこない』かっ！　マーク！　いや、マーク君……それを、それをこっちに渡すんだ。それは本来、俺おれ達たちが平びよう等どうに持つべきものだったんだよ」

「……だから、母さんを殺したのか？」

「……っ！　ち、違う！　君の母親が、ポーラが悪いんだ！　君だってさっき、そこの彼の傷が治るのを見ただろう!?　あんな体が、死から逃れる体が手に入るんだ！　人類の夢なんだよ！　決して独ひとり占じめしていいものじゃあないんだ！」

「人類の……夢？」

　支し離り滅めつ裂れつになりかけているレスターの叫びに、少年はかえって冷静な声で呟つぶやき──対たい照しよう的に、心の中の憎ぞう悪おが限界を超えて跳ね上がる。

「それだけの為ために……ただの夢に母さんは殺されたのか」

　ゆっくりと首をもたげながら、静かに手にした小瓶を振り上げるマーク。

「お、おい！　待て！　何をする気だ！　か、金ならいくらでも出す！　だから待て」

「俺がこれをここに持ってきたのは、俺が吞む為でも、お前にやる為でもない」

　そのまま腕を最さい上じよう部ぶでピタリと止め、殺さつ意いとも悲しみとも取れる複ふく雑ざつな表情を見せ──
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　次の瞬しゆん間かん、その表情が全すべて消え去り、冷れい徹てつな殺さつ人じん鬼きの顔が浮かび上がった。

「お前の前で、叩き割ってやるためだ」

「やめろこの売女ばいたの息ガ子キがぁぁぁぁぁああぁぁ！」

　獣けもののような勢いで床を蹴けり、なりふり構わずにマークへと飛びかかるレスター。

　マークはその機会を逃さない。

　誰だれが止める暇ひまもなく──狙ねらい通りこちらに飛び込んできたレスターに、カウンターとなる右手を突き込んだ。

　無む論ろん、その手にはアイスピックを握り込んだまま。

　しかし──男の喉のどを捉とらえたその一いち撃げきは、レスターが持つ不ふ死しへの執しゆう念ねんは止められなかった。

　確実に針は喉に突き刺さった。しかし、それでもレスターは構わずにマークの服を摑つかみ、断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきをよじ登るかの形ぎよう相そうでマークの左腕の先を目め指ざす。

　マークは相手の喉のどから凶きよう器きを引き抜き、そのまま相手の胸を、腹ふく部ぶを、足を続けざまに刺し抉えぐった。

　それでもレスターの進しん撃げきは止まらない。僅わずか数秒で、叩たたき割る暇ひまも無く小こ瓶びんを奪うばわれ、そのままレスターに蹴けり剝はがされるマーク。

　レスターの服には何ヶ所も血が滲にじみ出し、喉からも脈みやくに合わせて血液が湧わき出している。

　マークを蹴った反はん動どうで自らも床に転がるが、既すでに自分自じ身しんの状態も見えていない。

　この瞬しゆん間かん、彼の世界には自分自身すら存在せず、自らが手にした『できそこない』である『不ふ死しの酒』だけが宇宙の中に浮かんでいる状態だった。

　老ろう衰すいは避けられないが、他に襲おそい来るあらゆる傷から再生を果たす『できそこない』の酒。

　怪かい物ぶつのような形ぎよう相そうをしてその瓶のコルクを爪つめで搔かきむしるレスターに、マフィア達は眉まゆを顰ひそめながら様よう子すを窺うかがっている状況だったのだが──

「もしかしてそれ、不死の酒？」

　床を転がりながら瓶の蓋ふたを開ける男を見て、エルマーは笑顔を消して尋たずねかける。

「あー。だとしたらさ、今は吞まない方が……」

　エルマーはとりあえず制せい止ししようとしたのだが、レスターはその手を『邪じや魔まするな！』と振り払い、瓶の中の液えき体たいを一気に飲み干ほした。

　喉に溢あふれる血を無む理り矢や理り押し流すように、半なか場ば無理矢理胃いの奥へと酒を流し込む。




　──は、ハハ、吞んだ！　吞んだぞ！




　レスターは感かん極きわまって、そう叫ぼうとしたのだが──

「ばっ、ヴぁばぁっ、びょんばぁっ………ヴぉんだっ……ぼっ……？」

　喉のどからヒュウ、と空気が漏もれ、上う手まく言葉にすることができなかった。

「……？　ぁ……がっ……」

　頭が冷れい静せいになっていくのと同時に、レスターは未いまだに自分の全身を襲おそい続ける激げき痛つうに気が付いた。

「あぁぁぁああぁぁぁぁぁっ！　ヴァアァァッァァアっ！」

　喉から溢あふれていた筈はずの血は既すでに止まっている。

　だが──それ以上血が溢れる事はなかったものの、傷きず口ぐちは何な故ぜか治らない。

　それに、先せん刻こくのエルマーのように、流れ出た血が体に戻る事もしない。

　のたうちながら混乱するレスターを見下ろしながら、エルマーが少し寂しそうに溜ため息いきをついて首を横に振った。

「だから言ったろ？　吞まない方がいいって」

「ぐぁ……っ！　ガァァァアっ！　……!?」

「不ふ死しの酒はね、不死にするだけで、傷を治すわけじゃないんだ」

　喉や腹ふく部ぶにいくつもの深い穴を開けた男の叫びを聞きながらも、エルマーは冷静だった。

　見ているマークやマフィア達が不ぶ気き味みに思う程ほどに。

「ある種の病気も、それ以上は進しん行こうしないけど完かん治ちするわけじゃない。『不死の酒』は、病気だろうが怪け我がをしてようが、吞んだ時点の体を『元に戻すべき状態』だって認にん識しきしちゃうんだ」

「……っ！」

「まあ、何年もかければちょっとは融ゆう通ずうが利くとこもある見たいだけど、君の傷みたいなのを治すのは……気の遠くなるような時間がかかるだろうね。その前に頭のどこかが壊こわれて痛みを感じなくさせるのが先かな」

　長々と語るエルマーの言葉が、果たしてどこまで届いていたのだろうか。

　レスターは気き絶ぜつしそうな痛みに耐えながら、失しつ血けつによって意識を失う事もできず、ただ自分の痛みに絶ぜつ叫きようを続けていた。

　そんな母の敵である男の姿すがたを見て、マークは何を思っていたのだろうか。

　無表情のまま立ち続ける少年に、エルマーが小こ声ごえで尋たずねかける。

「気は済んだかい？　それとも、彼があんな状態でも生き続けるのは許せないかな？」

　彼の問いには答えず、マークはやはり表情を変えずに呟つぶやいた。

「……どうして、ここにいるって解わかった？」

「いや、解わかったも何も……シャフトって子に頼まれて、一いつ緒しよに彼の友達のみんなを集めてたらさ、君が思い詰めた顔して雨の中を歩いてるじゃない。そしたらシャフトが『ビルの方は俺おれ達たちでなんとかできますから、あんたはあの子を！』って言ってくれて、その言葉に甘えて君の後をつけてたんだけど……しばらくして入った店でこの騒さわぎってわけさ」

　偶ぐう然ぜんって怖こわいけど楽しくもあるよねえ、と微笑ほほえみながら、エルマーは淡たん々たんと経けい緯いを説明する。

「いやー、俺も廃はいビルに入ろうと思ったんだけど、言われるままシャフト君に付いて行って本当に良かった。君がもうちょい年上の女の子だったら彼はキューピッドなのかもしれないけど、君が男の子で残念だ」

「廃ビル……？」

　軽い冗じよう談だんを交えながら真実を語るエルマーだったが、グラハム達の状況を知らないマークにとって、内容は今ひとつ良く解らない。

　それは周囲にいたマフィア達にとっても同じ事で、

「おい、お前ら……とりあえず動くな」

「この新しん聞ぶん記者とどんな関わりがあるのか知らねえが……不ふ死じ身みの兄にいちゃんはともかく、アイスピックを持ってるガキを見み逃のがすわけにはいかなくてな……。とりあえず、ボスが帰るまで泊とまっていってもらおうか」

　と、状況に戸と惑まどいながらも、じりじりとマーク達への距離を詰めていく。

　だが──階段の上から複数の足音が聞こえ、部屋の中の空気が張り詰める。

「に、ニコの兄あに貴き！」

　戻ってきたニコやマリア達の姿すがたを見て、室内にいた者達の緊きん張ちよう感かんがさらに高まった。

「……何事だ」

　血に濡ぬれたアイスピックを手にした少年を見て、ニコは静かに目を細める。

　だが、倒れて呻うめき続けているレスターの姿を確かく認にんし、何かを納なつ得とくしたように息を吐きだした。

「マーク……マーク・ウィルメンスか？」

「……？　どうしてその名前を……？」

「リシュアがよく言ってたぜ。弟みたいに世せ話わしてるっつーか世話してくれる奴やつがいるってな」

「リシュアさんが……？」

　驚いて素すの表情に戻る少年に、ニコは静かに尋たずね直す。

「で、どうなんだ？　お前がマークなのか？」

「……マークは……マーク・ウィルメンスは、さっき殺し屋に殺されて死にました」

　相手の威い圧あつ感かんに目を伏せながら、それでも少年は、逃げずに言葉を紡つむぎ出す。

「俺は……ただの殺さつ人じん鬼きの……アイスピック・トンプ……」

「ああ、それ以上言わなくていい」

「……？」

「アイスピック・トンプソンなら……ついさっき、会ってきたとこだ」

　僅わずかに微笑ほほえみながら部屋の中央に進んだニコに、ファミリーの一人が歩み寄り、これまでの経けい緯いについて耳打ちする。

　それを暫しばし黙だまって聞いていたニコだったが、ふと、レスターの方を見下ろして呟つぶやいた。

「ほう……ボスと同じ体にねえ」

　刹せつ那な──ニコの足が、のたうつレスターの左手を思い切り踏みつぶした。

「ぎぁぁぁああぁぁっ！」

　鈍い音と共に指の骨が折れ、レスターの喉のどの穴から空気と悲鳴が漏もれ落ちる。

　だが、歪いびつな方向に曲がった指は、みるみるうちに元の形へと戻り始めた。

「チック」

「なあに？」

　突然ニコに名前を呼ばれたチックは、シャキンとハサミを鳴らしながら返事をする。

　そんな彼に、ニコは氷を思わせる程ほどに冷たい表情のまま呟いた。

「やっぱり、今日きようはお前は休んでていいぞ」

「え？」

　首を傾かしげるチックに対し、武ぶ闘とう派はの幹かん部ぶは様々な感情を押し殺した声を紡つむぎ出す。

「こいつは……俺おれがやる」

「ニコさんが？」

「ああ……何をやっても死なないってんなら──素人しろうとの俺でも気き楽らくに……全力でパーティーができるだろ？」




　その会話を聞いたエルマーは、静かに溜ため息いきをつくと、痛みにうめくレスターの横に膝ひざをつき、柔にゆう和わな笑顔を浮かべて呟いた。

「あのさ、一つ、君が幸せになる方法を考えたんだけど……」

「……？　？　??」

「もしも君が、今いま死んだ方が幸せだって言うなら……それで笑って死ねるって言うなら……俺が、今、君を右手で喰ってあげてもいい。……君が、それで幸せに死ねるなら、だけど」

　エルマーのその言葉に、自分がこれからどうなるのか理解したのだろう。

　レスターは何かを拒きよ絶ぜつするように首を振り──

　喉に開けられたアイスピックの傷きず口ぐちから、声にならない絶ぜつ叫きようを吹き鳴らす。

「そっか……残念だ」

　エルマーは寂しそうに呟くと、すぐに微笑みなおし、安心させるように頷うなずいた。

「じゃあ、何年か後……。気が変わる頃にまた来るよ」




「もしかしたら、その頃には君の痛みを消す方法が見つかってるかもしれないし、君に不幸にされた人達の傷も癒いえてるかもしれないからね」
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余話Ｂ







１９３２年　某ぼう月某日　闇やみ酒さか場ば『蜂の巣アルヴエアーレ』




「しかし、金になるっていっても、どうすりゃいいんだろうなあ」

「コインで服を作るっていうのはどうかなあ？」

「なるほど……！　確かにコインをたくさん重ねれば、銃じゆう弾だんだって防げるかもしれないな！　ようしミリア！　手持ちのお札を全部小こ銭ぜにに両りよう替がえしてこよう！」

「解わかったよアイザック！　でも、重くならないかな？」

「そりゃ重いさ！　俺おれ達の命を守るんだから、俺達の体重より重くなっても仕方ない事だろ？　金は命より重いって奴やつだ！」

「マネーウォーズだね！」

　いつもの調子で会話を続ける二人を見て、フィーロは再び溜ため息いきをつく。

「まだやってたのか、お前ら」

　カモッリスタ組織幹部の青年は、氷の全すべて溶けたグラスを片付けながら、アイザック達に問いかける。

「で、アイスピック・トンプソンの攻こう撃げきを防いだら、その後どうする気なんだ？」

「どうするって……どうする？　ミリア」

「やっつける？」

「でも、まだいい人かどうか解らないし」

「難しい問題だね！」

　根本的な所で悩み始める二人に、フィーロは目を丸くして尋たずねかける。

「おいおい、やっつけるのは無む理りにしても、人殺しだぞ？　いい人もへったくれもあるか」

「でも、人を殺した事がある奴でも、良い奴はいるしなあ」

「ジャグジーも凄すごくいい人だったよね！」

「誰だれだ？　その変な名前の奴？」

　唐とう突とつに現れた人名に首を傾かしげるフィーロだが、答えの代わりに、アイザック達の爽さわやかな笑顔が向けられた。

「フィーロだって、マフィ……カモッラで禁きん酒しゆ法ほうとかに違い反はんしてるけど、良い奴だしな！」

「いい人達だね！」

「よせやい。俺らみたいなのを『実はいい奴』だなんて思ってると、ろくな目に遭あわないぜ」

　本ほん気きで嫌いやそうに苦く笑しようするフィーロは、警告の意味も籠こめてアイザック達に言ったのだが──

「謙けん遜そんするなって！　俺おれ達だって、最初はフィーロ達が悪あく党とうだと思って、金を盗んでも怒られないだろうって考えてたけど、会ってみたら本当にいい人達だったからな！」

「エニスも助けてくれたから、ますますいい人だね！」

「待て待て、俺らから金を盗むとか、さらりととんでもない事を言わなかったか、お前ら？」

　流石さすがに聞き流せず、慌あわてて聞き返すフィーロ。

　だが、アイザック達は欠片かけらも悪びれた様よう子すを見せず、フィーロの肩を叩たたきながら答える。

「気にするな、全すべては過ぎた事だ！　金の代わりに俺達はこうしてフィーロの時間を盗んでるってわけさ！」

「マネー・イズ・タイムだね！」

「……」

　──やっぱり、聞き流せば良かった。




　話が膨ふくれあがって他の幹かん部ぶ達たちの耳に入ってはまずいと、アイザック達を体ていよく酒場から追い出した後──フィーロはカウンターに座り直し、大きな溜ため息いきを吐き出した。

「俺が、いい人ねえ」

　独ひとり言ごとを呟つぶやくと共に、心しん中ちゆうで自分とアイスピック・トンプソンを比ひ較かくする。

　自分もかつて、人を殺している。

　セラード・クェーツというどうしようもない悪党で、それこそアイスピック・トンプソンの何なん倍ばいも人を殺しているような男だったが──フィーロは、自らの手で、その人生を全て奪うばい取った事に対し、自分もアイスピック・トンプソンと大して差などないのかもしれないと考えた。

　殺さつ人じん鬼きに救いなど必要ないだろう。

　それは、フィーロも解わかっている。

　同じように、自分の意い思しで『カモッラ』という犯はん罪ざい組織に身を置く自分にも、完全な救いなどない事は理解している。

　ある意味、そうした罪に対して与えられる罰ばつこそが救いと言えるかもしれない。

　連れん続ぞく殺人を起こした犯人に対しては、いかなる罰すら生ぬるいと言う者もいるだろう。

　しかし、アイザック達の言うように、完全な悪あく人にんではなかったとしたらどうだろうか。

　無む差さ別べつ殺人ではなく、何か目的を持った行動だとしたら？

　極きよく論ろんを言ってしまえば、戦争で殺人が容よう認にんされるように、誰だれもが『殺しても仕方がない』と思える殺人だとしたら？

　そこまで考えて、フィーロは心中で肩を竦すくめた。

　──まあ、関係なさそうな娼しよう婦ふの姉ねえちゃんを殺してる時点で、それはないだろうけどな。

　真しん相そうを知らぬまま、フィーロは尚なおも考える。

　もし、このまま『アイスピック・トンプソン』が捕まらなかったとしたら──彼、あるいは彼女は、罰ばつを受ける事こと無なく、今後も人を殺し続けるのだろうか？　人を殺しても捕まらない自分はなんと幸運なのだろうと、下げ卑びた笑いを浮かべるのだろうか？

　逆に、本当に何か理由があっての殺人だった場合──それこそ『罰』という救いが与えられなかった場合、アイスピック・トンプソンは自分の罪に耐えられるのだろうか？

　仮に、アイスピック・トンプソンが善ぜん人にんで、殺された者達の方が悪あく党とうだったとしても──それでも、やはり『アイスピック・トンプソン』に救いなど必要ないのだろう。

　どんな理由があれ、殺人は殺人だ。

　覚かく悟ごの有う無むはさておき、『殺す側』に足を踏み入れるというのは救いを拒きよ絶ぜつする事だ。

　当然、セラードを殺した自分にも、完全な救いなど必要ない。

　なおかつ、その殺人を自分の中で正当化して、好いた女と添そい遂とげたいなどと願う自分は、殺さつ人じん鬼き以上の下げ衆すと罵ののしられても仕方がないだろう。

　だが、せめてその罰を全すべて自分一人ひとりで受け止められるようにはしたい。

　想い人である同どう居きよ人にんの顔を思い浮かべながら、フィーロは静かに目を瞑つむる。

　すると──そんなフィーロの横に小さな影が立ち、

「さっきのアイザック達の言葉、気にしてるの？　自分は善人なんかじゃないって思ってる？」

「チェス」

「気にする事はないよ。フィーロお兄にいちゃんは、これから長く生きる事になるんだからね。……いちいち善ぜん悪あくとか気にしても仕方がないさ」

　大人おとなびた、というより、どこか醒さめた調子で言葉を紡つむぐチェス。

「何年か前までは、この国じゃ酒さか場ばを開く事はなんの罪にもならなかった。でも、今は法律で禁止されてる。流石さすがに人殺しをいい事だって言う国や時代は少ないけど、この先はどうなるか解わからないしね。戦争ってケースもあるし」

「……」

「僕たち『不ふ死し者しや』は、自分達の生きる時代と折り合いをつけて生きていくしかないのさ。善悪の境きよう界かい線せんなんて、時代と国が変われば無意味に等しいんだからね」

『不死者』の先せん達だちであるチェスは、最さい近きん不死者になったばかりであるフィーロに教える。

「そういう意味じゃ、アイザック達の言ってた『人間は時間に勝てない』っていうのは、言い得て妙みようだね。老いとか寿じゆ命みようとかは別にしてさ」

　どこか諦てい念ねんめいたものを感じさせるチェスの笑顔を見て、フィーロは何か言わなければならないような気がしたが、今の自分にはかける言葉など無い事に気が付いた。

　もしかしたら、チェスと自分達との間にある壁と何か関係があるのかもしれないと思い、話を続けるべきかどうか悩んでいると──チェスの方が、何かを思い出したように呟つぶやいた。

「ああ、でも、不死者の中にも、変な奴やつはいたんだよ？」

「変な奴？」

「僕のさっきの言葉、実は受け売りなんだよ。不ふ老ろう不ふ死しになったら、いろんな国と時間を生きる事になるから、時代と折り合いを付けながら生きるしかない、って言った人がいたんだけど……」

　過去を懐なつかしみながら、チェスは、共に不ふ死し者しやになった錬れん金きん術じゆつ師し達の顔と言葉を思い出す。

「その時、別の人は、笑いながら言ったんだ。『関係ないさ。俺おれは時代にも国にも従わない。どんな時代でも国でも、人の笑顔だけは一いつ緒しよだよ。だから、俺は人の笑顔だけに従って生きる。それが俺にとっての法律みたいなもんさ』って、恥はずかしげもなくね」

　不老不死になる前から、本当に他人の笑顔の為ために死ぬ覚かく悟ごを決めていた、奇き妙みような錬金術師の名前を思い出し──チェスは、心からの微笑ほほえみを浮かべながら呟つぶやいた。




「気き味みの悪い所があったけど、今いま頃ごろどこでどうしてるんだろうなあ……エルマー」







[image: エピローグ　生者と不死者は共に世界を共有する]






















　２年程ほど前まえ──父の墓はかの前で、母が言った言葉を覚えている。

「もしも……もしもあなたが誰だれかに攫さらわれて、何かの場所を聞かれたら──何かされる前に、すぐにここの場所だけ教えるのよ」

　父の墓の前に何かの瓶びんが入った箱を埋めた後、母は自分の事を強く強く抱きしめる。

「貴方あなたに吞ませる事も考えたけど……私にはそんな勝かつ手てな事はできない。貴方がこの世界を好きになってくれるかどうかも解わからないしね」

　母が何を言っているのか理解できなかった自分は、黙だまってその言葉を聞き続けた。

「だから……強く生きるのよ、マーク。もしも将来全すべてを知る事があったら、その時も、ここを思い出しなさい。そして……『それ』をどうするか、それは貴方が考えて決めなさい」

　母のぬくもりはとても優しく、彼女の微笑ほほえみは今でも目の前に思い出す事ができる。

　その数日後に、母は穴だらけの死体となって見つかり──




　少年は、母と同じように微笑ほほえむ事ができなくなった。





⇔






「良かったねえ、無ぶ事じに外に出してもらえて」

　全すべてが終わった翌よく朝あさ。

　無事にガンドールの事務所から解放されたエルマーは、一いつ緒しよに出てきたマークに問いかける。

「で、どうだった？　復ふく讐しゆうが終わって、素す直なおに笑えそうかい？」

「……」

　相変わらず空気の読めない事を言う『不ふ死じ身みの化ばけ物もの』を、マークは無む言ごんで睨にらみ付けた。

「ま、簡かん単たんに答えられるようなもんじゃないよね。ごめんよ」

「……」

　無言のまま歩き出すマークの後ろに追つい従じゆうしながら、エルマーは笑顔のままで語り続ける。

「復讐ってのはさ、死んだ誰だれかの為ためにする事じゃあない。それに納なつ得とくの行かない自分自じ身しんの心と折り合いをつけて、前に進む為の……生きる為の行動だよ。復讐を終えたら死ぬつもりだったなんて人はよくいるけど、俺おれは、それも『満足して死ぬ』っていう目的に進むための行為なんだと思ってる」

「……」

「君は復讐を終えて、前に進んだ。幸せになる権利を得たんだ。その行為が正しかったのかどうか、それは俺には解わからないし、正しいかどうかなんて興味も無いけどね」

　不死身の怪かい物ぶつは、少年のしてきた行為を賞しよう賛さんするでもなく咎とがめるでもなく、ただ淡たん々たんと語り続ける。

「罪を償つぐなうべきかどうか迷ってるのかい？」

「……」

「それで君が納得して最後に笑えるならそうすればいい。後こう悔かいしてるならやり直す方法を考えればいい。君が殺した相手の縁えん者じやに逆に復讐されるのもありだろうね。君の気が済むなら」

　無む神しん経けいな事をペラペラと喋しやべり続けるエルマーだが、その言葉に悪あく意いが欠片かけらも無いのはマークにも理解できた。

　だからこそ──マークは逃げ出さずに、黙だまって言葉を聞き続ける。

「気が済むまで考えればいい。諦あきらめる必要なんてどこにも無い。ただ、一つ覚えておいて」

「……」

「世界中が否定しても、俺は君が幸せになる権利を否定しない。そんな奴やつもこの世の中にはいるって事を忘れないでくれ」

　マークはそこで一いつ旦たん足を止め、エルマーを見み据すえてハッキリと口を開いた。

「俺おれは……そんな事を平へい気きで言うアンタがおかしいと思うし……正直、怖こわい。こんな事は言いたくないけど、あんたみたいな奴やつが永遠に生きてたら、いつか世界を滅ほろぼすような気がする」

「ああ、気にする事はないよ。それが当然だと思うよ？　俺の古い友達が良く言ってたよ。お前の善ぜん意いは神様が悪あく意いを持つよりも遙かにおぞましいものだって！　アハハ、酷ひどいよね！」

　あとは特に言う事も無いと、エルマーは手を振って立ち去ろうとしたのだが──

　背後から声をかけられ、一いつ旦たん少年の方を振り返る。

「だけど……ありがとう。……色々と、本当に……」

　そう呟つぶやいたマークの表情は、ほんの一いつ瞬しゆんだけ、薄く微笑ほほえんだように見えた。




　エルマーには、それで十分だった。
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夜　地下酒さか場ば『ジェーン・ドゥー』




　社長に全すべての報告を終えたカールは、その晩、グラハム達がいるという酒場を訪れた。

　結局あの後に再びグラハム達と接せつ触しよくし、その後に向かったガンドールの店でほぼ完全な情報を得られた形となったカール。

　──結局、レスターの奴は……町から逃げていなかったんだな。

　即そく座ざにレスターが町を出ると思っていたカールは、一人その事について考える。

　人生に事件を求めなかった彼が、どうして逃げ出さずにガンドール・ファミリーなどに行ったのだろうか。

　その事を聞くと、社長は書類の奥で暫しばし考え、

『……彼の殺さつ人じん鬼きとしての欲よく望ぼうが、死を恐れる普ふ段だんの自分を上回ったんだろうね』

　と、いつも通りの穏おだやかな声で自分の推すい測そくを口にした。

　──だとすれば……あいつが事件を求めなかったのは……もしかしたら、無む意い識しきのうちに自分の中の殺人鬼と再会したくなかったからなのかもしれないな。

　──……というのは、あいつをちょっと美び化かしすぎか。

　かつて同どう僚りようだった男を憐あわれみながら地下への階段を下り、今度はマークについて考える。

　できれば養よう子しにしようと思い、ガンドールの事務所にいた彼にそう持ちかけたのだが──

「ありがとうございます……。でも、マーク・ウィルメンスはもう死んだんです」

　死んだ人間と養子手て続つづきはできないでしょう？　と、そんな事を言って首を振った。

　──彼は、これからどうするんだろうか。やはり町を出るのだろうか。

　──あるいは、自じ首しゆをする気か……、だが、『不ふ死しの酒』がらみとなると捜そう査さ局きよくの妙みような部ぶ署しよの横やりが入ると聞くが……。

　──なんにせよ、少年にとって人を殺したなど……辛つらい経験だったろうに。

　あんな少年ですら、いとも簡かん単たんに人を殺す。その理由が復ふく讐しゆうであろうと、彼が殺さつ人じん者しやになってしまったという事実には変わりがない。

　──レスターとは、まるで逆の動どう機きなのにな……。

　人間の中に殺人者がいるのではなく、人は本来誰だれもが殺人者となりえるのかもしれない。ならば、その殺人鬼の群の中で人間であり続ける事は、誰もが体験せねばならない自分自じ身しんとの戦いなのではないだろうか。

　犯人が捕まらぬまま終わるであろう事件の記事をそう締しめようと考えていたが、それでもカールは、マーク少年の事を自分自身に負けた敗はい北ぼく者だとは思いたくなかった。

　──まあ……それを確かく認にんしようにも、彼とは二度と会う事は無いだろうが。

　レスターに対するものとは別べつ種しゆの憐あわれみを感じながら、カールは闇やみ酒さか場ばの扉とびらを開き──




　そこで、少年の顔を見た。




「楽しい……楽しい話をしよう！　スミスの旦だん那なに子こ分ぶんができるとは！」

「子分じゃなくて、弟で子しらしいっすよ」

「なるほど……弟子というからには何かを教えなくちゃいけないわけだ。そういえば俺おれもここ数日は太陽とこの世界に自分の立場を教えられっぱなしだ！　……待てよ、俺はつまり、太陽と世界の弟子なのか……？　つまり、この暑さは師し匠しようが俺に与えた試し練れん……!?　ヤバイぞシャフト、俺、なんの予よ習しゆうも練習もしてないんだが」

「とっとと落らく第だいして世界から見み放はなされて下さい」

　普ふ段だん通どおりの会話をしているグラハムとシャフトを余よ所そに、酒場の隅すみではロングコートを羽は織おった長身の男が座っている。そして、彼の横に座る、帽ぼう子しを深く被かぶった小こ柄がらな影が一つ。

「おい、弟子。」

「はい、スミスさん」

「……師匠と呼べ」

「はい、師匠」

　淡たん々たんと答えていたその少年は──紛まぎれもなく、カールの知っている顔だった。

　それを裏付けるように、カールの姿すがたに気付いていないシャフトが声を上げる。

「ていうか、『記き憶おく喪そう失しつの名な無なしの少年』って、どう見てもあれマー……グモモモ」

「野や暮ぼは無し！」

　レンチの先でシャフトの口を塞ふさぎながら、グラハムは小こ声ごえで言い聞かせる。

「いいな、シャフト。アイスピック・トンプソンの正しよう体たいは俺達だけの秘ひ密みつだぞ？」

「……はいはい、グラハムさんに誓ちかって、生みの親にも内緒にしますよ」

　そんな会話を耳にしたカールは、スミスが席を立つのを見み計はからって少年に話しかけた。

　すると、少年はあっさりと、スミスという殺し屋の弟で子しになったのだと答える。

「別に殺し屋になりたいわけじゃありません。俺おれの罪つみを含めて全部引ひき受けてくれるってスミ……師し匠しようは言いましたけど、やっぱり俺にとって、人を殺した罪は切り離せないんです。良くも悪くも」

　本当にマークという人間を死んだ事にするつもりなのか、当のスミスも黙だまってそれを受け入れたそうだ。

「だから……俺の罪を背負った師匠の背中を追いかけて、その罪の結けつ末まつを見み届とどけたいんです」

「……その時、彼の身み代がわりに罰ばつを受けようとでもいうのか？」

「そんなのは解わかりません。ただの未み練れんかもしれませんが……」

　暫しばし目を伏せ、マークは母の笑顔を思い出しながら──その表情にできるだけ近い微笑ほほえみを浮かべながら答えを紡つむぐ。

「母かあさんや……色々な偶ぐう然ぜんに生かされた人生の先を、見られる所まで……見てみたいんです」

　カールは暫し何か言おうとしていたが、その笑顔を見て、諦あきらめたように首を振る。

「見み飽あきたら、いつでもＤＤ新聞社に訪ねてこい」

　死んだ娘むすめと目の前の少年を重ねる自分は偽ぎ善ぜん者しやなのだろうと思いながら、情報屋はそれでも構わずに微笑んだ。




「記者のイロハぐらいなら、いくらでも教えてやる」





⇔






　迷まい子ごにでもなったのか、道の端はしで泣いている少女の姿すがたがあった。

　通りすがる人々は少女の事が気になったが、まもなく列車が発車するという合あい図ずがあり、皆あわてて列車に乗り込んで行った。

　だが、迷わず足を止め、少女の方に向かう男が一人。

　列車の扉とびらが閉まる。

　切きつ符ぷ代だいを損したというのに、その男は少女を安心させる為ために、とりあえず同じ目め線せんになるまでしゃがみ込み──柔らかい笑顔で微笑んだ。




「やあ、初めましてだね！　泣きながらでもいいから、とりあえず笑おう！　スマイルだよ！」
















　その夏、泣き続ける少女が出会ったのは────
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成なり田た良りょう悟ご

気付けばアキネーター（有名な『頭に思い浮かべた人物当て』システム）に登録されていました。利用の許可をとるヒマがなくモザイクですいません。ちなみにTWITTERに使っているこの似顔絵は「似顔絵イラストメーカー」で制作しました。これぞ21世紀……！
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イラスト／エナミカツミ

広島県出身の東京在住。映画好きなので、キャラ起こしも自分の記憶にある俳優に照らし合わせて描くことがポイントらしい。多彩な画風で様々なキャラデザをこなす実力派。
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